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u ヤウインドウデフオツガー※ 



ホ： グレードなどで異なる装備やオプション装備 
& :別冊「ナビゲーシヨンシステム取捉書」を参照してください。 
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助手席 SRS エアバッグ P . 108 
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ムーンルーフスイッチ* P . 93 



ホ：グレードなどで異なる装備やオプション装備 
ぷ：別冊「ナビゲーシヨンシステム取捉書」を参照して<ださい。 
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イラスト目次 
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イラスト目次 


インストルメント八ネル 


ワイパー&ウオツシャースイッチ P . 179 
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プラズマクラスター®巧装着車 


時計& 


U ヤウインドウデフ オツガー& 
5ラーヒーター スイッチ*※ 


エアコンスイツチ※ 


非常点滅なスイッチ P . 30色 
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〔[ 
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•し••し•し1 
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4D _wrear i[_ み Q 

^ passenger 

I A 


ホ： グレードなどで異なる装備やオプション装備 
《：別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照して<ださい。 
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イラスト目次 


インストルメントパネル 


田 


プラズマクラスター®装着車 


時計 S 


1」中ウインドウデフ オツ ガー& 
5ラーヒータースイツチ※ 


の : GO 


日佩 FRONT 


; ぃ 日喃 REAR み 


PASSENGER ぶ □ のり。•ミ 
口 CLEAN • 
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- エアつンスイッチ3 


非常点滅なスイッチ P . 30色 
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トークスイッチ※ 



ホ： グレードなどで異なる装備やオプション装備 
ぷ：別冊「ナビゲーシヨンシステム取捉書」を参照して<ださい。 


巧 






























イラスト目次 


インストルメントパネル 


B 


オート電動格納式ミラー巧装着車 


パワー(イグ ニッシヨン) 

スイッチ P . 144 



モこ夕ーメインスイツチ*※ 
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オート電動格納式ミラー装着車 


バワー(イグ ニッシヨン) 

スイッチ P . 144 



ホ： グレードなどで異なる装備やオプション装備 
《：別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照して<ださい。 
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知コておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備や色と一 
致しない場合びあります。 


[不正改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U 外のちのを装着すると、不正改造 
になることびあります。 

♦ま高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなったり、誤っ 
て面 <らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談ください。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し:!がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、不正改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電モ機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• フロントウインドウガラス、および運転席-助手席のドアガラスに着色フィ 
ルム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげ 
るばかりでな<、不正改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を払い、安全運転をむびけて<ださ 
し、。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をもよおす薬を飲んだ 
とさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状 
況などへのま意び不十分になり、大変を険です。ノ V ンズフ1」一し:!がの自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[車両の制御データ-操作デー■夕の記録について 


お車には、車両の制御や操作に関するデータを記録するコンピューターび複数装 
備されており、主になのよラなデータを記録します。 

-エンジン回転数 
-電気モーター回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車速 

-シフトポジション 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断' 研究開発-品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=者へ開示または提供する 
ことはありません。 

-お車の使用者の同意（1」ース車は借主の同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 


• G - BOOK によるデータの取り扱いについて 


お客様び G - BOOK をご利用の場合、記録データとその使用について、 G-BOOK 
利用規約をご覧ください。 
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[イペント:?—タレ J —夕一 


お車には、最適な車両性能を維持するためのコンピューターを搭載しています。 
このコンピューターはシステムび正常に作動していることを診断すると共に、衝 
まのとさや衝突に近い状態のとをのデータを記録するイベントデータレコー 
ダー ( EDR ) を装備しています。 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダーび、衝突の 
とをや衝突に近い状態のとをに;欠のデータを記録します。 

-エンジンの回転数 
• 車庫 

. ブレーキ ペダルの操作状況 
-アクセルペダルの操作状況 

-八イブ U ッドトランス5ッションのシフトポジション 
-運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着の有無 
-運転席のシート位置 
-エアバッグ作動に関する情報 
-エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 


雜 EDR データの開示について 


トヨタおよびトヨタび委訂した第兰萄ま、イベントデータレコーダーに記録され 
たデータを、車の研究開発を目的に取得-流用することびあります。なお、トヨ 
夕およびトヨタび委 K した第=者は、取得したデータをなの場合を除を、第=者 
へ開示-提供することはありません。 

-お車の使用者の同意びある場合 
-裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行5などの、使用者や車び特定されないよラに加工したデー 
夕を研究機関などに提供する場合 


呂〇 






[保話および点検について 


イ呆証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（法 
律で義務づけられています） 


A 警告 

■おモ さまを柔せるときは 

おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射 
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター- 
発が筒などでやけどしたり、 運転装置を動かして、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

お車におテさまを柔せる場合は、おテさまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた「チャイルドシートの取り付け」 
(一 P . 126)をお読みください。 

■駆動 用電池の廃棄について 

駆動用電池を取りはずさないままでお車を廃棄された場合、高電圧部品-ケー 
ブル.それらのコネクターにふれると、深刻な感電のを険びあります。お車を 
廃棄するとをには、トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄してください。駆動用電 
池は適切に廃棄しないと、感電を引を起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 


21 







本書の中の表示について 


J 警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を 
避けたり減少させたりするためおずお読みください。 


A ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあります。 


白知識 


機能の説明や操作方法の説明し U がで巧っておいていただをたいこと、巧ってお< 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 


® セーフ テイシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください""このよ5なこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示す矢印 

^スイッチなどの操作（押す、まわすなど) 
をのしています D 

操作後の作動（フタが開 < など）を示して 
います。 
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1-1.ノ\イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツドシステムの特徴 


SAI の八イブリツドシステムは、電気モーターとガソリンエンジンと 
いう吕つのパワーのシナジーけ目乗）効果により、優れた動力性能と 
低燃費の両立を高い;欠元で実現したシステムでず。さらに、排出ガス 
をお減、クリーン化した環境に配慮した技術となっていまず。 



※イラストは説明のための例であ0、実際とは異な0ます。 


n ガソ1」ンエンジン 
曰電気モーター 

■停車時、発進時、ほ速走行時 

停車中はガソ U ンエンジンを停止’ X しまず。 

発進時は電気モーターを使って発進しまず。 

ほ速走行時や下り坂走行時をガソ U ンエンジンを停止’ X し、電気 
モーターを使って走行します。 
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シフトポジションび N にあるとさは駆動用電池への充電び行われ 
ません。車両停止時は必ず P にして<ださい。また、ミさお時など 
でを、 D または巨で運転してください。 

’X :駆動用電池の充電び必要なとさやエンジン暖機中など、ガソ U 
ンエンジンび自動停止しないことびありまず。（一 P . 吕 6) 

■通常走行時 

主にガソ U ンエンジンを使用して走行しまず。 

必要に応じて電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充 
電しまず。 

■ 急加速時 

ガソ U ンエンジンに加え、駆動用電池か日を電気モーターに電力を 
供給し、電気モーターの出力を上げ、力強<加速しまず。 

■減速時、制動時（回生ブレーキ） 

車輪び電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電しま 
す。 


I 車両接近通報装置 

ガソ U ンエンジンび停止した状態での走行時、車両の接近を周囲の人に 
知5せるため、車速に応じた音階で音を鳴らしまず。車速び約2已 km/h 
を超えると消音しまず。スイッチ操作で消音ずることちでさまず。 


消音ずるには、"パワー"スイッチ 
び ON モードのとを、スイッチを 
巧す 

スイッチ上のインジケーターび点な 
します。再度スイッチを巧すと ON に 
な0ます。"バワー"スイッチを ON 
モードにするごとに、車両接近通報装 
置は ON になります。 
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口知識 

■回生ブレーキについて 

なの場合、車の運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、駆動用電池へ充電 
すると共に減速力を得ることびでをます。 

♦シフトポジシヨンび D または B で走行中に、アクセルペダルから足を離した 
とを 

♦シフトポジシヨンび D または B で走行中に、ブレーキペダルを踏んだとを 

■ガソリンエンジンの自動停止について 

車両状態に応じて、ガソ U ンエンジンは自動的に始動-停止します。 

ただし、なの状態では自動停止しないことびあります。 

♦ガソ U ンエンジン暖機中 

♦駆動用電池の温度び高いとを、またはないとを 

♦駆動巧電池充電時 

参暖房をかけているとを 

■駆動用電池の巧電について 

ガソ U ンエンジンの動力による充電や回生ブレーキにより、駆動用電池び充電 
されるため、車かからの充電は必要あ D ません。しかし、車両を長時間放置す 
ると、少しずつ放電します。そのため少なくとも、2〜3ヶ月に1度、約30 
分間または1己 km ほど運転してください。 

万一、駆動用電池び完全に放電し、八イフ1」ッドシステムを始動でをないとを 
はトヨタ販売店にご連絡ください。 

■ 補機/ f ッテリーがあがってしまったり、交換などで取りはずしたときは 

ガソ U ンエンジンの自動停止び行われないことびあります。 

自動停止しない状態び2、3曰続<場合は、トヨタ販売店へご連絡<ださい。 

■ 補機バッテリーの巧電について 

一 P . 3已〇 
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イブリッド車巧有の音と振動について 

八イブリッド苗ま、 READY インジケーターび点なし、走行可能な状態でも、通 
常の車のよラに、エンジン音や振動びないことびあるため、走行可能な状態で 
あることに気びつかない場合びあ D ます。ま全のため、駐車時はパーキングブ 
レーキをかけて、確実にシフトポジションを P にしてください。 

八イブ U ッドシステム始動後は、なのよラな音や振動び発生する場合びありま 
すび、異常ではありません。 

♦エンジンルームからのモーター音 

♦八イブ U ッドシステム始動時や停止時に聞こえる車両後方および駆動用電 
池からの音 

• トランクを開けたとさに聞こえる作動音 

♦ガソ U ンエンジン始動時や停止時に聞こえるトランスミッション付近から 
の音 

♦急加速時のエンジン音 

♦ブレーキペダルを踏んだとをや、アクセルペダルをゆるめたとさに聞こえる 
回生ブレーキの音 

♦ブレーキペダルを操作したとさに聞こえる、作動音やモーター音 
♦ガソ U ンエンジンの始動、停止による振動 

♦ U ヤシート横（左側）にある吸入□から聞こえるフアンの音 
エコドライブモード時は、通常走行時に比べ、フアンの音び大きくなること 
びあ0ます。 

■ま雨接近通報装置について 

なのよ5な場合は、周囲の人に通報音び聞こえにくくなることびあ D ます。 
♦周囲の騒音び大をい場合 
♦雨または強風の場合 

また、車両接近通報装置は車両前側にあるので、車両前方と比較して、車両後 
ちは聞こえにくくなることびあります。 
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■メンテナンスや修理、廃車について 

お車のメンテナンスや修理、廃車の際は必ずトヨタ販売店にご相談 < ださい。特 
に廃車する場合は、トヨタ販売店を通じて駆動用電池の回収を行っていますの 
で、ご協力 <ださい。 


呂8 



1-1.ノ\イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツドシステムの注意 


八イブリッドシステムには、駆動用電池、パワーコント□-ル ユニッ 
卜、オレンジ色の高圧ケープル、電気モーターなどの高電圧部位（最 
高約己 50 V ) や、を却用ラジェーターなどの高温部位びありまずの 
で、ごま意<ださい。なお、高電圧部位などには、取り扱い上のま意 
を記載したラベルび貼付してありまずので、ラベルの指示に従って正 
しい取り扱いをしてください。 



n エアコンコンプレッサー 
0パワーコント□-ル ユニッ 
卜 

且駆動用電池- 

DC / DC コンバーター 


□サービスプラグ 
0 高電圧ケーブル（オレンジ 
色） 

0 電気 モーター 
D コーションラベル 
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[駆動用電池を却用吸入 □ 



U ヤシート横（左側）部には、駆 
動用電池を却用の吸入口びあ0ま 
す。吸入□をふさいだりずると、駆 
動用電池の過熱や出力低下の原因 
になりまず。 


I 緊急停止システム 

き故により衝撃を受けたときなどは、八イブリツドシステムを停止して 
高電圧を遮断します。また、フューエルポンプ制御により燃料供給を停 
止し、燃料ちれを最ル限に抑えまず。 

この場合、八イブリツドシステムを再始動させることびでさなくなるた 
めトヨタ販売店へご連絡ください。 


I 警告メッセージ 

八イブ U ッドシステムの異常やお知らせしたい事項び発生ずると自動的 
に表示されまず。 



警告メッセージは、マルチイン 
フ オメーシヨ ンディスプレイに表 
示されまず。 

表示された画面の指示に従って<だ 
さい。（一 P. 31日） 
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口知識 

■警告なび点なしたときや、警告メッセージび表示されたとき、または補機バッ 
テリーとの接続が断たれたときは 

八イブ1」ッドシステムを再始動でをないおそれびあります。 

もラー度始動操作をしてち READY インジケーターび点なしない場合はトヨタ 
販売店にご連絡<ださい。 

■電磁波について 

♦高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の車や 
家電製品とくらべて、電磁波びをいといラことはありません。 

♦アマチュア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音び混入する場 
合びありますので、あらかじめご了承ください。 

■ガスタになつたときは 

ガス欠で八イフ U ッドシステムび始動でをないとさは、燃料残量警告な（一 P. 
317) び消なするまで給油してから再始動して<ださい。少量の給油では始動 
でさない場合びあります。（給油量は車両水平状態で12 L しツ上です。車両の傾 
をによって給ミ由量はをねります。） 

■駆動用電池について 

駆動用電池には寿命びあ D ます。寿命は車の使いち、走行条件により異なりま 
す。 
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A 警告 

■局 電圧、局温について 

この車は、高電圧システムを使用しています。 

なのことをお守りいただかないと、やけどや感電など重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死こにつなびるおそれびありを険です。 

♦高電圧 部位、高電圧の配線（オレンジ色）およびそのコネクターの取りはず 
し、分解などは絶対に行わないでください。 

♦走行 後は八イブ U ッドシステムび高温になります。車に貼ってあるラベルの指 
示に従い、常に高電圧、高温部位に注意してください。 

♦サービス プラグび駆動用電池に設置して 
あります。サービスプラグはトヨタ販売 
店にて車両の修理時などに、駆動用電池 
の高電圧を適断するためのちのです。 
取り扱いを誤ると感電のおそれびあるた 
め、絶対にさわらないでください。 


■事故び 発生したとさは 

なのことをお守りいただかないと、感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場 

合死 t につなびるおそれびありを険です。 

♦続発 事故防止のためま全な場所に停車する 
停車時は、ブレーキペダルを踏みなびらパーキングブレーキをかけ、シフトポ 
ジシヨンを P にして八イブ U ッドシステムを停止します。そのあとフレーキ 
ペダルからゆっくり足を離してください。 

♦高電圧 部位、高電圧の配線（オレンジ色）などには、絶対にさわらない 

♦車 室内およびま室がに、はみ出している電気配線には絶対さわらない 

♦液体の 付着やちれびある場合は絶対にさわらない 
駆動用電池の電解液（強アルカ1」性）び目や皮膚にふれると失明や皮膚傷害の 
おそれびあ〇を険です。万一、目や皮膚に付着した場合はただちにを量の水で 
洗い流し、早急に医師の診察を受けてください。 

♦万一、 車両火災び発生したとさは、 ABC 消火器を使用して消火する 
水をかける場合は、消火栓などから大量にかけてください。 
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A 警告 

♦前輪び 接地した状態でけん引しない 

電気モーターから発電され、破損の状態によっては、漏電による火災のおそれ 
びありを険です。（一 P . 30目） 

♦車の 下の路面などを確認し、液体のちれ（エアコンの水し U 外）び見つかった場 
合、燃料系統び損傷している可能性びあります。そのまま八イブ U ッドシステ 
ムを始動すると燃料に弓 I 火するおそれびありを険ですので、始動しないで < だ 
さい。 

この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するとをに併せてお伝えください。 

■駆動 用電池について 

駆動用電池を不法に巧妻または放置すると、環境巧染となるばかりか、第兰者 
び高電圧部位にふれた場合に、生命にかかわる感電事故などにつなびるおそれ 
びありを険です。 


A 汪意 

■駆動 用電池冷却用の吸入□について 

• 吸入□のまわりに荷物などを置いたりしないでください。 

吸入□びふさびれると駆動用電池び過熱したり、故障の原因になります。 

♦吸入 □は、目詰まりしないよ5定期的に清掃してください。 

•吸入 □に水や異物を入れないでください。 

駆動用電池を損傷するおそれびあります。 

♦駆動 巧電池周辺に多量の水をこぼさないよ5ま意してください。 

誤ってこぼしてしまったとをは、トヨタ販売店で点検を受けてください。 
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1-1.ノ\イブ1|ッドシステムについて 

エネルギーモニター/燃費画面/ ESPO 画面 


A イブリツドシステムの：!犬態を、マルチインフオメーシヨンデイスプ 
レイやナビゲーシヨン画面に表示しまず。 



n ナビゲーシヨン画面 
曰マルチインフォメーション 
ディスプレイ 



U モートタッチ※ 
n メニューボタン 
01」モートタッチノブ 
且 ENTER ボタン 


[エネモ—夕一の見方 


ナビゲーシヨン画面表示 



I 」モートタッチのメニューボタン 
を押しスタート画面を表示させる 
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別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 



































手順 
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g | P を選択ずる 

燃費画面または ESPO 画面び表おさ 


れたときは、 [~ェみレギ - I を選択しま 
す。 


マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイ表示 

" DISP " スイッチを巧し、エネル 
ギーモニターを 表示させる 



運転する前に 


t 
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ナビゲーシヨンシステム マルチインフオ^ーシヨン 


画面 ディスプレイ 



ガソ U ンと電気の 
両方のエネルギー 
で走行していると 
さ 




ガソ U ンのエネル 
ギーで走行してい 
るとを 





エネルギーの流れ 
がないとさ 




かない 多い かない 多い 


駆動用電池の残量 
表示 
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表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合びあ0ます。 























毎分燃費の見方 


旧欄 II | |」モートタッチのメニューボタンを巧し、 


を選おずる 


IIE 3 欄に I 情報両面の 



を還択ずる 


固画回エネルギーモニターまたは ESPO 画面び表示されたとさは、 
I J «~~| を漂がします。 


区間燃費び表示されたとをは、 [gatfaj を逞おしまず。 

n 過去 30 分間の 1 分ごとの燃費 
(平均燃費） 

0 過去 30 分間の 1 分ごとのエネ 
ルギー回収量 
g マーク 1 つび已 OWh です。 

且航続可能距離（一 P. 40) 
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[区間燃費の見方 


固圆 HU モートタッチのメニューボタンを巧し、 



を選おずる 


お欄に I 情報両面の 



を還択ずる 


固画回エネルギーモニターまたは ESPO 画面び表示されたとさは、 

を選択します。 

毎分燃費び表示されたとをは、 [g 曲 aatJ を湧がします。 

〇過去最高燃費 
曰通算燃費 

マルチインフォメーションディスプレイ 
の通算平均燃費を U セツトずるごとの平 
均燃費を表示します。 （^P . 168) 

U セツト時の通算平均燃費値び過去最高 
燃費を上まわっていた場合、過ま最高燃 
費び更新されます。 



表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合びあ0ます。 


ESPO 画面の見方 


IfedMi | |」モートタッチのメニューボタンを巧し、 


を選択ずる 


固画[司情報画面の 



を選択ずる 


固画回エネルギーモニターまたは燃費画面び表示されたときは、 
し ESPO I を選択しまず。 
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n ステータス/ポイント表示 

エコ運転の採点結果や走行情報 
を G-BOOK センターに送信し、 
計算されたポイントやステータ 
スを表术しまず。 

ステータスはエコ運転を継続ず 
ることでブ□ンズ、シルバー、 
ゴールドの順にランクびアップ 
します。 

0エコレベル平巧値 

エコレベル メーターの 平均値を 
表のします。 

B エコ レベル メーター 

エコ ドライブインジケーターラ 
ンプの点灯を継続させることな 
どでメーターび増加しまず。 

Q エコ レベル インジケーター 
エコ レベル メーターの レベルに 
応じて Good - Excellent び表 
おされます。レベルびない場合 
は表示されません。 

0毎分燃費（前回八イブ U ッドシ 
ステム始動〜八イブ U ッドシス 
テム停止） 

1分ごとの平巧燃費を最大1已 
分前までグラフ表おします。 

. 今回と前回の平ち燃費を色分 
けして表术しまず。 

0毎分燃費（今回八イブ U ッドシ 
ステム始動〜現在） 

: G-BOOK オンラインサービスをご利用されているときに表示されま 
す。 



-1 .八イブリツドシステムについて 



39 









-1 .八イブリツドシステムについて 


■更新スイッチ/アドバイススイッチについて 

n 更新スイッチ ’X 

走行情報などを G - BOOK セン 
ターへ送信ずるとさに使用しま 
す。 

0 アドバイススイッチ 

-診断アイコンび表示されてい 
る場合は、ドライバーの運転 
操作についてエコ運転の観点 
で診断した結果を表おしま 
す。良いところを確認したり、 
さらに良<ずるにはどラした 
ら良いかを知ることびでさま 
す。 

-診断アイコンび表示されてい 
ない場合は、エコ運転や環境 
に関する豆知識び表示されま 
す。 

且診断アイコン 

: G - BOOK オンラインサービスをご利用されているときに表示されま 



す。 


口知識 

■燃費データをリセットずるには 

毎分燃費画面で laaiad を選択すると、平均燃費、エネルギー回収量びリセット 
され、0にちどります。 

区間燃費画面で5^^を選択すると、通算燃費と過去最高燃費び1」セットされ 
ます。 

■航続可能距離について 

現在の燃料残量で走行でをるおよその距離を示します。 

表示される距離は、過去の平巧燃費をちとに算出されるため、ま示される距離 
を実際に走行でさるとは限りません。 
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1-1 .八イブリツドシステムについて 


■ G - BOOK センターへ送信ずる走行情報について 

G - BOOK センターへ送信する走行情報は、ナビゲーシヨンシステムび算出する 
ものであり、マルチインフォメーシヨンデイスプレイに表示される走行距離や 
燃費等とは一致しないことびあります。 


運転する前に 
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1-1.ノ\イブ1|ツドシステムについて 

八イブリツド車運起のアドバイス 


環境に配慮した経済的な運転のためには、巧のことをむびけてくださ 
い。 

■エコドライブモードの利用 

エコドライブモードを使巧すると、通常にく日べてアクセルペダル 
の踏み込みに巧ずるトルクの発生びゆるやかにな0まず。また、エ 
アコン（暖房/を房）の作動を抑え、燃費向上につなびりまず。 
(一 P . 1已 4) 

■八イブリッドシステムインジケーターの利用 

メーター内の八イブ I 」ッドシステムインジケーターの表示をエコ 
エ U アの範囲に保つことで、より環境に配慮した走行び巧能でず。 
(一 P . 1 63) 

■ 減速時のブレーキ操作 

減速時は、早めに、ゆるやかなブレーキ操作を行いましよラ。 

減速時に発生ずる電気エネルギーをより多<回収ずることびでさ 
ます。 

■紙帯 

加速•減速のくり返しや、長い信号待ちは燃費を悪化させまず。お 
出かけ前に交通情報を確認ずるなどして、なるベ<おおを回避ずる 
よラにしましよラ。また渋滞の際は、ブレーキペダルをゆるめて微 
前進し、アクセルペダルをあまり踏まないようにしましよう。余分 
なガソ U ン消費を抑えることびでさまず。 

■ 高速道路での運転 

速度を抑え、一定速度で走行しましよラ。また、料金所手前では早 
めにアクセルををどしゆるやかなブレーキ操作を行いましよラ。減 
速時に発生ずる電気エネルギーをより多く回収ずることびでさま 
す。 
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1-1 .八イブリツドシステムについて 


■エアコンの ON/OFF 

必要時じ(外は OFF にしましよう。 を分なガソリ ン消費を抑えるこ 
とびでさまず。 

夏季：外気温び高いとさは、内気循環モードに設定しましよラ 。X 
ァコンへの負荷び減り燃費向上につなびりまず。 

を季：ガソ U ンエンジン-車室内び暖まるまで、ガソ U ンエンジン 
び自動停止しないので、燃料を消費しまず。また、過剰な暖 
房を避けると、燃費向上につなびりまず。 

■タイヤ空気圧の点検 

タイヤ空気圧はこまめに点検しましよラ。タイヤ空気圧び適切でな 
いと、燃費の悪化につなびりまず。 

また、を用タイヤは転びりお巧び大さいため、乾燥した路面では燃 
費の悪化につなびりまず。季節、道路状況に応じて適切なタイ S ン 
グでタイヤを交換しましよラ。 

■荷物 

重い荷物び積まれていると、燃費び悪化しまず。不要な荷物は、積 
んだままにせずに降ろしましよラ。また、大型ルーフキヤ U ァの装 
着ち重い荷物と同様に燃費の悪化につなび0まず。 

■走行前の暖機運転 

ガソ U ンエンジンびをえている時は、ガソ1」ンエンジンの始動/停 
止を自動的に行いまずので、暖機運転は必要ありません。 

なお短距離走行のくり返しは、暖機運転のためのガソ U ンエンジン 
始動びひんぱんに行われることになりまずので、燃費の悪化につな 
びりまず。 
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-2. キーの 取扱い 


お客様へ;欠のキーをお渡ししまず。 



〇電モキー 

-スマートエント IJ 一 &スター 
トシステムの作動 （^ P . 47) 

-ワイヤレス機能の作動 
(^ P . 已 8) 

旦六カ ニ カルキ ー 
H キーナンバープレート 


(メカニカルキーを使うには 



メカニカルキーを取り出ずには、 
解除ボタンを巧してキーを取り出 
す 

使用後はわとにわどし、電子キーと一 
緒に携帯して<ださい。電子キーの電 
池び切れたとをやスマートエント 
U — &スタートシステムが正常に作 
動しないとを、；<カニカルキーび必要 


になります。（一 P . 348) 
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-2. キーの 取扱い 


口知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U 外のま全な場所（財布の中など）に保管して<ださい。万一、メカニ 
カルキーを紛失した場合、トヨタ販売店でキーナンノ（一から新しいキーび作製 
でをます。（一 P . 347) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな 
いでください。また、かばんなどにな管する場合でち、簡単にスイッチび押さ 
れないよラにな管してください。スイッチび押されると電波び発信され、航空 
機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 


A 迂意 

■キーの 故障を防ぐために 

なのことをお守0 < ださい。 

♦落としたり、 強い衝撃を与えたり、曲げた D しない 

書 温度の高いところに長時間放置しない 

♦めら したり超音波洗ミき器などで洗ったりしない 

• 電子キーに金属製または磁気を帯びた製品を取り付けたり、近付けたりしない 
♦分解し ない 

♦電子 キー 表面に シールな どを貼らない 

♦テレビ やオーディオ、電磁調理器などの磁気を帯びた製品や、低周波;台療器な 
どの電気医療機器の近 < に置かない 

■電 モキ ーにつ いて 

電モキーは電波法の認証に適合しています。必ずなのことをお守りください。 

参 電池交換時し义外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦おず 日本国内でご使用ください。 
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-2. キーの 取扱い 


A 迂意 

■キーを 携帯ずるとをは 

電源を入れた状態の電化製品とは10 cmUUi 離して携帯してください。10 cm 
1；(内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリ ー& スタートシステムの故障などで販売店に車両を持つてい 
<とさは 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ち<ださい。 

■キー を紛失したとさは 

電モキーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<なります。車 
両に付属している残りの電子キーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売 
店にご巧談ください。 
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1-3. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 

ス7—トエント U —&スタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作び行えまず。 
(必ず運転者び携帯してください） 



曰トランクを解錠ずる（一 P . 48) 

且八イブ U ッドシステムを始動ずる（一 P . 1 44) 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解綻•施錠（フ□ント席ドアパンドルのみ) 




I トランクの解錠 


八ンドルを握って解錠ずる 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
这、れて < ださい。 

施錯操作後3秒間は解錯でをません。 


ドア八ンドル上側の□ックセン 
サー部（八ンドルの < ぼみ部）に 
ふれ施綻ずる 



トランクオープンスイッチを巧し 
て解錠ずる 
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アンテナの位置と作動範囲 


■アンテナの位置 



n 車外アンテナ 
0車内アンテナ 
且トランク内アンテナ 
□ トランク外アンテナ 


-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 












































1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


作動節固（電子 キーの 検知 エリア) 



0 :ドアの施錠-解錠時 

フ□ント席ドア八ンドルから周 
囲約70 cm 内で電子キーを 
携帯している場含に作動しま 
す。（電子キーを検知しているド 
ア八ンドルのみ作動します） 

壞：トランクの解錠時 

トランクオープンスイッチか日 
周囲約70 cm しツ内で電子キー 
を携帯している場合に作動しま 
す。 

0 :八イブ U ッドシステム始 
動時または"パワー"ス 
イッチ切りかえ時 

車内で電子キーを携帯している 
場合に作動します。 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅なの点滅で巧らせます。（施錠は1回、解錠は2回) 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 



ドア八ンドル上側の □ ックセンサー部にふ 
れてち施錠でをないとさは、上下のロック 
センサー部に同時にふれて<ださい。 
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-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告表示について 

誤動作などによる予期せめ事故や盗難を防ぐため、車内や車がで警告音び鳴つ 
たり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されたとをは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P . 319) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法はなのよラになります。 


お化立 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いている 
とさにスマートエント IJ -& 

スタートシステムで施錠しよ 
うとした 

全ドアを閉めたあと、再 
度施錠してください。 

車内から"ポーン、 
ポーン"と 
鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状態 
で"パワー"スイッチをアク 
セヴ1」ーモードにした（アク 
セヴ1」ーモードのとを運転席 
ドアを開いた） 

"パワー"スイッチを 

OFF にしたあと、運転席 
ドアを閉めて < ださい。 


■解錠操作のセキユリテイ機首目 

解綻操作後、約30秒(内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に施錠されます。 


■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補機ノ くッテ U —あびりを防止するため、 
節電機能び働さます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあります。 

-車の外約2 m 1；■(内にスマートキーを10分!; Lb 放置した。 

•已日間に(上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった。 

• 14日間し U 上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった場 
合、運転席し U がでの解錠びでさな<なります。この場合は、運転席のドア八 
ンドルを握る、ちしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してくだ 
さい。 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能が正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
夕ートシステムやワイヤレスリモコン、イモビライヴーシステムび正常に作動 
しない場合びあります。（対処ち法： 一 P . 348) 

♦電子キーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

参電子キーび、なのよラな金属裂のちのに接していたり、覆われたりしている 
とを 

-アル5迫などの金属の貼られたカード 
-アル5迫を使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-小銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
-パソコンや携帯情報端モ （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 
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■ご留意いたださたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検巧エ1」ア內）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの施錠-解錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすざ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-トランクの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、または1」ヤ 
バンノ f 一中央に近付をすざた場合 

-八イブ U ッドシステム始動時または"パワー"スイッチの切りかえ時に、 
電モキーびインストルメントパネルやフロア上.1」ヤシート後ちのパッ 
ケージトレイ上-ドアポケット'オープントレイ'またはグローブボック 
ス内などに置かれていた場合 

♦インストルメントパネル上面-ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車 
外に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検巧されて車がからのド 
アロックび可能になる場合びあ D 、電子キーび車内に開じ込められるおそれ 
びあるためま意してください。 

♦電モキーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人ながでち施錠- 
解錠でをます。 

♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるとをは、八イブ U ッドシス 
テムの始動び可能になる場合びあります。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなけれ 
ば約30秒後に自動的に施錠されます） 

♦手袋を着用していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるとをにワイヤレス機能などで施錠を行5 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦車外アンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度もとの位置にもどし、 
解錠されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 


-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着けて□ックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずしてロックセンサーに 
面れて < ださい。 

♦ □ック操作は、連続で2回まで有効で、3回目しツ降は□ック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をく D 返すことびあります。その場合はキーを車両から2 m しツ上離れた場 
所に保管して、洗車などをしてください。（キーの盜難にま意してください） 

♦車内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルにか 
けた場合、警報びマルチインフォメーションディスプレイに表示され、車外 
のブヴーび吹鳴することびあります。その場合は全ドアを施錠すれば警報は 
表おされな< な0ます。 

参□ックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取り除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部のロックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、のびドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよラ注意してください。 
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-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車外アンテナの作動範囲内へ急に入ってドア八ン 
ドルを操作したとさは、解錠されない場合びあります。その場合は、ドア八 
ンドルを一度もとの位置にもどし、解錠されたことを確認してからドア八ン 
ドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして八ンドル裏面のセ 
ンヴー部にふれて<ださい。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作 
をくり返すことびあります。その場合はキーを車両から2 m しツ上離れた場 
所にな管して、洗車などをしてください。（キーの盜難にま意してください） 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよラま意してください。 

■長期間運転しないときは 

♦盗難防止のため、電子キーをまから2 m しツ上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■才 ートアラー ムについて 

スマー トエント U -& スター トシステムで施錠すると オー ト アラームび 設定さ 
れます。（一 P . 1 03) 

■システムを正しく作動させるために 

電モキーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車がから操作する場 
合は電子キーを車両に近付けすざないよラにしてください。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正しく検知されず、シ 
ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 
込み防止機能び働かないことちあります） 



已已 



1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■スマートエントリ ー& スタートシステムが正常に作動しないときは 

• ドアの施錠.解錠； 一 P . 348 
♦八イブ U ッドシステムの始動： 一 P . 349 
■電池の消耗について 
♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、八イブ U ッドシステムを停止した際に車内から警 
告音び鳴ります。（一 P . 已 1) 

♦電子キーは常に電波を受信しているため、使用していないあいだでち電池び 
消耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性び 
あります。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動し 
ない 

-作動範囲び狭<なった 
-電子キーの LED び点なしない 

♦電池の著しい消耗を防ぐためになのよラな磁気を発生する電化製品の1 m 
し U 内に電子キーを置かないで<ださい。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■電池び切れたときは 

一 P . 298 

■解錠ドアの切り替え機首目 

ワイヤレス U モコンを使用して、スマートエント U -& スタートシステムで解 
綻でさるドアの設定を切り替えることびでをます。 

(カスタマイズー覧一 P . 371) 


已巨 




-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ トヨタ販売店またはナビゲーシヨンシステムの画面で設定巧能な機能 

スマートエント U — &スタートシステムを非作動にするなどの変更びでをま 

す。 

(カスタマイズー覧 一 P . 371) 

A 警告 

■電波び およぼず震響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
方は、室内アンテナ.車がアンテナ （^ P . 49) から約22 cm (内に近づか 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し U がの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

はトヨタ販売店にお問い合わせください。 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを施綻-解錠できまず。 



n 全ドアを施錠ずる 
B ドアガラスとムーンルーフを 
閉める（巧し続ける）* 

且全ドアを解錠ずる 
□ ドアガラスとムーンルーフを 
開く（巧し続ける）* 

0トランクを解綻ずる（巧し続 
ける） 


* :トヨタ販売店での設定び必要で 
す。 


口知識 

■作動の合図 

ドア ：ブヴーと非常点滅灯の点滅で巧らせます。 

(施綻は1回、解錠は2回） 

トランク：フヴーで巧らせます。 

ドアガラス-ムーンルーフ：ブヴーで巧らせます。 

■半ドア 警告 ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態でドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴り 
ます。ドアを完全に閉めてから、もラー度施錠してください。 

■解錠操作のセキユリテイ機宜目 

^P. 51 

■オートアラームについて 

ワイヤレス U モコンで施錠すると才ートアラームが設定されます。 UP. 103) 

■機能が正常に働かないおそれのあるげ況 


已8 


一 P . 曰2 



















■ワイヤレスリモコンが正常に作動しないとさは 

ドアの施錠.解錠 一 P. 348 

■電池の消耗について 

一 P. 已已 

■電池が切れたとさは 

一 P. 298 

■ トヨタ販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズー覧一 P. 371) 


-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

ドア 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、ドア□ッ 
クスイッチを使って施綻-解錠できまず。 

■ スマートエントリー&スタートシステム 

一 P' 47 


■ワイヤレス機能 

一 P ' 已8 

■ ドア□ツクスイッチ 



■□ックレバー 



n 全ドアを施錠ずる 
曰全ドアを解錠ずる 


□ ドアを施錠ずる 
曰ドアを解錠ずる 

運転席ドアは、□ックレノ（一び施 
强側になっていてち、車内のドア 
レバーを引くと開け5れます。 
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キーを使わずに外側か5フ□ント席を施綻ずるときは 

I过 Mh I □ックレノ（一を施錠側にずる 
liUm ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

"パワー"スイッチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとさや 
車内に電子キーび放置されているとさは施錠されません。 

キーび正しく検巧されずに施綻される場合びあ0まず。 

チャイルドプ□テクター 

施綻側にずると、 U ヤ席ドアび車 
内から開かなくなりまず。 

お子さまび車内か5 U ヤ席ドアを開 
け5れないようにでをます。両側のI」 
ヤ席ドアを施綻側にしてください。 


口知識 

■衝撃感知ドア □ ック解除システム 

車両び前後左ちから強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。衝撃 
の度合いや事故の状況によっては作動しないことびあります。 

■ メカニカルキーでの 施錠-解錠 

メカニカルキーを使ってドアの施錠-解錠びできます。（一 P. 348) 

■チャイルドプ□テクター使用時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一、車内から開ける 
場合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 

■不正キーの使用について 

指定のメカニカルキーし U 外のキーを使用すると、キーシ U ンダーび空まわりし 
て解錠でをません。 



-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


■ トヨタ販売店またはナビゲーシヨンシステムの画面で設定巧能な機能 

キー操作によって解錠されるドアの設定などを変更でをます。 
(カスタマイズー覧一 P. 371) 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、不意にドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使用する 

♦すべての ドアを施錠する 

♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車外に放 D 出された D して、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

特に、運転席はロックレバーび施錠側になっていてちドアび開<ため、注意し 
て < ださい。 

♦お 子さまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地' ドアと壁などのあいだび狭い場所'強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動をにも対処でさるよ5、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉し 
て < ださい。 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 

トランク 


トランク オープナーやスマー トエント U — & スター トシステム、ワイ 
ヤレスリモコンを使って開けることができまず。 

■車内か5トランクを開けるには 

レバーを引さ上げて、トランク 
の□ックを解錠ずる 


■車がか5トランクを開けるには 
スマー トエント U -& スター トシステム 

一 P' 47 

ワイヤレス機能 

一 P ' 已8 
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-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


口知識 

■ トランクグリップ 



トランクを閉めるとをにお使いください。 

引を下げるときは、トランクグリップを 
持って、横ち向に力をかけないよラに引を 
下げます。 


■ トランク内キー閉じ込み防止機能について 

♦すべてのドアび施錠されている場合、トランク内に電子キーを置いたまま卜 
ランクを閉めると、警告音び鳴ります。この場合はスマートエント U -& ス 
タートシステム機能で開けることびでをます。 

♦すべてのドアび施錠されている状態で、予備のキーをトランクに入れたとを 
も、キー閉じ込み防止機能び働き、トランクを開けることびできます。盗難 
防止のため、車から離れるとさは必ずすベての電子キーを携帯して<ださ 
い。 

♦すべてのドアび施錠されている状態でトランク内に電子キーを置いていて 
ち、電子キーび置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、トランク内の 
電モキーを検巧でをないことびあります。この場合は、キー閉じ込み防止機 
能び働かず、トランクを閉めたとさに施錠されてしまいます。トランクを開 
めるとさには、必ず電子キーの所在を確認してください。 

• ドアびひとつでも解錠されている場合は、キー閉じ込み防止機能は働をませ 
ん。この場合は、車内のトランクオープナーでトランクを開けてください。 
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A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車外のちのにあたったり荷物び投げ出され 
たりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開を、思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。急ブレーキ、急旋回をかけた 
とをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびありを険です。 

■おモ さまを柔せているとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を険です。 

• トランクの中でおテさまを遊ばせないでください。 

誤って開じ込められた場合、熱射病や窒息などを引を起こすおそれびありま 
す。 

♦お 子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだり 
するおそれびあります。 


-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-3. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ トランクの使用にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

• トランクを開ける前に、トランク U ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク U ッドび落下するおそれびあります。 

• トランクを開閉するとをは、十分に周囲の安全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、ま全を確認し動かすことを巧らせる r 声かけ」をしてくださ 
い。 

♦強風 時の開閉には十分ま意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

♦半開 状態で使巧すると、トランク1」ッド 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。 

特に傾斜地では、平坦な場所よ0ちトラ 
ンクの開閉びしにくく、急にトランクび 
開いたり開じたりするおそれびありま 
す。必ずトランクび全開で静止している 
ことを確認して使用してください。 

参 トランクを閉めるとさは、トランク U ッ 
ドで指などを挟まないよラ十分ミ主意して 
<ださい。 

• トランクは必ず外からトランク U ッド上 
面を輕く押して閉めてください。トラン 
クグ U ップで直接トランクを閉めると、 
手や腕を挟むおそれびあります。 

• トランク1」ッドにトヨタ純正品し U 外のアクセヴ1」一用品を取り付けないでく 
ださい。トランク1」ッドの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ 
ります。 
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1-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 

フ□ントシート 


パワーシート 装着車 


運転席 助手席='= 



n 前後位置調整 

0 U クライニング調整 

且へッドレストの上下調整* (一 P . 74) 

Q クッション前端の上下調整（運転席のみ) 
且シート全体の上下調整（運転席のみ） 

0腰部硬さ調整（運転席のみ） 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-4 .シート、'ラー、八ンドルの調整のしかた 


マニュアルシート装着車* (助手席のみ） 

〇前後位置調整 
01」クライニング調整 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 











I パワーイージーアクセスシステム（ドライビングポジションメモリー装着車） 

運転者び乗り降りずる際に、八ンドルと運転席び自動で、なのよラに動 
さまず。 


降車時：なのすベての操作を行っ 
たとさ、八ンドルび最上段•最前 
方に移動、運転席シートび後方に 
移動（オートアウエイ機能） 

-"パワー"スイッチを OFF にずる 
-シートベルトをはずず 
柔車時：なのいずれかの操作を 
行ったとさ、八ンドルび手前に移 
動、運転席シートび前方に移動 
(オート U ターン機能） 

-"パワー"スイッチをアクセサ 
U —モードまたは ON モードに 
する 

-シートベルトを装着ずる 


I アクティブへッドレスト（をちプリクラッシュセーフテイシステム装着車を除く) 


追突の衝撃によって、乗員の腰び 
シートバックを巧ずことでヘッド 
レストび少し斜め上方に動さ乗員 
のむち巧ち傷害軽減に貢がしま 
す。 




-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 
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1-4 .シート、=ラー、八ンドルの調整のしかた 


口知識 

■降車時の運転席シートのオートアウエイ機能について（ドライビングポジシヨ 
ンメモリー装着車） 

降車時に、シートの位置び最後ちに近い位置にある場合、オートアウエイ機能 
を行わない場合びあります。 

■アクティブへッドレスト（をちプリクラッシュセーフティシステム装着車を除 

<) 

シートバックへの衝撃び弱い場合でちアクティブへッドレストび作動すること 
びあります。なお、解除ボタンを押さずにヘッドレストを無理に押し上げると、 
へッドレストの構造部品び出てをますび、故障ではありません。 



■ トヨタ販売店またはナビゲーシヨンシステムの画面で設定可能な機能 

オートアウェイ機能によるシート移動量を変更でをます。 
(カスタマイズー覧 一 P . 371) 
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A 警告 

■ リクライニング調舊について 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないでください。 

必要し U 上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦マニュアル シート装着まは、シート調整後はシートびをちんと固定されている 
ことを確認してください。 


-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 
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1-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 

ドライビングポジシヨンメモリー4 


お好みのドライビングポジション（運転席•八ンドルの位置-ドアミ 
ラーのち度）を登録して、ワンタッチで呼び出ずことびでさまず。ま 
た、ドアの解錠と連動させることちでさまず。 

ドライビングポジションは2パターンまで登録できまず。 


■ ポジシヨンの登録 

liim シフトポジシヨンび P の位置にあることを確認ずる 
[ HH 互"パワー"スイッチを ON モードにずる 
图 a 互運転席-八ンドル-ドア S ラー角度をお好みの位置に調整ず 
る。 



" SET " ボタンを巧しなびら、ま 
たは " SET " ボタンを巧したあ 
と3秒じ(内に、1または2のラ 
ち登録したいボタンをブヴーび 
鳴るまで巧す 

すでに同じボタンに登録されてい 
る場合は、上書をされます。 


■ ポジシヨンの呼び出し 

[ giarn シフトポジシヨンび p の位置にあることを確認ずる 
国画互"パワー"スイッチを ON モードにずる 



1または2のラち呼び出したい 
ポジシヨンのボタンをブヴーび 
鳴るまで巧す 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 






























口知識 

■ ソくワ ー" スイッチ OFF をの作動 

"パワー"スイッチを OFF にしたあとでも、運転席ドアを開けて180砂内、 
およびその後再び運転席ドアを閉めて日0砂しツ内ならポジションの呼び出し(八 
ンドルを除く）びでをます。 

■ ポジションの D 乎び出し作動を途中で止めるには 

なのいずれかの操作をします。 

♦ " SET " ボタンを押す 
•1 または2のボタンを押す 

♦シート調整スイッチを操作する（シートのみ作動停止） 

♦八ンドル位置調整スイッチを操作する（八ンドルのみ作動停止） 

■シート位置の正しい再生について 

シート位置び、各シート調整機構の最端部にある状態で、更にそのち向に操作 
すると、システムびシートの現在位置を誤認識し、メモ U —再生位置にずれび 
生じることびあります。 

■ドアの解錠と連動させるには（メモリーコール機能） 

お好みのドライビングポジションを登録して、ドアの解錠と連動させることび 
でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 371) 

■ トヨタ販売店またはナビゲーションシステムの画面で設定可能な機首目 

登録した運転席の位置に巧して、車両カスタマイズ機能（一 P . 371) で設定し 
た移動量だけ、シートび後ちに移動します。 


A 警告 

■シート 調整時の警告 

シート調整中は、シートび U ヤ席乗員にあたったり、運転者の体び八ンドルに 
圧迫されたりしないよ5ま意してください。 


-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 
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1-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 

へッ ドレスト 


手動式* 



〇上げる 
0下げる 

下げるときは、解除ボタンを巧し 
なび5操作します。 



〇上びる 
0下びる 
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曰知識 


I へッドレストを取りはずずときは 
手動式* 



解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


電動式* 

へッドレストの取りはずし、取り付けについてはトヨタ販売店にご相談くださ 
し)。 

■ヘッドレストの高さについて（フ□ント席） 

必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 



I リャ席について 

使用するとをは、常に格納位置から一段上げた位置にしてください。 


グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守〇< ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 
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1-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 

シ—トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正し<着用して<ださ 
い。 

■正しく着用ずるには 

• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかった 0、肩 か 5 はずれな 
いよラにして < ださい。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれびないよラにずる 

■着けち、はずしち 

〇ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 
0ベルトを解除ずるには、解除 
ボタンを押ず 


■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

n 解除ボタンを巧しなび日、ア 
ジャスターを下げる 
曰アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かしてください。 
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トベルトプリテンシヨナー 
フ □ント席のみ 



フ□ント席、リヤ外側席 



前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前方か5の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃のとさは作動しない 
場合びあ0ます。 


前方から強い衝撃を受けたとき、 
シートベルトを引を込むことで適 
切な乗員拘束効果を確保しまず。 

前方か5の衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか日の衝撃のとをは作動しない 
場合びあ0ます。 


I フリクラッシュシートベルト（プリクラッシュセーフテイシステム装着車フ□ント席） 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避け日れない 
と判断したとき、衝突の前にフ□ントシートベルトを卷を取り、プ U テ 
ンシヨナーの効果を高めまず。 

急ブレーキをかけたとをや、車びコント□ールを失ったときち同様に作動します。 
( 一 P. 214) 
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口知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 

■巧娠中の女性の場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 77) 

巧娠中の方ち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部べルトび腰骨のでをるだけな 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふ<らみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けた0、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。 


■疾患のあるちの場合 

医師にを意事項を確認の上、必ず正し<着用して<ださい。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを着用するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 1 17) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるお子さまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 77) 
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■シートベルトプリテンシヨナーについて 


シートベルトプ U テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まを衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 


A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦全員び シートベルトを着巧する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おテさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは U ヤ席に座らせてシートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部べ ルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

■おモ さまを柔せるときは 

おモさまをシートベルトで遊ばせないでください。 

万一べルトび首に巻をついた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

誤ってそのよ5な状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付をシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバック/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したとさはシートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレー トびバックルに確実に差し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認して<ださい。5ま<差し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜-シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンショナー付をシートベルトの取 D 付けや取 D はずし • 分解'廃棄など 
は、トヨタ販売店し i (がでしないでください。 

不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 
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八ンドル 


バンドル位置を運転しやずいように調舊できまず。 


■手動での調壁* 




八ンドルを持ち、レバーを下げ 
る 


八ンドルを上下•前後に動かし、 
適切な位置にずる 

位置びみ定したら、レバーを上げ 
て八ンドルを固定してください。 


■電動での調整* 

スイッチを操作ずると、八ンドルを下記の方向に動かしまず。 



n 上方へ 
H 下方へ 
H 前方へ 
Q 手前へ 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 


































[才ートアウェイ & 才ートリターン機構（電動調壁のみ) 


"パワー"スイッチを OFF にずる 
と、乗降びしやず<なるよラに、八 
ンドルび動さまず。 

■バワー"スイッチをアクセサ U — 
モードまたは ON モードにずると、ち 
との位置にもどります。 


口知識 

■ /\ンドル位置調整の作動を件（電動調整のみ） 

"パワー’’スイッチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとを X ’ 

シートベルトを装着していれば"パワー"スイッチのモードにかかわらず、 
八ンドルの調整びでをます。 

■ A ンドル位置の自動調舊 （ ドライビングポジションメモリー装着車） 

お好みの八ンドル位置をドライビングポジションメモ U —に登録すると、自動 
で調整されます。（一 P . 72) 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで < ださい。 

運転を誤り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

■ A ンドル位置を調舊したあとは（手動調舊のみ） 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなび0、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 



-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 
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インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減少 
(防眩）でさまず。 

口通常使用時 
曰防眩時 



[上下調壁のしかた 



インナー S ラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
0ます。 
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ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調舊をしまず。 



調整ずる S ラーを選ぶには、ス 
イッチを巧す 

□左 
0ち 


ミラーの鏡面を調整ずるにはス 
イッチを巧す 

n 上 
H ち 
且下 
Q 左 



S 已 































1-4 .シート、'ラー、八ンドルの調整のしかた 




ミラーの鏡面を調整ずるにはス 
イッチを巧す 

□上 
0ち 
0下 
Q 左 
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ドア S ラーを}各納ずるとさは 


才ート電動格納式ミラー非装着車 




ボタンを押してドアミラーを格納 
する。 

わラー度押すと、元の位置にもどりま 
す。 


n 三ラーを格納する 
旦三ラーをちとの位置にちどす 

スイッチを中立の位置 （" AUT 日"）に 
すると自動モードに切0かわ0、ドア 
の施錠•解錠と連動します。 


曰知識 


I 作動を件 

"パワー’’スイッチびアクセヴ1」ーモードまたは ON モードのとを 

■リバース連動機能（オート電動格納式5ラー装着車） 

後退時に5ラーの角度び下向をになり、下方び見やすくなります。 ただし' ミ 
ラー選択スイッチを中立の位置 （" L " • " R " の中間）にしておくと、この機能は 
作動しません。 


-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 
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1-4 .シート、=ラー、八ンドルの調整のしかた 


■レインクリアリング5ラー 

鏡面に付着した水ミ商を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施してお 
り、雨天時における後方視認性を向上させます。 

鏡面に巧れなどび付着すると親水効果は一時的に化下しますび、太陽光をあて 
ることにより付着した巧れを化学的に分解し、親水効果を徐々に回復させる機 
能も持っています。 

♦なのよラな場合、親水効果び化下しますび、晴天時に1 -2 曰間太陽光をあ 
てることで親水効果は徐々に回復します。親水効果を早く回復させたいとを 
は回復作業（一 P . 257) を行ってください。 

-鏡面に、巧れや異物び付着したり、素手で面れたり巧れた巧などでふいた 
とを 

-洗車により鏡面に洗剤やワックスび付着したとを 
-地下' 屋内駐車場などの曰のあたらない場所に長時間駐車したとを 
♦なのよラな場合、親水効果び回復でをな<なります。十分ま意して<ださい。 

-鏡面にシ U コーン入りの力ーメンテナンス商品び付着したとを 
-鏡面に傷を付けたとを 

■ S ラーび量ったとさは （ S ラーヒーター装着車） 

5ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。相 ij 冊「ナビゲー 
ションシステム取扱書」を参照してください） 

■ミラー角度の自動調舊 （ ドライビングポジションメモリー装着車） 

お好みの5ラー角度をドライビングポジションメモ U - に登録すると、自動で 
調整されます。（一 P . 72) 

■寒冷時に「才ート作動」で使用するとをは（才ート電動格納式 S ラー装着車） 

寒;令時に「オート作動」で使用していると、ドア5ラーび凍結して、自動で格 
納•復帰びでをないことびあります。この場合、ドア5ラーに付着している氷 
や雪などを取り除いたあと、「マニュアル作動」で作動させるか、手で動かして 
<ださい。 
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A 警告 

■走 巧しているとをは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあります。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

走巧前に化ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
し<調整する 

■5 ラーび動いているとをは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■5 ラーヒーター*び作動しているとをは 

鏡面び熱<なるのでふれないで<ださい。 


A 迂意 

■レイン クリアリングミラーの取り扱いについて 

♦鏡面び 凍結したとさは、温水をかけるか、5ラーヒーター*を作動させるなど 
して解氷してください。 

親水膜の効果を持続させるため、5ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板な 
どで削り落とさないでください。 

♦シ U コーン入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他の力ーメンテナンス 
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよラ十分注意して<ださい。 

♦砂の 付いた巧' 油膜取り剤' 研磨剤など、鏡面を傷付けるものでこすらないで 
ください。 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 


-4 .シート、ミラー、八ンドルの調整のしかた 



89 







1-5. ドアガラス.ムーンルーフの開けち、閉め方 

パワーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作ずると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 

n 閉める 
0自動全閉X’ 

且開ける 
Q 自動全開X’ 

&途中で停止するときは、スイッチを 
反対側へ操作します。 



I ウインドウ□ックスイッチ 



スイッチを巧すと、運転席 LU 外の 
ドアガラスび作動不可になりま 
す。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
ずることを防止できまず。 


り知識 
■作動を件 

"パワー’’スイッチび ON モードのとを 

■ イブリッドシステム停止後の作動 

"パワー’’スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にしたあとでち、約43 
砂間はドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉す 
ると作動しなくなります。 
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■挟み込み防止機能 

ドアガラスを閉めているとをに、窓砕とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開をます。 

■パワーウインドウを閉めることができないときは 

挟み込み防止機能び異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることびでさな 
いとをは、閉めることびでをないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の 
操作を行ってください。 

♦まを停止し、"パワー"スイッチを ON モードの状態で、ノのーウインドウス 
イッチを「自動全開」の位置で引を続けることでドアガラスを閉めることび 
でをます。 

♦上記の操作を行ってちドアガラスび閉まらない場合、挟み込み防止機能の初 
期化を;欠の手順で実施して < ださい。 

医 31 [でパワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ドアガ 
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引を続ける 

居！ m ] パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ 
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2砂間押し続ける 

IgJMI 3 I 再度、パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で引を続け、ド 
アガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引を続ける 

ドアガラス作動途中でスイッチから手をはなすと、最初からやり直しとなりま 
す。しツ上の操作を行ってち反動して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 

■ ドア□ック連動ドアガラス開閉機能 

♦ メカニカルキーでドアガラスを開閉でをます。* (一 P . 348) 

♦ワイヤレス U モコンでドアガラスを開閉でをます。* (一 P . 已 8) 

* :トヨタ販売店での設定び必要です。 

■ トヨタ販売店で設定可能な機能 

ドアロック連動ドアガラス開閉機能などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 371) 


ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 
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ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


A 警告 


■ ドアガラスを開閉ずるとをは 


なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 



• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 •頭- 首などを挟んだり巻を込んだり 
しないよラにしてください。特にお子さ 
まへは手などを出さないよラ声かけをし 
て < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないでください。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあります。 


♦お テさまには、ワイヤレスリモコンを 
使ってドアガラスの操作をさせないでく 
ださい。（一 P . 已 8) 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれたり 
するおそれびあ0ます。 


■挟み込み 防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手-腕•頭-首などを挟ん 
だり しないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引を続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにミ主意してください。重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 
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1-5. ドアガラス•ムーンルーフの開け方、閉めち 

ムーンルーフ* 


頭上のスイッチでムーンルーフを開閉-チルトアップ/ダウンずるこ 
とびでさまず。 

■ 開閉 



■チルトアップ/ダウン 



〇 ムーンルーフを 開く’X 

全開の手前の位置で止ま0ます。 
(風切音の低減機能） 

全開にしたいときはスイッチをち 
う一度巧してください。 

0ムーンルーフを閉める X ’ 

^途中で停止するとをは、ムーンルー 
フスイッチを軽く巧します。 

〇チルトアップ※ 

0チルトダウン’X 

^途中で停止するとをは、ムーンルー 
フスイッチを軽く巧します。 


* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 
















ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 


け□識 

■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ A イブリッドシステム停止をの開閉作動 

"パワー"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にしたあとでち、約43 
砂間は操作でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作動しな 
くなります。 

■挟み込み防止機能 

ムーンルーフを閉めるとを、またはチルトダウンするとをに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感知すると、作動び停止し少し開をます。 

■サンシエード 

手動で開閉でをます。ただし、ムーンルーフび開くと連動して開をます。 

■ ドア□ック連動ムーンルーフ開閉機宜目 
♦ メカニカルキーでムーンルーフを開閉でをます。* (一 P . 348) 
♦ワイヤレス U モコンでムーンルーフを開閉でをます。* 

ただし、ワイヤレスリモコンでのドアガラス開閉び可能なとをのみ設定でを 
ます。（一 P . 已 8) 

* :トヨタ販売店での設定び必要です。 

■風切音のほ減機能 

自動で開けたときに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を低 
減でをます。 
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■ムーンルーフが正常に閉ま 6 ないときは 

下記の操作を行って<ださい。 

♦閉まるときに反転し、閉じ切6ない場合 
Ifiild 1 11車を停止する 

IsiMI 21 スイッチので LOSE" 側を押し続ける※ 1 

ムーンルーフび閉じ、再び開を、10秒間停止します ‘X 2。その後再び 
閉じ、チルトアップし、]秒間停止します。チルトダウン後、し)った 
ん開いてから閉じます。 

Isilril 31ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離す 

♦チルトダウン時に反面し、閉じ切 S ない場合 

旧 mi 1 1まを停止する 

I 过 M 2 I スイッチの " UP " 側を押し続け※1、ムーンルーフをチルトアップ位 
置にする 

I 过 Ml 3 1スイッチから一度手を離し、再度 " UP " 側を押し続ける^1 

ムーンルーフびチルトアップの状態で] 0砂間停止し’ X 2 、微調節後] 
砂間停止します。チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 

I 封 Ml 4 I ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手を離す 
X ’1途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 

0秒間停止したあとにスイッチから手を離すと、それしツ降オート作動でを 
なくなります。その場合は、スイッチの " UP ”、 またはで LOSE " 側を押 
し続けてくださし、ムーンルーフびチルトアップし、]秒間停止します。そ 
の後、チルトダウンし、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフび完全 
に閉まったことを確認したら、スイッチから手を離してください。 

(上の操作を行ってち反転して開じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けてください。 

■ムーンルーフ 開警告 ブザー 

"パワー"スイッチび OFF でムーンルーフび開いていると、運転席ドアを開け 
たとをにブヴーび鳴り、メーター内のマルチインフォメーシヨンディスプレイ 
にメッセージび表示されます。 


ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 
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ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 


■ トヨタ販売店で設定可能な機能 

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能などの設定を変更でをます。 
(カスタマイズー覧一 P . 371) 


A 警告 


■ム ーンルーフを開けているとをは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ム ーンルーフを開閉ずるときは 

なのことを化ずお守りください。 

お守りいただかないと、骨折など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 

♦ムーン ルーフを 開閉や、チル ト ダウンす 
るとをは、乗員の手•腕•頭-首を挟ん 
だり巻を込んだりしないよラにミ主意して 
<ださい。 

♦お 子さまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻をこまれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦お テさまには、ワイヤレスリモコンを 
使ってムーンルーフの操作をさせないで 
ください。（一 P . 已 8) 

ムーンルーフに挟まれたり巻をこまれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 
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ドアガラス-ムーンルーフの開けち、閉めち 


A 警告 

■挟み &み防止機能 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、乗員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないよラにま意して<ださい。重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 



97 





1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


巧の手順で給油□を開けてください。 


■ 給油する前に 

ドアとドアガラスを閉め、"パワー"スイッチを OFF にしてくださ 
し、。 


■ 給油□の開けち 



オープナーを 上げて、給油口を 
開ける 



キャップをゆつ<りまわして開 
ける 



キャップを八ンガーにかける 
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1-6. 給油のしかた 


I 給油□のキャップを閉めるとさは 

キャップを "カ チッ"と音びずる 
までまねして閉める 

手を離すと、キャップびをち向にみし 
ちど0ます。 


口知識 

■燃料の種類 
無鉛レギユラーガソ1」ン 
■燃料タンク容量（参考値) 

已已し 
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-6. 給油のしかた 


A 警告 
■給油に ついて 

給ミ由するとをはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による火花で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっ<0開ける 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと、気温び高いとをなどに、給油□から燃料び噴を返すお 
それびあります。 

♦給 ミ由□に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化 した燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して火災を引を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあります。 

■給油 時のを意 

♦給 ミ由するときは給油□にノスレを確実に挿入してください。ノスレを浮かして 
継ぎ足し給ミ由を行ラと、オートストップび作動せず、燃料びこぼれる場合びあ 
ります。 

♦正常に 給ミ由できない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正品し U 外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと火災などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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1-6. 給油のしかた 


A 迂意 
■給油ず るとをは 

指定し U 外のガソ1」ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン' 軽ミ由-巧ミ由-アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エンジンの 始動性び悪くなる 
♦ノッキングび 発生する 
♦エンジン 出力びほ下する 
• 排気制御システムび正常に機能しない 
•燃料 系部品び損傷する 
♦塗装び 損傷する 
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1-7 .盗難防止システム 

イモビライザーシステム 


キーに 信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録された キー 政外で 
は八イブリツドシステムを始動できません。 

車両か5離れる場合は、車内にキーを残さないでください。 


"パワー"スイッチを OFF にす 
ると、システムの作動を知らせ 
るためにインジケーターが点滅 
します。 

登録されたキーを携帯し、"パ 
ワー"スイッチをアクセサリー 
モードまたは日 N モードにすると 
システムが解除され、インジケー 
ターが消打します。 



口知識 

■メンテナンスについて 


イモビライヴーシステムのメンテナンスは不要です。 


■機能が正常に作動しないおそれのある状況 

周囲の環境やを件により、イモビライヴーシステムび正常に作動せず八イブ 
リツドシステムを始動できないことびあります。（一 P . 已 2) 


A 迂意 

■イモ ビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあります。 
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-7. 盜難防止システム 

t —トアラーム 


侵入を検知した場合、音と光で警報しまず。 

■ オートアラームび作動するとを 

オー ト アラームを 設定ずると、次のよラな状況で オー ト アラームび 
作動しまず。 

• 施錠されたドアまたはトランクび、スマートエント U — &スター 
トシステム-ワイヤレス U モコン-メカニカルキーを使わずに解 
錠されたり、開け日れたとさ 

• ボンネットび開けられたとさ 

《 G-BOOK mX Pro サービスをご和用のお客様へは、才ートアラー 
ムび作動した場合メールや電話でお知日せずることびでさまず。 
詳しくは、別冊 r ナビゲーシヨンシステム取扱書/ G - Secu 「 ity 」 を 
ご覧ください。 

■ オートアラームを設定するには 


ドア-トランク-ボンネットを 
閉め、スマートエント U — &ス 
タートシステム-ワイヤレス U 
モコンを使って施錠しまず。30 
秒じ(上経過ずると、自動的に設 
定されます。 

オー トアラームび設定されるとイ 
ンジケーターは点なか5点滅にか 
ね0ます。 

■ オートアラームの設定を解除-作動を停止ずるには 

次のいずれかを行ってください。 

• ドアまたはトランクを解錠ずる。 

• "パワー"スイッチをアクセサ U —モードまたは ON モードにずる 
か、八イブ U ッドシステムを始動ずる。（数秒後に解除•停止しまず) 
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-7. 盗難防止システム 


口知識 

■メンテナンスについて 


オートアラームシステムのメンテナンスは不要です。 


■ ドアを施錠ずる前の確認 

オートアラームの思わめ作動、および盜難を防ぐため、なのことをおず確認し 
て < ださい。 

♦車内に人び乗っていないか 
• ドアガラスとムーンルーフ*び閉じているか 
参車内に貴重品などを放置していないか 

■才ートアラームの作動について 

なのよラな場合、オートアラームび作動することびあります。オートアラーム 
の設定を解除-作動を停止する操作を行って<ださい。 




♦車内に残った人び、ドア-トランク • 
ボンネッ h を開けたとを 


♦施錠後、補機バッテ1」一あびりなどで 
充電や交換をしたとを 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



















-7. 盗難防止システム 


■才ートアラーム作動によるドア□ック機能について 

♦オートアラームび作動したとをドアび解錠されていると車内への不正な侵 
入を防止するため自動的に施錠されます。 

♦オートアラームび作動したとさに車内でキーを閉じ込めないよラに、補機 
バッテ U —あびりなどで充電-交換する場合は車内にキーびないかを確認し 
て < ださい。 


A 汪意 

■オー トアラームを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
いおそれびあ0ます。 
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1-8. ま全にお使いいただくために 

正しい運おを勢 


巧のま件にあつた正しい姿勢で運區してください。 

〇まっすぐ座り、背をたれか日 
背を離さない（一 P . 67) 

0シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P . 67) 

曰各装置び操作しやずい背ちた 
れの角度にずる（一 P . 67) 
□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 82) 

曰へッドレストの中央び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 74) 

0 シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 77) 



A 警告 
■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背 もたれと背のあいだにクッションなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 
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A 警告 

■シ ートを調舊ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦シートの 下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 





1-8. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



〇運転席 SRS エアバッグ/助手席 SRS エアバッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和） 

曰 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の衝撃緩和を補助） 

SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

且 SRS フ□ントサイドエアバッグ 

(フ□ント席柔員の胸などへの衝撃を緩和） 

QSRS U ヤサイドエアバッグ* 

( U ヤ外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和） 

曰 SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤ外側席柔員の主に頭部への衝撃を緩巧） 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



















. 安全にお使いいただくために 


口知識 

■ SRS エアバッグび展開ずると 

• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 

♦作動音と共に白いガスび発生します。 

♦フロント席 ■ U ヤ席•フ□ントピラー- U ヤピラー-ルーフサイドレールの 
一部分などだけでな<エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ■エ 
アバッグカバー•インフレーター）も数分間熱くなることびあります。エア 
バッグそのちのち熱<なります。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

• G-BOOK mX Pro ヴービスの契約期間内は、 SRS エアバッグび作動する 
と自動的に緊急通報びヘルプネットセンターに送信されます。オペレーター 
からの呼びかけに応答びない場合は、緊急車両を手配します。詳し<は「ナ 
ビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 

G-BOOK mX Pro ヴービスをご契約のお客様のみ、ご利用できます。 

■ SRS エアバッグび作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km/h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
巧当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動やを形するちのに 
衝突した場合や、ちぐり込むよラな衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フ□ント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動ずるとさ 
( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約1 .5 t の車両び、約20〜30 km / h の速度で客室へ直角に衝突した 
場合の衝撃の強さに相当する値）上の場合に作動します。 

■衝突がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 



•縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かつたとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗りこえたとを 

•ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグが作動しないとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

フ□ント SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃-横転-または化までの前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減速を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 



♦側面からの衝突 
♦後ちからの衝突 
参横転 
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■ SRS エアバッグが作動しないとさ 
( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分し U がの側面に衝撃を受けたとをには、 
SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグび作動しない場合 
びあ0ます。 



• 客室部分しソがの側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、前ちや後ちか 
らの衝撃' 横転' またはな速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 



♦前ちからの衝突 
♦後ちからの衝突 
参横転 



































. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡が必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早くトヨタ販売店へご連絡ください。 
♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 





♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部を衝突した 
とを、または破損-変形などびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分を衝突したとを、ま 
たは破損-変おなどびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分.ダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近.インスト 
ルメントパネル下部び傷付いたり、ひび 
割れたり、その他の損傷を受けたとを 


♦ SRS サイドエアバッグび内蔵されているフ 
□ントシート. I 」アシートサイドガーニッ 
シュ表面び傷付いた0、ひび割れた D 、 そ 
の他の損傷を受けたとさ 

参 SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフ□ントピラー部- U ヤピ 
ラー部•ルーフサイド部び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 









































































. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦運転者と 柔員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。柔員び SRS エアバッグのふくらむ場抓こ近い場合は特にを険です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
テさまびルさくてシートベルトを使用でをないとさは、チャイルドシートで 
しっかり固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめします。（一 P .126) 

•シートの 縁に座ったり、ダッシュボード 
にちたれかかったりしない 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない 

♦運転者 および助手席乗員は、ひざの上に 
何ち持たない 
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1-8. ち全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 




麵 

k STN18AL014 




• ドアやフロントピラー-センターピラー- 
U ヤピラー-ルーフサイドレールへ寄り 
かからない 


♦助手席 や1」ヤが側シートでは、ドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔や手を 
出したりしない 


♦ダッ シュボード-八ンド V レのパッド部分- 
インストルメントパネル下部などには何 
ち取り付けたり、置いたりしない 


♦ドア- フ □ントガラス-ドアガラス ■フ 
□ントピラー および 1」ヤピラー-ルーフ 
サイドレール-アシストグ1」ップなどに 
は何ち取り付けない 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

♦コート フックにノ V ンガーなどの硬いものをかけないでください。 

SRS カーテンシールドエアバッグび作動したとさに巧げ出されて重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

•SRS ニーエアバッグびふくらむ場巧にビニールカバーび付いている場合は取 
り除いて < ださい。 

♦ SRS サイドエアバッグびふくらむ場所を覆うようなシートアクセヴ U -を使 
用しないでください。エアバッグび展開する際、アクセヴ U —び干渉するおそ 
れびあります。そのよ5なアクセヴ U —びエアバッグび正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグび誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

♦ SRS エアバッグび収納されているパッド部およびフロントピラーガー ニッ 
シュ部に傷び付いていたり、ひび割れびあるとをはそのまま使用せず、トヨタ 
販売店で交換して < ださい。 



11日 





. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造- 廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤って面くらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグの取りはずし-取り付け-分解-修理 

♦八ン ドル-インストルメントパネル-ダッシュボード•シート-シート表皮- 
U アシートサイドガーこッシュ-フ□ントピラー-センターピラー- U ヤピ 
ラー-ルーフサイドレール周辺の修理-取りはずし-改造 

♦フ □ントフエンダー-フ□ントバンパー-車両客室側面部の修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー-カンガルーバーなど）-除雪装置-ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

♦ CD プレーヤー-無線機などの電化製品の取り付け 
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1-8. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とびでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

♦車の仕様やおモさまの年齢、体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専巧シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は200日年10月1曰施行の保安基準に適合した ISOFIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


I "子供専用シ-卜の適合性~覧表について 

■質量グループについて 

ECE R44 X’の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
LU 下の日種類に分類されまず。 

グループ0: 10 kg まで 
グループ0+: 13 kg まで 
グループI :日〜1 8 kg 
グループロ：1已〜2已 kg 
グループの： 22〜 36 kg 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用 シー トに関する国際'法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとちなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


べビーシート 



ECER 44 基準のグループ0、0+ 
に相当 
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. 安全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許可されたミ凡用（ユニバーサル）カテコ ' U —の前向を 
の子供専用シートに適しています。 

X :子供専用シートを取り付けることはでをません。 

《：子供専用シートを取0付ける隙は、背わたれの角度を最前段位置にして<ださい。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また 
は販売業者にご相談 < ださい。 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 (10 k 目まで） 

X 

U 

U 

0十 （13 k 目まで） 

X 

U 

U 

I (目〜 18 k 邑） 

前向を UF 《 

U 

U 

後ろ向を X 

U 

U 

n ( 1 己〜 2 己 k 邑） 

UF ^- 

U 

U 

皿 (22-36 kg ) 

UF * 

U 

U 


運転する前に 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別テ供専用シートの適含性一覧表 （ISOFIX 対応トツプテザーアンカーでの取り巧け) 


質量グループ 

サイズ 

固定具 

車両 IS 0 FIX 位置 

等級 

U ヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

に日 / L 2 

X 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 


E 

IS 0/ R 1 

1 L 

0+ (13 k 巨まで） 

D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0/ R 3 

X 


D 

IS 0/ R 2 

X 


C 

IS 0/ R 3 

X 

I (目〜 18 k 邑） 

臣 

IS 0/ F 2 

IUF 


臣 1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 


A 

に日 / F 吕 

IUF 

n (1 己〜 2 己 k 呂） 


(1) 

X 

皿 (22-36 kg ) 


(1) 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1): サイズ等級表示 ( A から G ) のない子供専用シートの各シート位置でのに日 FIX 対応 
子供専用シート固定機構の取0扱いについては、子供専用シート製造業者または 
販売業者にご相談 < ださい。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された沉用（ユニバーサル）カテコ ' U —のに日 FIX 
対応の前向を子供専用シートに適しています。 

IL : に日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準況用」 
カテコ ' U —の子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはできません。 
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. 安全にお使いいただくために 


■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている旧 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それし U 外のち 
のを使用することはでをません。 

■モ巧専用シートの還択、使巧について 

♦お子さまに最適なテ供専用シートについては、子供専用シート製造業者、ま 
たは販売業者にご相談 < ださい。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用できるようになるまでは、お 
テさまに合った子供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大をく、テ供専用シートび不必要なお子さまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使用してください。 

■シートベルトで取り付けるタイプの子巧専用シートの選択について 

「シート位置別モ供専巧シート適合性一覧表」（一 P . 1 19) を参照し、テ供専用 
シートを取0付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

旧0円 X 子供専用シート 

カテ jij 一 

0 (10 k 目まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準況用 

0+ (13 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 日 G-Child 
ISO BABY 

準況用 


[旧 0 FIX 子供専用シートのリスト 


運転する前に 


哉 

ミ日 

知 

曰 
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1-8. 安全にお使いいただくために 


■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用シートの選択について 

「シート位置別モ供専用シートの適合性一覧表」（一 P .120) を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

Isild 1 1 1お子様の体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例1 ) :体重び1 2 k 邑の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 

\ sm \ 2 1サイズ等級を選択する 

Hi [でで確認した「質量グルースから該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例1 ) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級は忙」 ' の」' 「 E 」 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」' 旧1」 ' 
に」•の」び該当します。 

&ただし、 該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは選択でをません。また、 riu と記載され 
ている場合は、「旧〇円 X 子供専用シートのリスト」 UP . 121) で指定 
されている製品を使用してください。 



モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する。 

ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。 

^表ぉされてぃる位置-記号などは、商品によ 
0異な0ます。 


122 

























. 安全にお使いいただくために 


nisoFix 巧広テ供専用シートであること 
を:0^す表 W 

サイズ等級び示されています。（表示さ 
れる文字は、製品により異なります） 

HH ] で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 

曰況用（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であるこ 
とをあらわし、併せて、巧象となるお子 
さまの体重の範囲び記載されています。 


□ トップ テヴー (^ P . 126) を示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 


■ 旧0円 X 対応テ巧専用シートの種類（サイズ等級別) 


A-IS0/F3 

全高前向を幼児用チャイルドシート 

B-IS0/F2 

低型前向を幼児用チャイルドシート 

B1-IS0/F2X 

低型前向を幼児用チャイルドシート 
(B-IS0/F2 と別形状のもの） 

C-IS0/R3 

大型後向を幼児用チャイルドシート 

D-IS0/R2 

ル型後向を幼児用チャイルドシート 

E-IS0/R1 

後向を爭 L お用チャイルドシート 

F-IS0/L1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G-IS 日/に 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 



UNIVERSAL 9 -18 kg 



〇4*本木* 


STN18AL022 
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. 安全にお使いいただくために 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとさ 

やむを得ず助手席にテ供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


マニュアルシート装着車 



パワーシート装着ま 


♦背ちたれを直立状態にする 


♦シートをいちばんラしろに下げる 


参シートベルトの高さをいちばん化い位置 
まで下げる 



参背ちたれを直立状態にする 


♦シートをいちばんラしろに下げる 

♦シートベルトの高さをいちばん化い位置 
まで下げる 


■キヤリコツトについて 


キヤ1」コツトは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート裂造業者または販売業者にお尋ね<ださい。 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■モ巧 専用シートを使用しない場合 

♦モ 供専巧シートを使用しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦テ 供専用シートの取りはずしが必要な場含は、車両からはずして保管するか、 
トランク内に容易に動かないよラに収納してください。 



12已 





1-8. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを柔せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはリヤシートに取り付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。 





シートベルトによる取り付け 
(一 P .127) 


ISOFIX 巧応チャイルドシート 
固定専用バー（一 P .127) 

U ヤ外側シートに装備されていま 
す。（固定専用バーび装備されてい 
ることを示すボタンびシートに付 
いています。） 


トップテヴーアンカー 
(一 P ' 1 27) 

テヴーべルトを固定するとさに使 
います。 

トップテヴーアンカーは U ヤシー 
卜のそれぞれの座席に装備されて 
います。 


12巨 

















トベルトで固定ずる 



チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる。 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチャイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 

チャイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用して固定ずる。 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ッキングク U ツプ品番： 
731 19 - 22010 ) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 



旧 0 FIX 対応チャイルドシート固定専用パ‘ 一& トップテザーアンカーで固定する 



へッドレストをはずず（一 P . 74) 
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手順 


. 安全にお使いいただくために 



















1-8. 安全にお使いいただくために 







^ Y 

ーテヴー ベルト/ 

、 STN18AL033 



固定専用ノ（一の位置を確認ずる 
固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 


チャイルドシートをシートに取り 
付ける 

チャイルドシートの取0付け金具を 
チャイルドシート固定専用バーに取 
0付けます。 

取り付け方法は、それぞれの商品に付 
属の取扱説明書に従ってください。 

フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 

テヴーベルトをピンと張0、フックび 
しっかり固定されていることを巧認 
します。 


取り付けたチヤイルドシートを軽 
<ゆさぶり、固定されていること 
を確認ずる 
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. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的におテさまを保護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。お子さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフ□ントガラスや乗員、車内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チ ャイルドシートに座らせている場合でも、ドア.シート'フロントピラー- 
U ヤピラー' ルーフサイドレール付近におテさまの頭や体のどの部分もちたれ 
かけさせないよラにしてください。 SRS エアバッグびふくらんだ場合、大変 
危険であり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。おずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みの 
上、確実に取り付け、使用方法をお守り <ださい。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チャイルド シートを取り付けるとさは 

♦お 子さまをシートベルトであそばせないでください。万一べルトび首に卷をつ 
いた場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ0ます。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シー トベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
てください。 

♦チャイルド シートを左もに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チャイルドシートを 固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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. ち全にお使いいただくために 


A 警告 


■チャイルド シートを取り付けるときは 



♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 



♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー 
卜を5しろ向をに取り付けないでください。 


うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せて参照 
してください。 




























. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートを取り付けるときは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取0付ける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりのま度と 
力で&くらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよラ 
にしてください。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 

■チャイルド シートを使用しないときは 

♦車両に チャイルドシートを搭載するとをは、適切なち法で確実にシートに取り 
付けてください（一 P . 127)。チャイルドシートを使用しない場合でも、シー 
卜にしっかり固定されていない状態で、客室内に置くことは避けてください。 

♦チャイルドシートの 取りはずしび必要な場合は、車両から降ろして保管する 
か、トランク内に収納し、しっかりと固定しておいてください。 
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. ち全にお使いいただくために 



運巧するとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 134 

パワー（イグニッション） 

スイッチ . 144 

EV ドライブモード . 149 

トランスミッション . 1已2 

方向指示レバー . 1已8 

パーキングブレーキ . 1已9 

ホーン（警音器） . 160 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 161 

表示灯/警告灯 . 164 

マルチインフォーシ ョン 
ディスプレイ . 168 

2-3. ライトのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 172 

フォグライトスイッチ . 17已 

ワイパー&ウォッシャー ..... 179 
へツドライトクリーナー ...... 184 


2-4. その他の走行装置の使い方 


クルーズコント□ール . 18 已 

レーダークルーズ 

コント□ール . 189 

LKA (レーンキーピング 

ァシスト) . 202 

運転を補助する装置 . 208 

ヒルスタートアシスト 

コント□ール . 212 

プリクラッシュセーフテイ 

システム . 214 

後方プリクラッシュ 
セーフテイシステム . 221 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むと舌のを意 ......... 224 

寒;令時の運転 . 226 
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2-1 .運転のしかた 

運起にあたって 


安を運転をむびけて、巧の手順で走行してください。 

■八イブリッドシステムを始動する 

一 P ' 144 

■発進ずる 

mim ブレーキペダルを踏んだまま、シフトポジションを D にずる 
(一 P ' 1已 2) 

シフトポジション表示なび D であることをメーターで確認する。 

(一 P ' 152) 

周画 m パーキングブレーキを解除ずる(一 P . ]已日） 

国 HJ ] ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 

■停車ずる 

fsiim シフトポジションは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
周 画の 必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、 P ポジションスイッチを巧してシフトポジショ 
ンを P にします。 （^ P . 153) 

■ 駐車ずる 

fliMTI シフトポジションは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
周画间 パーキングブレーキをかける(一 P . ]已日） 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め*を使用してくださ 
い。 

&輪止めはトヨタ販売店で購入することびでさます。 

[ nanP ポジションスイッチを巧して、シフトポジションを P にず 
るレ P . 1已 3) 

シフトポジション表示なび P であることをメーターで確認する。 

(^ P . 1已 2) 

国！!互"パワー"スイッチを巧して八イブ U ッドシステムを停止ずる 
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2-1 .運転のしかた 


固画互ブレーキペダルか日ゆっくり足を離した状態にして"パワー" 
スイッチのインジケーターび消灯していることを確認ずる 
国!！互電モキーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 


上り坂の発進のしかた _ 

I お M 1 1ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトポジションを D にずる 

シフトポジション表示なび D であることをメーターで巧認ずる 
leilill 21 アクセルペダルをゆっくり踏む 

周爾可 車び動さ出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発 
進する 

P 知識 

■燃費を良くずる走りち 

八イブ U ッド車ち急加速を控えるなど、通常のガソ U ン車と同様のむびけび必 
要です。 P . 42の「八イブ U ッド車運転のアドバイス」を参照してください。 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くな D 、 またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む運転者標識や高齢運転者標識などを樹脂バンノ f 一やアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


■環境に配慮した運転 


環境に配慮した運転をしているとを、エコ 
ドライブインジケーターランプび点なしま 
す。 

必要し U 上にアクセルペダルを踏んだとをや 
停車中は消なします。 

なの場合、エコドライブインジケーターラ 
ンプは作動しません。 

•シフトポジシヨンび D しツがのとを 

♦走行モードび EV ドライブモードのとを 
(一 P ' 149) 

•ままび約100 km / h しツ上のとを 

■トヨタ販売店またはマルチインフォメーシヨンスイッチで設定可能な機首目 

エコドライブインジケーターランプの ON / OFF を変更でをます。 
(カスタマイズー覧 一 P . 371) 



A 警告 

■発進ず るときは 

車び動を出すことによる事故を防ぐため、 READY インジケーターび点なして 
いる状態で停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでください。ク U — 
プ現象で車び動を出すのを防ぎます。 

■運転ず るときは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置をお握しな 
し、状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとをは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキペダルはち足で操作して<ださい。左足でのフレーキ操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦八 イブ U ッド車は電気モーターでの走行時にエンジン音びしないため、周囲の 
人び車両の発進や接近に気び付かない場合びあります。車両接近通報装置を 
ON にしても、周囲の騒音などび大をい場合は、車両の接近に気び付かない場 
合びありますので、十分ま意して運転して<ださい。 

特に車両接近通報装置を OFF にしている場合は、十分ミ主意して運転して<だ 
さい。 

♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないで<ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近 < にあると火災につなびるおそれ 
びありを険です。 

♦前進 側のシフトポジションにいれたまま惰性で後退したり、 R にいれたまま惰 
性で前進することは絶巧にやめてください。 

思わめ事故や故障につなびるおそれびあ0ます。 

♦車内で 排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認して<ださい。多量の排気ガスび旧気を招を事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ま 
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトポジションを P にしないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあ0ます。 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトポジションを R にしないでください。 
トランス5ッションにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトポジションを D にしないでください。 
トランス5ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコントロールびでをなくな 
るおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦走行 中にシフトポジションを N にすると、八イブ U ッドシステムの動力伝達び 
解除され、エンジンブレーキび効かな<なります。 

♦通常 走行時は、走行中に八イブ U ッドシステムを停止しないでください。走行 
中に八イブ U ッドシステムを停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能で 
すび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困 
難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路協に停車してください。 
なお、通常のち法で車両を停止することびでさないよラな緊急時は、 P . 3己2 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、ブレーキびオーノ（ー ヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 1已 2) 

♦走行 中は八ンドル■シート-ドア5ラ— r ンナ ー= ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

• すべての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ すべりやすい路面を運転ずるとさは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦急激な エンジンブレーキやエンジン回転数の変化は、車び横すべりするなどし 
て、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦水たまり 走行後はフレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故につ 
なびるおそれびあ D 危険です。 
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A 警告 

■シフ トレバーを操作ずるとをは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。シフ 
トポジションび P または N しツがにあると、車び急発進し、思わめ事故につな 
びるおそれびありを険です。 

シフトレバーの操作後は、メーター内のシフトポジション表示灯で現在のシフ 
トポジションを必ず確認してください。 

■継続のに ブレーキ付おか6警告音（キーキー音）び発生したときは 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ 
し、。必要なとさにパッドの交換び行われないと、ローターの損傷につなびる場 
合びあります。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていさます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、思 
わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るとさは 

♦不必要に アクセルペダルを踏み込まないでください。 

シフトポジションび P または N しツがにあると、車び急発進して思わめ事故に 
つなびるおそれびありを険です。 

♦長時間 READY インジケーターび点なしたままにしないでください。 

どラしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入って 
こないことを確認してください。 

♦車び 動き出すことによる事故を防ぐため、 READY インジケーターび点なして 
し、るときは常にブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをか 
けてください。 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけて<ださい。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 
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A 警告 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ-ライター-スプレーち-炭酸飲料のちなどを車内に放置 
しないで < ださい。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

-ライターやスプレー宙からガスびちれたり、出火する 
-プラスチックレンズ•プラスチック素材のメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内を巧したり、電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとさにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびありを険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストル 
メントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<ださ 
い。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトポジションを P 
にして八イブ U ッドシステムを停止し、施錠してください。 

八イブ U ッド車は走行でをる状態 （READY インジケーターび点なしている 
状態）になっていても、音や振動びない場合びあります。 

♦ READY インジケーターび点なしているとを、または八イブ U ッドシステム停 
止直後は、排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれびあります。 
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A 警告 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、 READY インジケーターび点なしたままにし 
ないでください。まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入 D、 重大 
な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （C0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦換気び 悪い場所では八イブ U ッドシステムを停止してください。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ざ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるとをは 

必ず"パワー"スイッチを OFF にしてください。 

READY インジケーターび点なした状態のまま仮眠すると、無意識にシフトレ 
バーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだりして、事故や八イブ U ッド 
システムの異常過熱による火災び発生するおそれびあります。さらに、風通し 
の悪い場所に停めると、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブレーキび めれているとさは、普段よりちま意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
なし'!おそれちあります。 

♦万ー システムの停止などによ D フレーキ倍力装置び機能しないとをは、他の車 
に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりも強く踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 
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警告 

♦ブレーキ システムは2つの独立したシステムで構成されており、1つの油圧シ 
ステムび故障してち、残りは作動します。この場合、フレーキペダルを通常よ 
り強く踏む必要びあり、制動距離び長くなります。この状態で走行しないでく 
ださい。走行中、ブレーキ警告灯馈色）び点灯したときは、ただちにま全な 
場所に停まし、トヨタ販売店へご連絡<ださい。 


A 迂意 
■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとフレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びありま 
す。 

♦坂道で 停まするために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだりしないでください。 

■駐車ず るときは 

必ずパーキングブレーキをしっかりとかけて、シフトポジションを P にしてく 
ださい。 P にしておかないと、車び動を出したり、誤ってアクセルペダルを踏 
み込んだとさに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまねし 
た状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 

■走 巧中にタイヤがパンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 音や振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合の対処法は P. 336をご覧ください。 
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A 迂意 

■冠 水路走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を受けるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンスト する 

♦電装 品びショートする 

•水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店で;欠の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン. 八イフ U ッド用トランスアクスルなどのオイルやフルードの量およ 
び質の変化 

•各 ベア U ング-各ジョイント部などの涵滑不良 

冠水により P ポジション制御関連部品び損傷すると、パーキングロックび解除 
でをなくなる可能性びあ D ます。 

■ P ポジションか 6 切 0 かわ S ない時 

補機バッテ U —あびりの可能性びあ D ます。補機バッテ U —を確認してくださ 
し、。（一口，3已 0) 
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パワー（イグニッシヨン）スイッチ 



"パワー"スイッチを押す 
READY インジケーターが点灯す 
れば、八イブリッドシステムは正 
常に始動しています。 

完全に八イブリッドシステムび始 
動するまでブレーキペダルを踏み 
続けてください。 

" J の一 "スイッチのどのモードか 
らでち八イブリツドシステムを始 
動でさます。 


電子キーを携帯して次の操作を巧ラことで、八イブリッドシステムの 
始動または"パワ ー" スイッチのモードを切りかえることがでさまず。 

■八イブリッドシステムの始動方法 

[|1画でパーキングブレーキがかかっていることを確認する 
I ミ漏1 2 I ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターが緑色に点灯します。 

緑色に点丹していないと、八イブリッドシステムは始動しません。 

シフトポジションが N と表示されている時は、八イブリッドシステムを 
始動でをません。おず P にしてから始動してください。 （^ P . 1已 3) 


国画互 READY インジケーターが点灯したことを確認ずる 

READY インジケーターび消なしている状態では走行でをません 
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■八イブリッドシステムの停止ち法 

固圆[で車両を完全に停止させる 
周画の パーキングブレーキをかける(一 P . 1已日） 

I ミ 111131 P ポジションスイッチを巧して、シフトポジションを P にず 
る（一 P . 1已 3) 

シフトポジション表示なび P であることをメータで巧認する。 

(^ P . 152) 

国画互"パワー"スイッチを巧ず 

周画!可 ブレーキペダルか日ゆっくり足を離した状態にして"パワー" 
スイッチのインジケーターび消なしていることを確認ずる 

■"パワー"スイッチ切りかえ 

ブレーキペダルを踏まずに"パワー"スイッチを巧ずと、モードを切 
りかえることびでさまず。（スイッチを巧ずごとにモードび切りかわ 
りまず。） 

□OFF 

非常点滅なび使用でさます。 

0アクセサ U —モード 

オーディオなどの電装品び使用で 
さます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 

bon モード 

すべての電装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび程 
色に点なします。 
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口知識 

■自動電源 OFF 機首目 

シフトポジションび P にあるとを、20分し iLh アクセヴ U- モードか1時間し 
上 ON モード（八イブ U ッドシステムび始動していない状態）にしたままにし 
ておくと、"パワー"スイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッテ U- あびりを完全に防ぐものではあ 
りません。八イブ U ッドシステムび始動していないとをは、"パワー"スイッチ 
をアクセヴ U —モードまたは ON モードにしたまま長時間放置しないでくださ 
い。 

■高電圧リレーの音について 

八イフ1」ッドシステム始動時および停止時に、車両後ちから"コトン"、"カチッ" 
などの音び聞こえることびあります。これは高電圧 U レーの音で、異常ではあ 
りません。 


■電モキーの電池の消耗について 

一 P . 已已 

■が気温が抵いときは 

八イブ U ツドシステム始動時に READY インジケーターの点滅時間び長くなる 
ことびあります。 READY インジケーターび点なすれば走行可能になりますの 
で点巧するまでそのままお待ちください。 

■スマートエントリ ー& スタートシステムび正常に働かないおそれのある状況 

一 P ' 已2 

■ご留意いたださたいこと 

一 P' 已 3 

■ A イブリツドシステムび始動しないときは 

イモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。（一 P .102) 

■ ソくワ ー" スイツチ上のインジケーターび桓色に点滅したときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 


14巨 
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■万一、 READY インジケーターが点なしないときは 

正しい手順で始動操作を行っても READY インジケーターび点なしない場合は、 
ただちにトヨタ販売店へご連絡ください。 

■ イブリッドシステムに異常があるとさは 

一 P' 319 

■電モキーの電池が切れたとさは 

一 P. 298 

■ソ':ワ ー" スイッチの操作について 

♦"パワー"スイッチを操作する際は、短く確実に押してください。確実に押 
せてない場合は、モードの切りかえや八イブ U ッドシステムの始動びでさな 
い場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

♦"パワー"スイッチ OFF 後、すぐに再始動した場合は、八イブ U ッドシステ 
ムび始動しない場合びあります。"パワー’’スイッチ OFF 後の再始動は、数 
秒待ってから操作してください。 

■自動 P ポジション切りかえ機能について 

♦シフトポジション P し U がの状態で、車両を完全に停止させ"パワー"スイッ 
チを押すと、自動的にシフトポジションび P に切りかねり、"パワー"ス 
イッチび OFF になります。 

♦ P ポジションしツかから"パワー"スイッチを OFF するときは、ブレーキぺダ 
ルをしっかり踏み、シフトポジション*び P に切りかわったことを確認して 
から、ゆっくりフレーキペダルを離してください。 

* シフトポジション表示なは、メーター表示び消えた後ち数秒間表示されま 
す。 

♦ P ポジション制御システムび故障すると、"パワー"スイッチを OFF にでき 
なくなることびあります。その場合は、パーキングブレーキをかけると、ス 
イッチを OFF にすることびでをます。 

システムび故障した場合は、すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて<ださ 
し、。 
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A 警告 

■ /Vイブリッドシステムを始動ずるとをは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

■緊急 時の/\イブリッドシステム停止ち法 

走行中に八イブ U ッドシステムを緊急停止したい場合には、3砂な上"パワー" 
スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時し U かは走行中に"パワー"スイッチにふれないでください。走 
行中に八イブ U ッドシステムを停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能で 
すび、操作力補助びな<なります。その場合は八ンドルとフレーキの操作び困 
難になるため、ま全を確認した上で、すみやかに道路協に停車して<ださい。 


A 汪意 

■ 補機バッテリーあびりを防止ずるために 

♦八 イブ U ッドシステム停止中は、"パワー"スイッチをアクセヴ U- モードま 
たは ON モードにしたまま長時間放置しないでください。 

♦八 イブ U ッドシステム停止中に、"パワー"スイッチのインジケーターび消な 
していない場合、"パワー"スイッチび OFF になつていません。"パワー"ス 
イッチを OFF にしてから車両を離れてください。 

■ イブリッドシステムを始動ずるとき 

ちし八イブ U ッドシステムび始動しにくかったりする場合は、ただちに八イブ 
U ッドシステムの点検を受けてください。 

■ソ 巧一"スイッチの操作について 

"パワー’’スイッチ操作時に引っかかりなどの違和感びあるとをは、故障のおそ 
れびあります。すみやかにトヨタ販売店にご連絡ください。 
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EV ドライブモード 


EV ドライブモードは、駆動用電池を使い電気モーターを駆動して走 
巧ずるモードでず。早朝、深夜の住宅街や屋内の駐車場などで、騒音 
や排気ガスを気にずることなく走巧ずることびできまず。 

通常は車両接近巧報装置が ON になっているため、静かに走行したい 
場合は OFF にしてください。（一 P . 吕已） 


EV ドライブモードの ON’OFF 
を切りかえる 

EV ドライブモードになると、 EV 
ドライブモード表示なび点なしま 
す。 

ちラー度スイッチを巧すと通常走 
行（ガソ U ンエンジンと電気モー 
ターによる走行）にもどります。 


口知識 

■ EV ドライブモードの切りかえについて 

なのとをは EV ドライブモードに切りかわらない場合びあります。 EV ドライブ 
モードに切りかわらないとをはブヴーび鳴り、マルチインフォメーションディ 
スプレイにメッセージび表示されます。 

♦八イブ U ッドシステムび高温のとを 
炎天下に駐車したあとや登降坂、高ま走行後など 

♦八イブ U ッドシステムび低温のとを 
約0でを下まわるよ5な低温下に長時間駐車したあとなど 

♦ガソ U ンエンジンび暖機運転中のとを 
♦駆動巧電池の充電量び化いとを 

目まとして、エネルギーモニターの残量表示で3レベル！;(下（一 P. 34) 




♦車速が40 km/h 政上のとき 

♦アクセルペダルを大を<踏み込んだとさ和坂道など 


149 




























2-1 .運転のしかた 


♦フロントデフ□スターを使巧しているとき 

■ガソリンエンジンび冷えているとをの EV ドライブモードの切りかえについて 

ガソ1」ンエンジンび;令えているとさに八イブ U ッドシステムを始動した場合、 
しばらくすると暖機運転のためガソ U ンエンジンび自動的に始動し、 EV ドライ 
ブモードに切りかえることびでさな<なります。 

八イブ U ッドシステム始動操作後、 READY インジケーターび点なしたら、ガ 
ソ U ンエンジンび始動する前に EV ドライブモードスイッチを押してください。 

■ EV ドライブモードの自動解除について 

EV ドライブモードで走行中、なのとをは自動的に通常走行（ガソ U ンエンジン 
と電気モーターによる走行）になることびあります。 EV ドライブモードび解除 
されるとさは、ブヴーび鳴り、 EV ドライブモード表示灯び点滅したあと、消な 
します。 


下記を件を満たした時、自動的に解除されることびあります。 

♦駆動巧電池の充電量び化下したとを 
目まとして エネルギーモニターの 残量表示で2 レベルし i (下 （一 P. 34) 

♦アクセルペダルを大をく踏み込んだとをや坂道など 
参車速び40 km/h をこえたとき 

ガソ U ンエンジンのを却水温び化いとさは、30 km/h をこえた時。 

■ EV ドライブモードの走行可能距離 

EV ドライブモードの走行可能距離は、車速約40 km/h け下で、数百 m 程度 
です。（走行距離は、駆動用電池の充電量や走行状態によって異なります） 

■燃費について 

SAI は、通常走行（ガソ U ンエンジンと電気モーターによる走行）において、最 
も燃費びよくなるよラに制御されています。 EV ドライブモードを多用すると、 
燃費び悪くなることびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ EV ドライブモードについて 

EV ドライブモードではエンジン音びしないため、周囲の人び車両の発進や接近 
に気び付かない場合びあります。車両接近通報装置を ON にしてち、周囲の騒 
音などび大をい場合は、車両の接近に気び付かない場合びありますので、十分 
注意して運転してください。 

特に車両接近通報装置を OFF にしている場合は、十分ミ主意して運転して<ださ 
い。 


運転するときに 


1已1 





状況に応じてシフトポジションを還択してください。 


■シフトレバーの動かしち 


n シフトレバー 

シフトレバーは、ゆっく0確実に 
操作してください。 

A D または R ポジションへ 
^切りかえるとさは、ゲー 
卜にそってそのまま操作 
しまず。 

N ポジションへ切りかえ 
るときは、ちにスライド 
させ、しば日く保持ずる 
と、 N に切りかわりまず。 

n 日ポジションへ切りかえ 
i ) るとさは、シフトポジ 
ションび D のとさのみ、 
切0かえび可能でず。 

• シフト レバーを 操作した 
あとは、常にこの位置に 
ちどりまず。 

P か5 D • R へ、または D か5 R、 お 
よび R から D へ切りかえるとをは、 
ブレーキペダルを踏み、車び完全に停 
止している状態で行ってください。 

曰シフトポジション表示灯 

シフトポジションの逞択時には、 
メータ内のシフトポジション表示 
なび切0かわったことを必ず確認 


して < ださい。 

D, B ポジションじ(外のときは、シ 
フトポジション表示なの B ち向へ 
の矢印と B ポジション表示び消な 
します。 


2-1 .運転のしかた 

トランスミッション 



巧2 




























































2-1 .運転のしかた 


■シフトポジシヨンの使用目的 


車を完全に停止させ、ブレーキ 
ペダルを踏みなび日、 P ポジ 
ションスイッチを巧ず 

シフトポジションを P にすると、 
スイッチの作動表示なび点なしま 
す。 

シフトポジシヨン表示なの P び点 
なしていることを確認してくださ 
し、。 


燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用してください。 

P ポジションスイッチ 

P ポジションスイッチを使用して P ポジションへ切りかえること 
びでさまず。 


P から他のシフトポジシヨンに切りかえるとさは 

. ブレーキペダルをしっかり踏みなびら、シフトレバーを操作しま 
す。 

ブレーキペダルを踏まずにシフトレバーを操作ずると、ブヴーび 
鳴り、シフトポジシヨンの切りかえびでさません。 

- P から直接、シフトポジションを巨に切りかえることはできま 
せん。 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車または八イフ U ッドシステム始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行’X 

臣 

坂道や急な下り坂など、強いエンジンブレーキび必要 
なとを 
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2-1 .運転のしかた 


■エコドライブモードの選択 

通常に< b ベてアクセルペダルの踏み込みに巧ずるトルクの発生 
びゆるやかになり、またエアコン（暖房/;令房）の作動を抑え、燃 
費を向上させる走行に適していまず。 

スイッチを巧して、エコドライ 
ブモードの ON • OFF を切りか 
无る 

スイッチを巧すと、メーター内の 
•'ECO MODE" 表示なび点なしま 
す。 

通常走行モードにわどすとさは再 
度スイッチを巧します。 



口知識 

■シフトポジションについて 

♦"パワー"スイッチが日 FF のときはシフトポジションの切りかえはできませ 
ん。 


♦ "パワ ー" スイツチが日 N モードで、 READY インジケーターが消なしている 
とさは、 N にのみ切りかえが巧能です。シフトレバーを操作して D または R 
の位置で保持したとさち N に切りかわります。 

♦ READY インジケーターが点口中は、 P ポジションから、 D-N-R を選択で 
さます。 

♦ READY インジケーターが点滅中は、シフトレノ く一を操作してち、 P ポジショ 
ン外には切りかわりません。 

♦ D ポジション政外から直接、目ポジションに切りかえることはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


また、下記に示す操作をするとブヴーび鳴り、シフトポジションの切りかえび 
無効になるとをや、自動的に N ポジションに切りかわる場合びあります。その 
場合は適切なシフトポジションに切りかえてください。 

♦シフトポジションの切りかえを無効にするとを 

-シフトポジション P からブレーキペダルを踏まずにシフトレバーを操作し 
たとを 

-シフトポジション P または N から、目ポジションを選択したとを 
♦自動的にシフトポジションび N に切りかねるとを 
-走行中に、 P ポジションスイッチを押したとを*1 

-車両び前進しているとをに、シフトレバーを操作して R ポジションを選択 
しよラとしたとを2 

-車両び後退しているとをに、シフトレバーを操作して D ポジションを選択 
しよラとしたとを3 

-シフトレバーを操作して、シフトポジションを R から B へ切りかえよラ 
としたとを 

’ XI 極化速走行陆ま、 P ポジションに切りかわることびあります。（一 P . 1已日) 
’X 2低速走行時は、 R ポジションに切りかわることびあります。 

’X 3低速走行時は、 D ポジションに切りかわることびあります。 

■リバース警告ブザー 

シフトポジションを R にするとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせ 
ます。 

■エンジンブレーキについて 

シフトポジションび目のとを、アクセルペダルから足を離すと、エンジンブ 
レーキびかかります。 

-高速走行時は、通常の車にくらべてエンジンブレーキによる減速感び小さく 
なります。 

• B ポジションでも加速することびでをます。 

通常走行時に B ポジションにて走行し続けると、燃費の悪化につなびります。 
通常走行時は、 D ポジションで走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


■エコドライブモードのエアコン作動について 

エコドライブモードは暖房/;令房の作動や風量を抑制して、燃費向上を図って 
います。 

空調の効きをより良くしたい時は、風量の調整、又はエコドライブモードの解 
除をして < ださい。 

詳しくは別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書/エアコン」をご覧ください。 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキカ 
の急激な変化び、横すベ0やスピンの原因となりますのでま意して<ださい。 

■シフ トレバーについて 

シフトレバーにものをぶら下げないでください。 

シフトレバーび定位置にちどらなくな D、 走行中に思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

■ P ポジションスイッチについて 

車び動いているとをは、 P ポジションスイッチにふれないで<ださい。 

停車直前など、極低速走行中に P ポジションスイッチを押すと、シフトポジショ 
ンび P に切りかわることびあるため、車び急停止して思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A 迂意 

■駆動 用電池の巧電について 

シフトポジションび N では、ガソ U ンエンジンび回転していても駆動用電池は 
充電されないため、 N で長時間放置すると駆動用電池の残量び化下し、走行不 
能になるおそれびあ D ます。 

■P ポジション制御システムの異常がちえ S れるとさ 

なのよラな状態になったとさは、 P ポジション制御システムの異常び考えられ 
ます。ま全で平坦な場所に停車し、パーキングブレーキをかけて、トヨタ販売 
店にご連絡ください。 

♦マルチ インフオメーションディスプレイに P ポジション制御システムの異常 
警告メッセージび表示されたとを（一 P. 320) 

♦ P ポジションスイッチの作動表示なび点滅したとを 
• シフトポジション表示打の文字 （P や R など）び点滅したとを 
参 シフトポジション表示好び点好しないとを 

■ P ポジションか S 切0かわ5ない時 

補機バッテ U —あびりの可能性びあります。補機バッテ U —を確認してくださ 
し'!。（一 P. 3已 0) 

■シフト レ/ と P ポジションスイッチ操作について 

シフトレバーと P ポジションスイッチの連続操作を繰り返し行わないでくださ 
し、。システムな護のため一時的に P ポジションから切りかえることびでをなく 
なります。この場合は、1已砂ぐらい待ってから操作してください。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 


レ/ (一操作により、；欠のように運転者の意思を表示ずることができま 


ず。 



n 左折 
且ち折 

0左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、左側方向指示 
なび点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レバーを離すまで、ち側ち向指示 
なび点滅します。 


口知識 
■作動を件 

"バワー’’スイッチび ON モードのとを 
■ 表示なの点滅が異常にをくなったときは 

方向指示なの電球び切れていないか確認して < ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 


パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなびら、左足でパーキングぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込む 
(再度踏み込むと解除される） 


口知識 

■パーキングブレーキホ解除警告ブザー 

パーキングブレーキをかけたまま、車まび已 km/h を超えたとき、警告ブヴー 
び鳴0ます。（一 P. 323) 

■を季のパーキングブレーキの使用について 

「寒;令時の運転」（一 P. 22日）の記載を参照してください。 


A 迂意 
■走行 前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除して<ださい。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



口知識 

■ A ンドル位置を調整した後は（ドライビングポジションメモリー非装着車) 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P. 82) 
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"パワ ー" スイッチを ON モードにずるとメーターび点けしまず。 

n 八イブ U ッドシステムインジケーター 

八イブリッドシステムインジケーターは八イブリッドシステムの出力や回生レ 
ベルを表示しまず。 

0スピード > (ー ター 
車両の走行速度を示しまず。 

H 燃料計 

燃料残量を示します。 

H オド一夕一/卜 U ップーター切りかえボタン 

-^P. 162 

曰マルチインフォ六ーションディスプレイ （^ P . 168) 

オド>(ーター/卜 U ップーターディスプレイ 

オド;一夕一：走行した総距離を表示します。 

トリップ;一夕一：リセットしてからの走行距離を表示しまず。区間距離は、 
トリップ A • 卜 U ップ目の2種類で使い分けることびできます。 

曰シフトポジション表示好 

現在のシフトポジションを表示します。 


2-2. メーター の見方 

計器類 
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2-2. メーターの 見ち 


表示の切りかえ 



ボタンを巧ずごとに表示び切0か 
わ0まず。また、トリップメーター 
表示中に巧し続けると、走行距離 
を0にちどしまず。 

通算走行距離/通算平均燃費/通算 
平均ま度を表示しているとをオドト 
IJ ップ メーターは 表示されません。 
レ P' 169) 


I メーター照度調壁 

ノブをまわして、メーター照明の明るさを調整でさまず。 



n 明る<なる 
曰暗 < なる 


口知識 

■メ—夕—.ディスプレイの作動を件 

"パワー’’スイッチび ON モードのとを 

■メーター照度の減光制御について 

ライトスイッチび ON になると、メーター照巧び減光されます。ただし、メー 
夕一照度調整ノブをち側いっぱいにまわした状態では、 ライトスイッチび ON 
になってちメーター照明は減光されません。 

また、メーター照度調整ノブを左側いっぱいにまわした状態では、ライトスイッ 
チを ON にしても足元照明と U モートタッチ照明は点なしません。 


162 




























2-2. メーターの 見ち 


■ A イブリツドシステムインジケーターについて 

n エコエ U ア 

エコドライブインジケーターランプび点 
巧します 

曰八ィブ U ッドエコエ U ァ 

エコドライブインジケーターランプび点 
なします。 

且チャージエ U ア 

エコドライブインジケーターランプび点 
巧します。 

n パヮーエ U ァ 

エコドライブインジケーターランプび消 
巧します。 

♦インジケーターの表示をエコエ U アになつことで、エコ運転（環境に配慮し 
た走行）び可能です。八イフ U ツドエコエ U アではガソ U ンエンジンの動力 
を使用しない状態*1ををく含む状態を示します。 

♦チャージエリアは、回生* 2状態を示します。回生した電力は、駆動用電池を 
充電します。 

；ガソ U ンエンジンは、各種のを件により自動的に停止-再始動します。 
*2； ここでの「回生」の意はは、運動 エネルギーを 電気 エネルギーに 変換す 
ることです。 

■トヨタ販売店またはマルチインフォメーシヨンスイツチで設定可能な機首臣 

エコドライブインジケーターランプの表示/非表示を変更することびでをま 
す。 

(カスタマイズー覧一 P. 371) 


イ\ 迂意 

■ A イブリツドシステムの損傷を防ぐために 

この 車両には、水温計のかわりに高水温警告灯（一 P. 314) び装備されていま 
す。高水温警告灯び点滅または点なしたとをは、オーバーヒートのおそれびあ 
るため、ただちにま全な場所に停車してください。（一 P. 3 已己） 
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2-2. メーター の見方 

表示な/警告'な 


メ—夕—. センターパネル内の表示 ;) j . 警告'灯でお車の状況をお知5 
せしまず。 


■ メーター 



STN22AL005 


■センターパネル 
プラズマクラスター®非装着車 



L U … i 1 * U J 



□ 咖 ear [] 

ク .PASSENGER 

A 

STN22AL006 
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2-2. メーターの 見ち 


フラズマクラスター®装着車 




喃 REAR 


魚 


PASSENGE 


R 房 


□ION 。扣 

口 CLEAN • 


A 


運転するときに 
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2-2. メーターの 見ち 


■表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 


ィ. ち向指示表示な 
♦ ♦(一 P ' 1已 8) 


三 DO 言 



が 


0 幸 I 

(READYj 


尾灯表示な（一 P . 1 72) 
へッドラィト 

上向き表示な（一 P . 1 72) 
フロントフォグライト 
表示な* (一 P . 17己） 

U ヤフォグライト 
表示な* (一 P .176) 
READY インジケーター 
(一 P ' 144) 


曲 


EV ドライブモード表示灯 
UP . 149) 


EqOH ECO M 日 DE 表示口 
MODE UP . 1已 4) 


A/C 

AUTO 


オートエアコン表示灯 
別冊「ナビゲーシヨン 
システム取扱書」参照） 


エコドライブインジケー 

iS/ I 夕-ランプ UP . 13目） 

^ I クルーズ コント □ー ル 
〇〇 表示口 UP . 185,1 89) 


_ レーダー クルーズコント 

% □-ル表示な* 

(一 P . 18目） 

LKA 表示な* 

(^P. 202) 

車速セツト表示な 
UP . 18己，18目） 


LKA 

SET 


P リノ A 


ク U アランスソナー表示口* 
(一別冊「ナビゲーシヨン 
システム取扱書」参照） 


AFS OFF 表示灯 
(一 P .173) 


ス U ツプ表示打 
(一 P ' 209, 212) 

セキユ U テイ表示な 
(一 P ' 102, 103) 


AFS 

OFF 


& 

面 


(点滅) 


PCS 




PCS 警告灯* 
UP . 214) 


面 H 

画 

圆 

圆 

四 


シフトポジション表示灯 
UP . 152) 


※作動確認のために"パワー"スイッチを日 N モードにすると点灯し、数秒後 
または八イブリッドシステムを始動すると消灯します。点打しない場含や点 
灯したままのときは、システム異常のおそれがあ0ます。トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 




































2-2. メーターの 見ち 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 UP . 314) 


ム 

口 

0 

(©) 

(©) 

を 


& 

% 

% 

(ホ色） 

※キ 

(黄色） 

※ホ 

% 

か 


(©) 

PCS 

@! 

AFS 

OFF 

魂。 



ホ 

(点ミ威） 


(点ミ威） 

(点滅) 

の 

巧 

LKA 

图 

A 

4 


(点滅） 

(点ミ威） 

(点ミ威） 


(運輯席） 

(助手席） 



※作動確認のために"パワー"スイッチを日 N モードにすると点灯し、数秒後 
または八イブリッドシステムを始動すると消灯します。点灯しない場合や点 
口したままのとをはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検 
を受けてください。 


A 警告 

■を 全装置の警告巧が点!灯しないとさは 

A 目 S や SRS エアバッグなどの安全装置の警告口が、八イブ U ッドシステムを 
始動してち点なしない場合や点灯したままの場含は、事故にあったとさに正し 
<作動せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあ0 
ます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
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2-2. メーター の見方 

マルチインフオメーシヨンディスプレイ 


マルチインフオメーシヨンディスプレイは、外気温や走行に関ずる 
様々な情報を表おしまず。 



• 卜 U ップインフオメーシヨン 
(一 P. 1己日） 

航続巧能距離や燃費など、走行に 
関する情報を表示します。 

• レーダークルーズ コント □- 
ル 表示* UP. 189) 

レーダークルーズ コント□-ル使 
用時に自動で表示されます。 

• LKA (レーンキーピングアシ 
スト）表示* UP. 202) 

レーンキーピングアシスト使用時 
に自動で表示されます。 

• PCS (プ U クラッシュセーフ 
ティシステム）表示* 

(一 P. 214) 

プ I 」クラッシュセーフティシステ 
ムよ〇衝突の可能性びあると検知 
したとき表示されます。 

•ク U アランスソナー表示* 
(別紙「ナビゲーシヨンシステム取 
扱書」参照） 

♦警告X ツセー ジ （^p. 319) 
各システムに異常が発生ずると、 
自動で表示されます。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


































2-2. メーターの 見ち 


表示切りかえ 



項目を切りかえるには、 DISP ボ 
タンを巧しまず。 


エネルギーモニター 




車両駆動状況、八イブ U ッド作動状況およびエ 
ネルギーの回収状況を表おしまず。（一 P . 34) 


通算走行距離/通算平均燃費/通算平均車速 

U セツトしてからの通算の走行距離と平均燃 
費と平ち車速を表おします。 


U セット懐 

左目雜 1234.5 km 


で 化を速 3 乙 4 km/h 
^ ■■燃 首 23.3 km/L 


U セットするには、画面表示中に " D に P " スイッ 
チを1秒！;(上押します。 

ナビゲーシヨンシステムの画面の「区間燃費画 
面」も U セットされます。 （^ P . 38) 

表示される平均燃費は、参考として利用してくだ 
さい。 


瞬間燃費/給油後平均燃費 

現在の瞬間燃費と給油をしてからの平均燃費 
を表示します。 


咳間燃費 Bavg 

- 18.5 

10 £0 30 km/L 


表示される平均燃費は、参考として利用して<ださ 
し、。 
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2-2. メーターの 見ち 


■航続可能距離 


航統巧旨自距離 

100 km 


■ が気温 


外気溫 

25で 


■セツテイング 


セツテインヴ 
D に P ボめ長押し 


現在の燃料残量で走行でさる、およその距離を 
しよ 9 〇 


表示される距離は過去の平均燃費をちとに算出 
されるたが、表示される距離を実際に走行でをる 
とは限0ません。 

燃料給油量が少量の場含、表示が更新されないこ 
とがあ0ます。 

給油の隙は"パワー"スイッチを日 FF にしてく 
ださい。万一、"パワー"スイッチを日 FF にせず 
給油した場含、表示が更新されないことびありま 
す。 

燃料の残量が残0わずかになると、航続可能距離 
の表示び"航続可能距離残0わずかです"に変 
わります。 (^ P . 329) 


外気温を表71^します。 


エコドライブインジケーターランプの ON / 
OFF を変更でさます。 

(カスタマイズー覧^ P . 371) 
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2-2. メーターの 見ち 


口知識 

■が•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しい外気温度び表示されなかった0、温度表示の更新び遅 < なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停ましているとさや、化速走行（約2已 km/h U {下）のとを 
♦か気温度び急激に変化したとを佳庫、トンネルの出入り□付近など） 

■ 補機バッテリー端子の脱着をしたとき 
補機バッテ U —端テの脱着を行ラと、なのデータは U セットされます。 

♦通算走行距離/通算平均燃費/通算平均まを 
参給ミ由後平巧燃費 
♦航続可能距離 
♦平巧車ま 


A 迂意 

■低温 時の画面表巧について 

画面の温度が極めて低いとさは、画面表示の切りかえが遅れる場含があります 
ので、車内を暖めてください。 



171 








2-3. ライトのつけち.ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


自動または手動でへッドライトなどを点！打できまず。 

レバーの端をまわずと、次のよラにライトび点灯しまず。 




□ • 車幅灯 • 尾灯 • 番号巧 • 

インストルメントパ 
ネルライトを点灯 
B 1〇上記ライトとヘッド 
ライトを点灯 

曰 AUTO ヘッドライト-車幅な 
などを自動点な-消な 
("パワー"スイッチび 
ON モードのとさ） 


(八イビームに ずる 



n ライト点灯時八イビームに切0 
かえ 


レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちど0ます。 

旦レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点打 

ライトび消灯していてち、八イビーム 
び点灯します。レバーを離すと、□- 
ビームにちどる、または消灯します。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


[AFS (アダプテイブフ□ントライテイングシステム）* 

AFS は、交差点やカーブで優れた視認性を確保ずるため、八ンドル操作 
によって変化ずるタイヤの角度や車速に応じて、へッドライトの光軸を 
自動で調整します。 

車速び10 km/h 上のとをに作動します。 


AFS システムの ON • OFF を切り 
かえる 

AFS を OFF にすると "AFS OFF " 
表示灯び点灯します。 


口知識 

■ライトセンサー 

センサーの上にちのを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な-消灯機能び正常に 
働かな<な0ます。 


■ライト消し忘れ防止機首目 

"パワー"スイッチをアクセヴ U - モードまたは OFF にしてライトび点灯した 
状態で運転席ドアを開けるとへッドライトと尾灯び消なします。 

再びライトを点なする場合は、"パワー"スイッチを ON モードにするか、一度 
ライトスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または iQ の位置にしま 
す。 

* :グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



■ AFS を OFF にずるには 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


■才ートレべリングシステム 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、乗車人数-荷物の量などによる車の姿 
勢の変化に合わせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ " AFSOFF " 表示なが点滅ずるときは 
システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 

■ トヨタ販売店またはナビゲーシヨンシステムの画面で設定巧能な機有目 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズ機能一覧 一 P . 371 ) 


A 迂意 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムを停止した状態でライトを長時間点なしないでくださ 
し、。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

フォグライトスイッチ 


雨や露などの悪天傾下での視界を確保しまず。 



□ OFF 消なずる 

0が）点灯ずる 


グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



17已 












2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


リヤフォグライトスイツチ* 




STN23AL006 


□ OFF 消好する 

旦0^点好する 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 













フ□ント & リヤフォグライトスイツチ* 

□ OFF 消の■ずる 
曰が）フ□ントフォグライ 

卜を点なする 

□ 0^フ□ント & U ヤフォ 
グライトを点灯ずる 

手を離すとお)の位置までち 
ど0ます。 

再度操作すると、 U ヤフォグライ 
卜のみ消なします。 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



2-3. ライトのつけち-ワイパーの使いち 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


口知識 
■点な条件 

フロントフォグライト：へッドライトまたは車幅灯び点なしているとさに使用 
でをます。 

U ヤフォグライト： IJ ヤフォグライトは、へッドライトまたはフロントフォグ 
ライトび点灯しているとをのみ使用でさます。 

■リヤフォグライトについて 

♦ U ヤフオグライトび点灯しているとをは、メーター内の表示なび程色に点な 
します。 


♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を巧らせるために 
使用します。 

視界び悪いとさし U がに使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なとさしツがは使用しないでください。 


A 汪意 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムを停止した状態でライトを長時間点なしないでくださ 
し、。 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 


間夕時間調壁式ワイパー* 

INT を選択しているとき、間欠作動の時間を調舊ずることができま 
ず。 

次のよラにレバーを操作して、ワイパーの作動を選択しまず。ワイ 
ノ（一の間欠時間ち調整でさまず。 

□ INT 間欠作動 

0 L 0 低速作動 

□ HI 高速作動 

□ MIST 一時作動 




且間欠ワイノ（一の作動頻度(減） 
且間欠ワイノ（一の作動頻度(増） 


2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 

ワイパ—&ウオツシヤ— 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使い方 


H ウォッシャー液を出ず 
ワイバーび連動して作動します。 


雨滴感知式ワイパー* 

AUTO を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーび作動し 
まず。 



AUTO び遇択されているときは、次のよラにツマミをまわして、雨滴 


センサーの感度を調整でさまず。 



STN23AL011 


□ AUTO 雨滴感知才ート作動 
旦 L 0 低速作動 

B HI 高速作動 

□ MIST 一時作動 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



















2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 




且雨滴センサーの感度調整(低) 
0雨滴センサーの感度調整(高) 


B ウォッシャー液を出す 

ワイパーが連動して作動しまず。 
(数回作動したあと、液だれ防止と 
してさらに1回作動します） 
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2-3. ライトのつけち.ワイ八’一の使い方 


口知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■まをによる作動への震 響 （雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO 選択時！;(外でち、車速によってウォッシャー連動時のワイパー作動（あ 
だれ防止作動び働<までの時間）びかわります。 

■雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイパー装着車） 

♦雨ミ商感知センサーび雨ミ商量を判定しま 
す。 

光学センサーを使用しているため、フロ 
ントガラスに朝日や夕日び断続的にあた 
るとさや、虫などで巧れたとをに、正し 
く作動しないことびあります。 


♦"パワー"スイッチび ON モードのときにワイパースイッチを AUTO にする 
と、動作確認のためワイパーび]回作動します。 

♦雨滴感知センサーの温度び90でし iLh または-10で！;(下のとをは、 AUTO 作 
動しないことびあります。 

その場合は、 AUTO モードし U 外でワイバーを使用してください。 

■ウォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとをは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 



A 警告 

■ AUTO モード時のワイパー作動に関ずる警告（雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO モードでは、センサーにふれたり、フロントガラスに振動びあるなどの 
要因で不意にワイパーび働<おそれびあります。ワイパーで指などを挟まない 
よラにま意してください。 
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2-3. ライトのつけち.ワイバーの使いち 


A 迂意 

■フ □ントガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 

ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまつたとをは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズルび損傷するおそれびあります。 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムを停止した状態でワイパーを長時間作動しないでくださ 
し、。 
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2-3. ライトのつけち.ワイパーの使いち 

ヘッドライトクリーナー* 


へッドライトにウオッシヤー液を噴射しまず。 



スイッチを押してへッドライト 
を洗ミきずる 


口知識 
■作動を件 

"パワー’’スイツチび ON モードでへッドライトび点なしているとを 


A 迂意 — 

■ウォ ッシャー液が出ないときは 

へッ ドライトク1」ーナースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 


184 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 































:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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アクセルペダルを踏まなくてち一定の速度で走行でさまず。 




H クルーズコント□ール表示な 
0クルーズコント□ールスイツ 
チ 


" ON - OFF " スイッチを巧して、 
システムを ON にずる 

メーター内のクルーズコント □- 
ル 表示な び 点なします。 

OFF にするには、再度スイッチを 
押します。 


手順 


2-4. その他の走行装置の使い方 

クルーズコントロール* 























2-4. その他の走行装置の使い方 



希望の速度まで加速/減速し、 
レノ（一を下げて速度を設定する 

六一夕一内に "SET" の表示曰び 
点打します。 

レバーを離したとさの速度で定速 
走行でをまず。 


■設定速度をかえるには 

設定速度を変えるには、希望の速度になるまでレバーを操作しま 
す。 



n 速度を上げる 


旦速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽 
<操作して手を離す 


調整：希望の車速になるまでレ 
バーを保持する 


設定速度は、次の通0に増減されます： 
微調整：レバー操作するごとに約1.目 km/h 
調整：レバーを保持する間 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ 定速走行を解除ずる-復帰させる 

n 解除ずるには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキを 踏んだとさわ解除され 
ます。 

旦定速走行にもどすには、レ 
バーを上げる 

レバーを上げると、わとのお速走 
行にちどります。ただし、実隙の 
速度が約4日 km/h l；rF になると 
設定速度が消去されるた故、復帰 
しません。 


口知識 

■設定を件について 

♦シフトポジションび D のとを設定でをます。 

♦速度は約40 km/h から約100 km/h の範囲で設定できます。 

■ま速設定後の加速について 

♦通常走行と同様にアクセルで加速でをます。加速後、設定車速にちどります。 

♦クルーズコント□ールをキャンセルしなくてち、希望の速度まで加速して、 
レノ（一を下げることにより設定車速を変更することびでをます。 

■定速走巧の自動解除 

なのとを、自動的に定速走行び解除されます。 

♦設定速度よ0実際の速度び約16 km/h し iLh 化下した 
♦速度び約40 km/h しツ下になった 
♦ VSC び作動した 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■定を走巧中にクルーズコント□ール表示なが点滅したときは 

"ON-OFF" スイッチでシステムを一度 OFF にし、再度設定してください。 
設定でをないとを、またはすぐに解除されるとをは、システム異常のおそれび 
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

クルーズコント□-ルを使用しないとをは、 "ON-OFF" スイッチでシステムを 
OFF にしてください。 

■ クルーズコント□-ルを使用してはいけない状況 

なの状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。 

車のコントロールを失い、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーフのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂 

急な下り坂では設定速度し i (上になることびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダー クルーズコントロール* 


アクセルペダルを踏まなくてち、車間制御 モー ドで巧巧車の車を変化 
に合わせた追従走行を巧ったり、定速制御 モー ドにより一定の速度で 
走行でさまず。 

先行車との車間距離び確保しやずい高速道路や自動車専用道路など 
で使用して < ださい。 

n 表おな 
曰 ディスプレイ 
H 設定速度 

H 車間距離切0かえスイッチ 
曰 レーダークルーズコント□一 
ルスイッチ 



グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■車速を設定ずる（車間制御モード) 



" ON - OFF " スイッチを押して、 
システムを ON にする 

六一夕一 内の レーダー クルーズコ 
ント□ール表示灯び点なしまず。 

OFF にするには再度 "ON-OFF" 
スイッチを巧します。 



希望の速度まで加速/減速し、 
レノ（一を下げて速度を設定する 

六一夕一内に "SET" の表示曰び 
点打します。 

レバーを離したとさの速度で定速 
走行でをます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■設定速度を変えるには 

設定速度を変えるには、希望の速度が表示されるまでレバーを操作し 
ます。 

〇速度を上げる 
0速度を落とす 

微調整：レバーを上または下に軽く 
操作して手を離す 

調整：希望の車速になるまでレバー 
を保持する 


車間制御モードでは、設定速度は、次の通りに増減されます： 

微調整：レバー操作をするごとに約1 km/h 

調整：レバーを保持する間、 0.75 砂ごとに約5 km/h 

定速制御モード （^P. 195) では、設定速度は、巧の通りに増減されます： 

微調整：レバー操作をするごとに約1 .6 km/h 

調整：レバー を保持する間 

■車間距離を変更ずるには（車間制御モード） 

スイッチを巧すごとに次のよラ 
に車間距離を切0かえます。 

n 長い 
旦 中間 
0短い 

1の一 "スイッチが日 N モー ドに 
なるたびに n に設定されます。 

先行車びいる場合、先行車 マーク 
わ表示されます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■車間距離選択の目を 

夕の目まを参考に車間距離を還巧してくださし、。 
(時連80 km/h で走行している場合） 

なお、速度に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長し、 

約已0 m 

中間 

約4日 m 

短い 

約3日 m 


制御を解除ずる-復帰させるには 



n 解除するには、レバーを手前に 
引< 

ブレーキを踏んだときも辭除されま 
す。 

且もとの制御が態にもどすには、 
レバーを 上げる 

実際の速度が約40 km / hli (上のとき 
にレバーを上げると、もとのをま走 
行にもどります。 

ただし、定速制御モードでは、実際 
の速度が約40 km / h け下になると設 
定ま度がミ肖去されるため、復帰しま 
せん。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


f 車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約 loom じ(内の先 
行車のち無-先行車との車間距離を判定して先行車との適切な車間距離 
を確保する制御をしまず。 

長い下0坂を走行しているとをは、車間距離び短めにな0ます。 


D B 且 □ 



STN24AL013 

n 定速走行： 

先行車びいないとさ 

運転をび設定したま度で定ま走行しまず。また、車間距離切0かえスイッチを操 
作して、希望の車間距離に設定することちでをまず。 

H 減速走行： 

設定した速度より遅い先行車び現れたとさ 

先行車を検知ずると自動で減まし、よ0大をな減まび必要な場合はブレーキびか 
か0ます。十分に減までをない状態で先行車に接近した場合は、接近警報を鳴日 
しまず。 

且追従走行： 

設定した速度より遅い先行車に追従ずるとを 

先行車の速度変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよラ追従します。 

n 加速走行： 

設定した速度より遅い先行車びいな < なったとさ 

設定速度までゆつ<0加速し、定速走行にちど0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 接近警報 

追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速びでさない状態で先行車 
に接近したときは、表示の点滅とブヴーで運転者に注意をラなびしまず。 
その場合は、ブレーキを踏むなど適切な車間距離を確保してください。 

■警報されないとき 

車間距離が短くても、巧のよラな場合は警報されないことがあります。 

• 先行車と自車の車をが同じか先行車のちが速いとき 
• 先行車が極端なほ連走行をしているとき 
• 連度を設定した直後 
• アクセルペダルが踏まれたとき 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


[定速制御モードを遷巧する 

定速制御モードを遅巧したときは、車間制御モードと異なり、先行車の有巧 
に関わらす一定のを度で走行します。 

n"ON-OFF" スイツチを押して、シ 
ステムを ON にする 
メーター 内の レーダー クルーズコント 
□-ル表示灯が点灯します。 

OFF にするには再度 " ON - OFF " スイツ 
チを押します。 

旦定速制御モードに切りかえ 

(約1秒間レバーを前ちに押し続 
ける） 

定速制御モードに切りかえると、定速制 
御モード表示灯が点灯します。 

定速制御モードから車間制御モードに 
戻すには、再度レバーを前ちに約1秒間 
押し続ける 

希望の速度を設定したあとは車間制御 
モードに切りかえることはできません。 

"パワ ー" スイツチを OFF にし、再度 
"パワ ー" スイツチを ON モードにした 
場含は、自動で車間制御モードに戻りま 
す。 

設定速度を変えるには 
-^ P . 191 

制御を解除する-復帰させるには 
-^ P . 192 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■設定を件について 

♦シフトポジションび D のとを設定でをます。 

♦速度は約已〇 km/h 〜約100 km/h の範囲で設定できます。 

■車速設定後の加をについて 

通常走行と同様にアクセルペダル操作で加までをます。加速後、設定速度にち 
どります。ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため設定速 
度し iTF になることもあります。 

■ま間制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に車間制御による走行び解除されます。 

♦実際の速度び約40 km/h しツ下になった 
♦ VSC び作動した 

♦センサーび何かでふさびれて適切に働かない 

♦ワイパーび高速で作動した（ワイパースイッチを AUTO モードまたは高速作 
動の位置にしたとを） 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとをは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■定速制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約16 km/h し iLh 化下した 
♦実際の速度び約40 km/h iiTF になった 
♦ VSC び作動した 

■ レーダーセンサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく作動させるためにセンサーとグ U ルカバーは常にをれいにし 
ておいてください。（ビニールやつらら.雪など、巧れ検知機能で検巧でをない 
ちのちあ D ます） 

巧れを検巧したとさは、レーダークルーズコントロールは解除されます。 

n グ1」ルカバー 
凸レーダー センサー 


■ レーダークルーズコント□ールの表示な-警告メッセージ-警告ブザー 

走行操作に関してま意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、表 
示なや警告メッセージ-警告表示-警告ブヴーでま意をラなびします。 

(一 P' 315. 320, 323) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあ D ます。装置を過信せず、運転者は常に自ら 
の責任で周囲の状況を把握し、ま全運転をむびけて<ださい。 

レーダークルーズコントロールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していても、運転者び認識している先行まの状況とシス 
テムび検巧している状況び異なる場合びあります。従ってま意義務-を険性の 
明断'安全の確保は運転者び行ラ必要びあります。なお、誤った使いちをした 
り、操作慣れなどでま意を怠ったりすると、思わめを険を招くことびあります。 

■ システムのち援内容に関ずるま意点 

システムの支援には限界びあるため、なの点に注意してください。 

システムを過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の 
場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
巧するのみであり、わを見やぼんやり運転を許容する装置でち、視界不良を補 
助するシステムでちありません。 

運転者自らび周囲の状況に注意を仏ラお要びあります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどラかを判断しており、それしツがの判断はしません。このため、を険性び 
あるかどラかなど運転者は自ら安全の判断をする必要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、を険性びあれば運転者自らびま全を確なする必要びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズ コント ロールを 使わないとさは " ON - OFF " スイッチでシス 
テムを OFF にしてください。 

■ レーダークルーズコント□-ルを使用してはいけない状況 

なの状況では、レーダークルーズコントロールを使用しないでください。 

適切な制御び行われず、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーブのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂や急で勾配のを化び激しい坂 
♦高を 道路の出入り □ 

♦レーダー センサーび正し<働かないよラな悪天候時（霧-雪.砂嵐-激しい雨 
など） 

♦接近 警報びひんぱんに鳴るとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■センサーび 正しく検知しないおそれのある巧巧車 

なのよ5な場合は、必要に応じてフレーキで減速してください。 

センサーび正しく車両を検巧できず、接近警報 UP . 194) も作動しないため、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦先行 まび急に割り込んでをたとを 
♦先行 車び低速で走行中のとを 
♦停ま 中の車びいるとを 

♦先行 車の後部びルさすざるとを（荷物を積んでいないトレーラーなど） 

♦同 じ車線を二輪車び走行中のとを 

■車 間制御び正しく働かないおそれのある状況 

なの状況では、必要に応じてブレーキで減速して<ださい。 

レーダーセンサーび正常に車両を検知せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦周囲の 車よ D 水や雪びまを散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげにな 
る場合 

♦自 車の車両姿勢び上向をになる場合（重い荷物を積んだとをなど） 

♦カーブ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 

♦八ン ドル操作び不ま定な場合や、車線内の自車の位置び一定でない場合 

♦先行 まび急ブ レーキを かけた場合 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

レーダークルーズコント□ールび効果を発揮でさるよラになのことをお守りく 
ださい。 

お守りいただかないと、センサーび正しく作動せず、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ U ルカバーを傷付けないよ5、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。セン 
ヴ ー、 または周辺に強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受 
け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ U ルカノ（一を改造したり塗装したりしない 
♦純正 品し i (がの部品に交換しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解•改造 
すると罰せられることびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

LKA (レーンキーピングアシスト）* 


白（黄）線の壁備された高速道路や自動車専用道路を走行中に、白線 
認識用カメラを利用して車線を認識させることにより、車線内の走行 


を支援しまず。 


■車線逸脱警報機能 

車線か日逸脱ずる可能性びあるとシステムび判断した場合に、"ピ 
ピピピといラブヴーやマルチインフォメーションディスプ 
レイ表示、体感警報’ X を用いてま意をラなびしまず。 

K :八ンドルに短時間、車線の中央ち向へのルさな操妮力を与えます。 

■車線維持ま援機能 

車線逸脱警報機能び作動中に、車速び約65 km/h LU 上でレーダー 
クルーズコント□ール （一 P .189) びセットされたときに、車線 
維持支援機能び作動しまず。 

また、ルさい操泥力を連続的に与えることにより、車線中央付近を 
走行しやすいよラに運転者の八ンドル操作を支援しまず。 

■ 設定のしかた 

白（黄）線の認識状態•車速•レーダークルーズコント □ ール（車 
間制御モード）の設定状況に応じて、車線逸脱警報機能と車線維持 
支援機能び作動しまず。 



スイッチを巧して設定ずる 
メーター内に " LKA " の表示なび 
点なします。 

解除するには再度スイッチを巧し 
ます。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 






























2-4. その他の走行装置の使いち 


■各機能の作動条件 


LKA スイッチ 
設定 

レーダークルー 
ズコント□ール 
のシステム設定 

車線逸脱警報機能 

車線維持ち援機能 

車速が 

約日日 km/h 政上 

車速が 

約6日〜1日日 
km/h 

ON 

OFF 

〇 

X 

ON 

設定車速が64 
km/h liTF で車 

間制御走行して 
いるとさ 

〇 

X 

ON 

設定車速が6己 
km/h 政上で車 
間制御走行して 
いるとさ 

〇 

〇 


I マルチインフ オメー シ ヨン ディスプレイ表示 

LKA が制御中のとを、車線表示と八ンドル表示によって、 LKA が作動 

n 八ンドル表示 

車線維持支援機能作動中 
a レーダークルーズコント□-ル 
表示 

凸車線表示 

線が細いとを：白（黄）線び認識でを 
ていないまたは、機能を一時解除して 
いる。（このとを"ピピッ"といラブ 
ヴーが鳴0ます） 

線び太いとを：車線逸脱警報機能作動 
中 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■機能の一時解除 

なのいずれかの場合、機能を一時的に解除します。解除されたとをの状況び改 
善されると、作動を再開します。 

♦ち向指示レノ（一を操作したとを 

♦ま線変更に相当する程度の操航力で、八ンドルを操作したとを 
• ブレーキ ぺダ J レを踏んだとを 

ただし、レーダークルーズコント□-ルび解除されるため、フレーキ操作を 
止めてち車線維持支援機能は再開しません。（車線逸脱警報機能のみ再開し 
ます） 

♦作動条件し U 外の車速になったとを（車線維持支援機能の作動中はフヴーあ 

0 ) 

♦走行中の白（黄）線び認識でをなくなったとを（車線維持支援機能の作動中 
は ブヴー あり） 

♦ワイパーび連続で作動したとを（車線維持支援機能の作動中はフヴーあり） 
レーダークルーズコント□ール解除のお知らせを優先し、解除時のブヴーび 
鳴らないとをびあります。 

■車線逸脱警報機能が作動したとさ 

車線逸脱警報機能び作動したあとは、機能を一時的に解除し、数砂間経過する 
まで再開しません。 


■手放し運転警告について 

車線維持支援機能中に、直線路で約1已砂、またはカーブで約5砂八ンドルを 
操作しないと、ピピッとブヴー音び鳴り、マルチインフォメーションデイスプ 
レイの表示び点滅し、機能び一時的に解除されます。八ンドルに軽<手を添え 
た運転び続いたとさち同様です。ただし路面状況などにより、作動び中断しな 
い場合びあります。 
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■炎天下に駐車ずるとき 

走行開始後、しばらく作動しないことびあります。室内温度び低下し、白線認 
識用カメラ周辺（一 P. 20のの温度び適温になると作動開始となるので、し、っ 
たん LKA スイッチを OFF にして、しばらくしてから ON にしてください。 

■ LKA の表示な-警告メッセージ-警告ブザー 

走行操作に関してま意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、表 
示好や警告メッセージ-警告表示-警告フヴーでま意をラなびします。 

(一 P. 31己、 323) 


A 警告 

■ LKA をお使いになる前に 

LKA を過信しないで<ださい。前ちへの注意を輕減する装置ではないため、常 
に八ンドル操作で進路を修正し、安全運転にむびけて<ださい。 

■次の ような状況では、 LKA を OFF にして走行してください。 

なの状況では、 LKA を使用しないでください。適切な制御び行われず、思わめ 
事故につなびるおそれびあ0を険です。 

♦スタ ッドレスタイヤ-応急用タイヤ-タイヤチェーンなどを装備しているとを 
♦純正 品しツがの部品に交換しているとを（タイヤ-サスペンションなど） 

♦路側 物に白（黄）線と見間違えるよラな構造物•模様びあるとを（ガードレー 
ル•縁石.反射ポールなど） 

♦雪道の わだちなどで、帯状に雪び残っているとを 

♦白 横）線と平行に近い影びあったり、白横）線び影の中にあるとき 

♦道路の 修復で、アスファルト修復跡や白（黄）線の跡び残っているとを 

♦雨天 時や積雪-凍結などですべりやすい道路を走行するとを 

♦高を 道路などの本線（走行車線' 追い越し車線）外の車線を走行するとを 

♦工事に よる車線規制や仮設の車線を走行するとを 

♦ラ ねった道路や荒れた道路を走行するとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 迂意 

■次の 状況では、 LKA び作動しない、または十分な性能び確保できない場合びあ 
りまず。 

♦検札 所や料金所手前など、白（黄）線び途切れるとを 
♦片側の みに白（黄）線びあるとを 
♦急カーブを 走行するとを 
♦ま 線の幅び極端に狭いとをや広いとを 

♦重い 荷物の積載やタイヤ空気圧の調整不良などで、車両び著し < 傾いていると 
さ 

♦先行 車との車間距離び極端に短 < なったとを 

♦白 （黄）線びかすれていたり、キャッツアイなどのとを 

♦白 （黄）線び砂ぼこりなどで見えない、もしくは見えにくくなっているとを 

♦コンク U — 卜路のよラな明るい路面を走行するとを 

♦照 り返しなどにより明るくなった路面を走行するとを 

• トンネルの出入□など明るさび急をする場所を走行するとを 

♦対向車のへ ッドランプ光、太陽光などびカメラに入射するとを 

♦分岐、 合流路などを走行するとを 

参 雨•雪-霧などで白（黄）線び見えにくいとを 

♦雨天- 雨上び0 • 水溜 D など濡れた路面を走行するとを 

♦悪路 や道路の継ぎ目などを走行時に、車両に大をな上下動び発生するとを 

♦へッ ドライトのレンズび巧れて照射び弱いとをや、光軸びずれているとを 

•走行 中の車両び横風を受けているとき 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


么ま意 


LKA の故障や誤作動を避けるために、なの 
ことをお守り <ださい。 


♦フロン トウインドウガラスは、いつちをれいにしておく 
雨ミ商-結露-氷雪などの付着によって性能び低下することびあります。 

♦カメラの レンズ前のフロントウインドウガラスにステッカーなどを貼らない 

♦イン ナー5ラーの位置びカメラのレンズ前にかからないよラにする 

•寒; 令時などにヒーターを足元モードで使用していると、フロントウインドウガ 
ラスの上部び曇り、映像に影響を与えるので、そのとをはフロントデフロス 
ターでガラスの曇りを取る 

♦ダッシュ ボードの上にちのを置かない 
フロントウインドウガラスに映り込んだ映像を、白（黄）線と誤って認識する 
場合びあります。 

♦カメラの レンズを巧したり、傷を付けたりしない 

♦カメラの 向をは精密に調整されているため、取り付けを変更したり、取りはず 
したりしない 

♦カメラに 強い衝撃や力を加えない、また分解しない 


白線認識用カメラ 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運起を補助する装置 


走行の安を性や運輯性能を高めるため、走行げ況に庶じて次の装置び 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分に注意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべ0やずい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
リップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、より大をなブレーキカを発生させます。 

■ナビ-ブレーキアシスト 

ナビゲーシヨンシステムからの情報を利用したブレーキアシストです。 

別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□ール） 

急な八ンドル操作や、すべ0やずい路面で旋回ずるとをに横すべりを抑え、車 
両の姿勢維持に寄与します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべ0やずい路面での発進時や加速時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確保し 
まず。 

■ ヒルスタートアシストコント□ール 

^P. 212 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ S-VSC (ステアリングアシステッドビークルスタビリテイコ 
ント □ ール） 

ABS、TRC、VSC と EPS を協調して制御します。 

すべ0やずい路面などの走行で急な八ンドル操作をした隙に、ノVンドル操作力 
を制御ずることで、車両の方向安定性確保に貢献しまず。 

■ PCS (プリクラッシュセーフテイシステム）* 

^P. 214 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■後ちプリクラッシュセーフテイシステム* 

-^P. 221 

■緊急ブレーキシグナル 

急ブレーキ時に制動なを自動的に点滅させることによ0、後続車にを意をうな 
びし、追突される可能性をほ減させます。 


[vsc - TRC が作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
き、タイヤび空転したときは、 
VSC • TRC の作動を表示ずるため 
にス U ップ表示巧び点滅しまず。 

ABS 作動時わス U ップ表示なび点滅 
します。 


E 知識 

■ ABS • ブレーキアシスト- VSC • TRC の作動音と}忘動 

♦八イブ U ッドシステム始動時や発進直後、ブレーキを強く踏んだ D 、 くり返 
し踏んだりしたとを、および八イブ U ッドシステム停止後！〜2分経過時 
に、エンジンルームから作動音び聞こえることびありますび、異常ではあ D 
ません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

.ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥に入る 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ EPS モーターの 作動音 

八ンドル操作を行ったとき、モーターの音 （ "ウイーン"という音）び聞こえる 
ことびありますび、異常ではありません。 

■ EPS の効果が下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルをまわし続けると、 EPS システムの 
オーバーヒートを避けるため、 EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられる 
よラになります。その場合は、八ンドル操作を控えるか、停車し、八イブ U ッ 
ドシステムを停止してください。10分程度でもとの状態にもどります。 

■ 緊急ブレーキシグナルの作動を件 

なのとをシステムび作動します。 

♦非常点滅なび点滅していないこと 
参ま速已已 km/h じ(上 

♦ブレーキペダルび踏み込まれ、車両の減速度から急ブレーキだと判断された 
■緊急ブレーキシグナルの解除を件 
なのいずれかのとをシステムび解除されます。 

♦非常点滅灯を点滅させた 
♦ブレーキペダルを離した 

♦車両の減速度から急ブレーキではないと判断された 


A 警告 

■ ABS の効まを発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界をこえたとを違に覆われた路面を過剰に摩耗し 
たタイヤで走行するとをなど） 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 


210 





2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短< する装置ではあ0ません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとって<ださい。 

♦ミ 尼-砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■ TRC の効まを発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両の方向ま定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両の方向ま定性や駆動力を失ラよラな状況では、 
特に慎重に運転してください。 

■スリ ップ表示なが点滅しているときは 

VSC び作動中であることを知らせています。常にま全運転をむびけてください。 
無謀な運転は思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。表示なび点滅した 
ら特に慎重に運転してください。 

■タイヤを 交換ずるとをは 

4輪とち指定されたサイズで、指定のメーカー-ブランド-トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P. 3己 8) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS . VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に巧談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
D ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ヒルスタートアシストコントロール 


急な上り坂やずベりやずい丘面を発進ずるときに、車両の後退を緩和 
し発進を容易に巧うことができまず。 


車両び完全に停止している状態 
で、更にブレーキペダルを踏み 
込むとヒルスタートアシストコ 
ント□ールは作動しまず。 




口知識 

■ヒルスタートアシストコント□-ルの作動を件について 

♦シフトポジシヨンび P し U がの位置のとを 
♦パーキングブレーキびかかっていないとを 
♦アクセルペダルを踏んでいないとを 
■ ヒルスタートアシストコント□-ルについて 
♦ヒルスタートアシストコントロールび作動しているとをは、ブレーキペダル 
を踏んでいな < てち制動なび点なします。 

♦ヒルスタートアシストコントロールの作動時間は、ブレーキペダルから足を 
離して約2秒間です。 

• ブレーキぺ夕Vレを踏み込んでちス U ップ表示なび点滅せず、ブヴーび鳴らな 
いとをは、一度ブレーキペダルを踏む力を弱めて<ださい。（車両び後退し 
ない程度）そのあとち5—度ブレーキペダルを踏み込んで<ださい。 
それでち作動しないとをは上記の作動条件を確認してください。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ヒル スター トアシストコント□-ル制御ブザーについて 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび制御可能状態になると、"ピッ"とブ 
ヴーび！回鳴ります。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールび作動中になの状態になると、制御終了 
状態になり"ピッピッ"とブヴーび2回鳴ります。 

. ブレーキペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとを 
- P ポジションスイッチを押したとを 
-パーキングブレーキをかけたとを 
. ブレーキペダルを再度踏み込んだとを 
. ブレーキペダルから足を離さずに約3分し U 上経過したとを 
■スリップ表示なが点なしたときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□-ルについて 

♦ヒル スタートアシストコント□ールを過信しないでください。急勾配の坂や、 
凍った路面ではヒルスタートアシストコントロールび効かないことびありま 
す。 

♦ヒル スタートアシストコントロールはパーキングブレーキのよラに車を長時 
間駐停車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での長時間の駐停 
車のために使用しないで < ださい。思わめ事故につなびるおそれびありを険で 
す。 
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プ U クラッシュ セーフ テイシステム 4 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物と衝突の可能性びある 
と判断したときに、警報により運転者に巧して回避操作をうながし、 
衝突の防止に役立ちまず。前方の障害物と衝突の可能性び高い、また 
は前方の障害物と衝突び避け5れないと検知したとき、自動的にシー 
トベルトやブレーキなどに働きかけ、車両損傷の低減に寄与しまず。 

■衝突警告表示 



衝突の可能性びあると検知したとを、 
"ピーピーピー"とブヴー音が鳴0、 
PCS 警告なび点滅し、マルチイン 
フォ六ーシヨンディスプレイに衝突 
警告表示を出し、回避操作をラなびし 
ます。 


プリクラッシュセンサーによ0衝突物が検知され、衝突が避けられないと判断 
したとを、衝突前にシートベルトを巻を取0ます。 

また、急ブレーキをかけたとをや、車がコント□ールを失ったときわ同様に作 
動しまず。（一 P. 78) 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ プリクラッシュブレーキアシスト 

衝突の可能性が高いとをには、ブレーキペダルが踏まれる強さに反応してブ 
レーキカを増強します。 

■ プリクラッシュブレーキ 

衝突の可能性が高いとをに警告な-衝突警告表示-ブヴー音で警報を行い、さ 
日に衝突が避けられないと判断したと对ま、ブレーキが自動でかかり、衝突速 
度を低減します。スイッチ操作で、プリクラッシュブレーキの日 N/ 日 FF 切0 
かえがでをます。 


[プリクラッシュブレーキの切りかえ 

n プ U クラッシュブレーキ OFF 
旦プ U クラッシュブレーキ ON 

日 FF にすると PCS 警告灯び点打しま 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I レーダーセンサー 



レーダーセンサーにより、 走行中 
に路上またはその付近に車や障害 
物びあるかどラかを検知し、その 
ちのの位置や車速-進路から衝突 
する可能性をき前に判断しまず。 

レーンキーピングアシスト装着車に 
ついては、レーダーセンサーに加え、 
白線認識用カメラの映像か5ち衝突 


の可能性を検巧します。 UP. 207) 


口知識 

■システムの作動を件 

♦プリクラッシュシートベルトの作動を件① 

-車连び約30 km/h し iLh 

-緊急ブレーキ時や車両の横すべりを判断したとを 
-フ□ント席の乗員びシートベルトを着用している 

♦プリクラッシュシートベルトの作動を件③ 

-フ□ント席の乗員びシートベルトを着用している 
-車连び約已 km/h し U 上 

-自車から見た前ちの車両か障害物の接近速度び約30 km/h し:!上 

♦プリクラッシュブレーキアシストの作動を件 

-車连び約30 km/h (上 

-自車から見た前ちの車両や障害物の接近速度び約30 km/h し:!上 
. ブレーキ ペダルび踏まれているとを 
♦プリクラッシュブレーキの作動を件 

. プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチび押されていないとを 
-自車速度び約1已 km/h 1；(上 

-自車から見た前ちの車両や障害物との接近速度び約15 km/h しソ上 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■衝突の可能性がなくてちシステムが作動ずるとを 

衝突の可能性びな<てち、なの場合、システムび作動することびあります。 

♦カーブ入り□の道路脇に障害物びあったとを 

♦カーブで対向車とすれちびったとを 

♦狭い鉄橋を走行したとを 

♦路面に金属物びあったとを 

♦凹凸のある路面を走行したとを 

♦ち巧時に対向車とすれちびったとを 

♦前を走っている車に急に近づいたとを 

♦立体交差-標識-看板などび進行ち向に見えたとを 

♦上り坂走行中に看板などの上方金属物び前ちに見えたとを 

• ETC ゲートを高速で通過したとを 

♦路面の勾配のため、衝ましない位置の金属物び進行ち向に見えたとを 

参陸橋を通過したとを 

♦車両姿勢び極端に変化しているとを 

•レーダーセンヴー周辺への強い衝撃などにより、レーダーセンヴーの向をび 
ずれているとを 

また、このとを、シートベルトびすばやく引をもどされたり、ブレーキをかけ 
たとをに通常よりフレーキび強くかかったりすることびあ D ます。シートべル 
卜び巻を取られた状態で □ ックした場合は車をま全な場所に停止してシートべ 
ルトをはずし、再度装着してください。 

■センサーび検知しない場合 

パイ□ンなどのプラスチック類は検巧でをません。人や動物-二輪車•木-雪 
の吹をだまりなどは検巧しない場合びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■システムの作動しない環境 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、想定されていない状況では有効に作動 
しない場合びあります。 

♦さついカーフや起伏びある場所 

♦交差点などで、自車の進行ち向に急な飛び出しびある状況 
• 自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨-霧•雪-砂嵐などの悪天候の状況 
• VSC び作動していないとをに車び横すベりしている状態 
♦車両姿勢び極端に変化している状態 

•レーダーセンヴー周辺への強い衝撃などにより、レーダーセンヴーの向をび 
ずれているとを 

■システムの自動解除 

システムの異常び検巧された場合、センサーび障害物を検巧でをない状況（セ 
ンヴーのミちれなど）では、システムの動作び自動的に解除されます。このよラ 
な場合には、衝突の可能性びあってちシステムは有効に作動しません。 

■システムに異常があるとさは 

警告なや警告表示び点なまたは点滅します。（一 P. 31已，320, 323) 


A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行5責任は運転ちにあります。常に周囲の状況を巧握し、ま全運転 
に资めて < ださい。 

プ U クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突のを険を見逃してしまつた 
場合に、警報やフレーキ制御により運転者を支援するちのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、ま全に停止するといラものではないため、システムを 
過信すると思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあります。また、状況によっては有効に機能しない場合びあ 
D ます。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■ レーダーセンサーの取り扱い 

プ U クラッシュセーフティシステムび効果を発揮でさるよラになのことをお守 
D ください。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ U ルカバーを傷付けないよ5、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに誤作動または異常び起こるおそれびあ 
ります。センサー、またはその周辺に強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売 
店にて点検を受け、調整してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないでください。また、センサーを分解-改造 
すると罰せられることびあります。 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦センサー やグ U ルカノ（一を改造したり塗装したりしない 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■システム のち援内容に関ずるを意点 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、警報やブレーキ制御により衝突回避支 
援を行5ために、運転者び r 見る」- r 判断する」-「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、前ちの障害物を可能な範囲で検巧する 
のみであり、わを見やぼんやり運転を許容するシステムでち、視界不良時の運 
転を補助するシステムでちありません。運転者自らび周囲の状況にま意を仏ラ 
必要びあります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、検巧しラる前ちの障害物の情報のみか 
ら衝突の可能性を判断するちのです。安全の確なの判断は運転者自らび行ラ必 
要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、ま全に停止させるちのではありません。このため、 
危険性びあれば自らび安全を確なするお要びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使いち 

を方プ U クラッシュセーフティシステム"^ 


追突を予測して、後方車両へのま意喚起とむち巧ち傷害の軽減に貢献 
ずるためのシステムでず。 

■後ち車両への警報（非常点滅な） 

追突の可能性びあると判断したとさに非常点滅なを作動させ、後ち車両にを意 
をラなびします。 

■ むち巧ち傷害の軽減（プリクラッシュインテリジェントへッ 
ドレスト） 

追突の可能性び非常に高いと判断したときにフ□ントへッドレスト内のセン 
サーによ0頭部位置を検出し、追突前にプ U クラッシュインテI」ジェントへッ 
ドレストを適切な位置まで移動させ、追突された際のむち巧ち傷害の軽減に貢 
献します。 


I レーダー セン サー 


レーダーセンサーによ 0、 後方か 
ら接近ずるちのを検知し、その位 
置や速度、進路から追突ずる可能 
性を事前に判断しまず。 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識 

■システムの作動を件 

"パワー"スイッチび ON モードで、自車線内の後ち車両び追まする可能性びあ 
るとをになの条件で作動します。 

♦後ち車両への警報（非常点滅な） 

-自車から見た後ち車両の接近速度び約30 km/h しツ上 
-停止時または前進時でブレーキを踏んでいる 
-ち向指示好や非常点滅なび OFF 

♦むち巧ち傷害の軽減 

-自車から見た後方車両の接近速度び約1已 km/h し U 上 
-停止または前進している 

■むち巧ち傷害軽減システムについて 

帽子をかぶつていたり、髪をラしろで束ねたりしているとを、プ U クラッシュ 
インテ1」ジェントへッドレストび適切な位置に停止でをない場合びあります。 

■センサーび検知しにくい場合 

後方プ U クラッシュセーフテイシステムは、すべての追まを検巧でをるシステ 
ムではありません。なのとをは作動しない場合びありますので、周辺へのま意 
を怠らないで < ださい。 

参車両姿勢び極端に変化しているとを 


♦二輪車などは検巧しないことびあります 
♦雨ミ商-氷雪び1」ヤバンパーに付着したとを 
♦カーブや起伏の大をな道路のとを 
♦斜めからの追まやオフセットの大をな追突のとを 
■追突の可能性がなくてもシステムが作動ずるとき 
♦ち左折などで停車したとをなどに、自車の真ラしろを後続車び通過したとを 
♦道路脇に停ましたとをなどに、後続車び真横を通過したとを 
♦走行時、後続車び近距離から追い越したとを 
♦走行時または停車時、後続車び近距離まで急接近したとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■システムに異常びあるとさは 

警告なや警告表示び点なまたは点滅しますレ P. 315. 320, 323) 


A 警告 

■ レーダー センサーと専用カバーの取り扱い 

後ちプ1」クラッシュセーフテイシステム装着車の専用カバーはレーダーセン 

ヴーの電波透過性に影響します。システムび効果を発揮でさるよラになのこと 

をお守り < ださい。 

♦専巧 カバーは常にをれいにしておく 
雨ミ商-氷雪などによって性能び化下することびあ D ます。 

• レーダーセンサー周辺では強い衝撃を避ける 
センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあります。セン 
ヴーまたはその周辺に強い衝撃を受けた際は、おずトヨタ販売店にて点検を受 
け、修理してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサーは 電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ 
ベルはその証明ですのではびさないで<ださい。また、センサーを分解•改造 
すると罰せられることびあります。 

♦専巧 カノ（一中央部にトーイングヒッチやノ（イクホルダーを付けたり、イ呆護フイ 
ルムやステッカーを貼ったりしない 

♦専用 カバーの改造や別のちのに交換しない 

♦専巧 カバーの塗装修理は絶対行わないで<ださい。誤作動、不作動の原因とな 
ります。 

♦専用 カバーび傷ついた場合、塗装修理は行わず、専用カバーを交換して<ださ 
し、交換については、トヨタ販売店に相談してください。 

■プリ クラッシュインテリジェントへッドレストの取り扱い 

へッ ドレストカバーは付けないでください。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとをのま意 


安まで快適なドライプをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏 b ないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる 


A 警告 

■積んで はし、けなし、もの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

なの警告をお守りください。お守りいただかないと思わめ事故につなびるおそ 
れびあ0を険です。 

♦でさる だけ荷物はトランクに積んでください。 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキペダル•アクセルペダルを正しく操作できな 
かったり、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ 
事故につなびるおそれびありを険です。 

-運転席足元 

-助手席や U ヤ席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッケージトレイ 
-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりとま定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、乗員を傷付けるおそ 
れび友0ます。 

■巧 物の重量-巧重のかけ方について 

♦荷物を 積み過ざないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないようにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運お 


寒;ち時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

• 次のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 
-ウォッシャー液 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とを指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて： 一 P . 264) 


■運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

• ドアやワイノ（一び凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転ずるとをは 

ゆっくりスタートし、速度を控えて走行してください。 

■駐車するとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トポジションを P にして駐車し、輪止め’ X をしてください。 


呂2巨 


輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 



2-5. 様々な状況での運転 


口知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分を3’ムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高を走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしてはなの指示に従ってください。 

♦ま全に作業でをる場所で行ラ 

♦前2輪に取口付ける 

♦タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 

♦取り付け後0.己〜 1.0 km 走行したら締め直しを行5 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことをおずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦装着す るを用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しない 
♦を 用タイヤを装着する際は、必ず4輪とち装着する 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
方をこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 

♦急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回を避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して、車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングブレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをして<ださい。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 迂意 

■タイヤ チェーンの使用について 

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。 

トヨタ純正品しツ外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

■フ □ントウインドウガラスに付いたかを除去ずるときは 

たたいて割らないで<ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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3-2. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 

-グローブボックス… 
-コンソールボックス 
■カップ ホルダー ....... 

■ボトルホルダー . 

-ル物入れ . 

•オープントレイ ....... 


3-3. その他の室内装備の使い方 


サンバイヴー . 242 

バニティミラー . 243 

アクセヴ U —ソケット . 244 

シートヒーター . 24 巳 

アーム レスト . 247 

IJ ヤサンシェード . 248 

フ□アマット . 2已1 

トランク内装備 . 2已3 


ま巧装備の巧い方 3 


3-1 .室内灯のつけ方 

室内灯一覧 . 230 

-インテ I 」アライト . 231 

•パーソナルライト . 231 


3457901 
3 3 3 3 3 4 4 
2 2 2 2 2 2 2 
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3-1 .室内なのつけち 

ま巧巧一覽 



0フ□ントインテ U アライト（一 P . 231) 

且 U モートタッチ照明（"パワー"スイッチびアクセサ U —モードま 
たは ON モード） 

Q フ□ントパーソナルライト（一 P . 231) 

且足元照明 

□ ドアカーテシー照明 
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3-1 .室内灯のつけ方 


インテリアライト，パーソナルライト 


[インテ U アライト 


□ ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点灯-消打を切0かえる 

スイツチを巧して、巧し込まれた状態 
になるとミ肖なにな0ます。 

0 ライトの点打-消巧を切0かえ 
る 

スイツチを巧して、巧し込まれた状態 
になると点なにな0まず。 

n ライトを点巧ずる 
曰ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点な-消灯を切0かえる 


I パー ソナルライト 

ライトを点灯-消灯ずる 

スイツチを巧して、巧し込まれた状態 
になると点なにな0まず。 



フ□ント 



U ヤ 



室内装備の使い方 
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3-1 .室内灯のつけ方 


インテリアライト，パーソナルライト 


口知識 

■イル S ネーテッドエント u — システム 

電モキーの検ミ日-ドアの施錠/解錠-ドアの開閉-"パワー"スイッチのモード 
により、各部の照明び自動的に点灯-消なします。 

■ 補機バッテリーあげりを防ぐために 

半ドア状態でインテ U アライトスイッチのドアポジションび ON のとをに、イ 
ンテ U アライトび点なしたままの場合、約20分後に自動消なします。 

■販売店またはナビゲーションシステムの画面で設定巧能な機能 

室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズー覧一 P. 371) 
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3-2. 収納装備の使いち 

収納装備-覽 



Q グ□ーブボックス 
且ル物入れ 
Q オープントレイ 
且カップホルダー 
0コン ソール ボックス 


室内装備の使い方 
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3-2. 収納装備の使い方 


グ□ーブボックス 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないもの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでくださ 
い。 

放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高<なったとさの熱や、他の収納物との接触などによ D 、 メガネび変形 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったときにライターやスプレー宙び爆発したり、他の収納物との 
接触でライターび着火したりスプレーちのガスびちれるなどして火災につな 
びる 


I グ□-ブボックス 

グ□ーブボックスは□ック解除ボタンを巧して開けたり、メカニカル 
キーを使って施綻-解錠でさまず。 



ボタンを巧して開ける 



n 施綻 
0解綻 
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A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたった D 、 収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあります。 


I コンソールボックス 




ノブを持ち上げて□ック解除し、 
アームレストをいちばんラしろま 
でスライドずる 


ノブを持ち上げて□ック解除し、 
アームレストを持ち上げて開< 


3-2. 収納装備の使いち 

グ□ーブボックス，コンソールボックス 


室内装備の使い方 
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3-2. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


口知識 

■コンソールボックスのフタをアームレストとして使ラとをは 




ノブを持ち上げてロック解除 


アームレストをスライドする 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 
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カツプホルダー 


フ □ント 



U ヤ 



アームレストを手前に倒ず 



フタを開ける 


3-2. 収納装備の使いち 

カップホルダー 


室内装備の使い方 
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3-2. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


口知識 

■フ□ントカップホルダーの仕切り部について 



カップホルダー内を清掃するために、仕切 
り部を取りはずすことびでをます。 


A 警告 

■収納して はいけないちの 

カップホルダーにはカップや宙しツがのちのを置かないで < ださい。 

急ブレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない ときは 

フタを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーび体にあたったり、収納していた 
ちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 
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■ボトルホルダー 


フ □ント 



U ヤ 



n 知識 

■ボトルホルダーについて 

♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

参ぺットボトルの大ささ-おによつては収納でをないことびあります。 


A 迂意 

■収納して はいけないちの 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップ.ガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


3-2. 収納装備の使いち 

ボトルホルダー 


室内装備の使い方 
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3-2. 収納装備の使い方 


小物入れ 


[ル物入れ 


タイプ A 



ツマ S を引いて開ける 


タイプ B 



ボタンを巧して開ける 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタび体にあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあります。 

■収納して はいけないちの（タイプ B のみ） 

200 g し U 上のちのを入れないでください。200 g しツ上のちのを入れるとフタ 
び開を収納されているちのび飛び出したりして思わめ事故につなびるおそれび 
ありを険です。 
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3-2. 収納装備の使いち 


才ープントレイ 


■才ープントレイ 



A 警告 
■走行 中の警告 

オープントレイには、転びりやすいものや、凹面からはみ出るよラなものを置 
かないで < ださい。 

急ブレーキ時などに収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあ〇を険です。 


室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

0側方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろした状態でフック 
か b はずし、横へまわず 
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■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムが停止した状態で、長時間ライトを点口しないでくださ 
い。 


3-3. その他の室内装備の使いち 

バニテイミラー 



カバーをスライドして開ける 
カバーを開けるとライトび点なし 
ます。 


A ミち意 


室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使いち 

アク七ヴ u — ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 



口知識 
■使用を件 

"パワー"スイツチびアクセヴ U —モードまたは ON モードのとを 


A 迂意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

アクセヴ1」ーソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラ 
に、使用しないとをは、フタを閉めておいてください。 

■ ヒューズが切れるのを防ぐために 

12 V 10 A をこえないよラにしてください。 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イブ U ッドシステムび停止した状態で、アクセヴ1」ーソケットを長時間使用 
しないで < ださい。 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター * 


DHI 離） 

インジケーター（程）び点灯しま 
す。 

日 L0 顧） 

インジケーター（緑）が点灯しま 
す。 


n 知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■使用しないときは 

スイッチを中立の位置にしてください。インジケーターび消灯します。 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを負ラおそれびあるため、なのちは特にま意してください。 

-乳幼お.おモさま.年寄0 .病人.体の不自由なち 
-皮膚の弱いち 
-疲労の激しいち 

-深ミ酉やお気をさそラ薬（睡旧薬-風邪薬など）を服用された方 
♦シートに 毛巧-クッシヨンなどを使用しないでください。 

シートヒーターの 使用により保温性び高ま D 、 異常過熱の原因になります。 
♦シート ヒーターを化 要し ツ 上に使用しないでください。 

ほ温やけどを負ったり、シートヒーターの異常過熱の原因になるおそれびあり 
ます。 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


A 迂意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで < ださい。 

■ 補機バッテリーあがりを防止ずるために 

八イフ1」ッドシステムび停止しているとをは、スイッチを切ってください。 
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3-3. その他の室内装備の使いち 

アーム レスト 



室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使いち 

U ヤサンシェード* 


スイッチ操作でリヤサンシェードを上昇/下降でさまず。 



展開/格納 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 





































3-3. その他の室内装備の使いち 


口知識 
■作動条件 

"パワー"スイッチび ON モードのとを 

■ A イブリッドシステム停止後の作動 

"パワー"スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF にしたあとでち、約己0 
砂間 U ヤサンシエードを操作でをます。 

■ U バース連動機能 

U ヤサンシエードび上びった状態でシフトポジションを R にすると、後方を見 
やすくするために U ヤサンシエードび下降します。 

ただしなのいずれかを行ラと、 U ヤサンシエードは再度上昇します。 

♦スイッチをも5—度押す 
♦シフトポジションを P にする 

♦シフトポジションを P と R 1；(がにし、1已 k m / h じ(上で走行する 

U バース連動機能により、 U ヤサンシエードび下降した状態で八イブ U ッドシ 
ステムを停止した場合は、再び八イフ U ッドシステムを始動させて1已 km/h 
じ(上で走行してち上昇しません。上昇させるには、スイッチを押してください。 

■ リバース連動機能び働かない場合 

状況によっては U バース連動機能び働かない場合びあります。その場合、スイッ 
チを押して、 U ヤサンシエードを上昇-下降させてください。 

■ トヨタ販売店で設定可能な機能 

1」ノ（ース連動機能を非作動にするなどの変更びでをます。 

(カスタマイズー覧 一 P . 371) 


A 警告 

■リ ヤサンシェード作動中は 

U ヤサンシェードの留め金部分や溝に指を置かないでください。 
巻を込まれてけびをするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


A 迂意 

■補 機バッテリーあびりを防ぐため 

八イブ U ッドシステムび停止しているとをは、 U ヤサンシェードを操作しない 
で < ださい。 

■正常に 機能させるため 

なのことをお守0< ださい。 

♦モーター や他の部分に負荷をかけすざない 
♦開閉の さまたげになる部分にちのを置かない 
♦ 1」ヤサンシェードにちのを貼らない 
♦溝を をれいに保つ 
•長時間 操作を続けない 


呂已〇 





3-3. その他の室内装備の使いち 

フロアマット 


お車（年式）専用のフ□アマットを、フ□アカーペットの上にしっか 
りと固定してお使いください。 



固定フック（クリップ）にフロ 
アマット取り付け巧をはめ込む 


固定フック（クリップ）上部の 
レバーをまねして、フ□アマッ 
卜を固定ずる 

& A マークを必ず合わせてください。 


固定フック（クリップ）の巧状はイラストと異なる場合びあります。 


室内装備の使い方 
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3-3. その他の室内装備の使いち 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フロアマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思 
わめスピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそ 
れびあ0ます。 

■運転席に フ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他ま種および異なる年式のフロアマットは使用しな 
い 

♦運転席 専巧のフロアマットを使用する 

♦固定の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 

♦八 イブ U ッドシステム停止およびシフト 
ポジションび P の状態で、各ペダルを奥 
まで踏み込み、フロアマットと干渉しな 
いことを確認する 
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3-3. その他の室内装備の使い方 

トランク巧装備 


■買い物フック 


ラゲージマツ 




レバーを上へ引さ上げ、ラゲー 
ジマットを持ち上げまず。 


STN33AL009 



レバーはトランクの縁へかける 
ことびでさまず。 


室内装備の使い方 


2已3 

































3-3. その他の室内装備の使いち 


■ 兰ち表示板収納スペース 



ラゲージマツトの下に=ち表示 
板を収納することびでさまず。 


n 知識 

■収納について 

兰角表示板のケースの大ささや形状によっては、収納でをない場合びあ D ます。 


A 迂意 

■買い物 フックの破損を防ぐために 
過度の負荷をかけないで<ださい。 

■ トランクを閉めるとさは 

ラゲージ マッ ト上のレバーをトランクの縁へかけたままにしないでください。 
ラゲージ マツ トび損傷するおそれびあります。 


2已4 











































お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ . 2已6 

内装の手入れ . 260 

タイヤについて . 264 

4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 269 

ガレージジャッキ . 272 

エンジンルームカバー . 274 

電球（バルブ）の交換 . 276 

ヒューズの点検、交換 . 289 

電子キーの電池交換 . 298 

ウオッシャー液の補給 . 300 


2已已 













4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

• 水を十分かけなびら、車体-足まわり-下まわりの順まに上か日 
下へ巧れを洗い落とず 


♦車体はスポンジやセーム皮のよラなやわらかいをので洗ラ 
• ミちれびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水をふさ取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面のミちれを落としても水び玉状にな5ないときは、車体の温度び 
をえているときにワックスをかける。（およそ体温じ(下を目安としてくださ 
い。） 

なお、ボデーコート-ホイールコート-ガラスコートなど、トヨタケ 
S カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳しく 
はトヨタ販売店にお問い合わせください。 


口知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 

♦洗車機によっては、 U ヤスポイラー*び引っかかり洗車でをない場合や傷付 
いたり、破損したりするおそれびあります。 

■高圧洗車機を使ラとをは 

♦ま内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア砕付近 
に近付けすざないでください。 

♦洗車の前に給ミ由□び確実に閉まっていることを確認してください。 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 






4-1. お手入れのしかた 


■ 洗車などで車に水をかけたとき 

キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、施錠/解錠動作を 
くり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所に保 
管して、洗車などをしてください（キーの盗難にま意してください)。 

■アル S ホイール 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーについて 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 

■フ□ントドアガラスの撥水コーテイングについて 

♦撥水効果を長持ちさせるため、なのことにま意してください。 

-フ□ントドアガラス表面のミ尼などの巧れを落とす 
. ミちれは早めにやわらかい湿った巧などで清掃する 

-コンパウンド（磨さ粉）び入ったガラスク U - ナーやワックスを使用しな 
い 

-金属製の道具で霜取りをしない 
♦水ミ商のはじさび悪くなったとをは補修することびでをます。 

詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせください。 

■ レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について 

鏡面の親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します（一 P . 88) び、 
早<回復させたいとをはなの作業を行ってください。 

I 扫麗 M I 鏡面に水をかけ、ミ尼巧れなどを洗い流す 
旧 mi 2 1水を含ませたをれいなやわらかい巧などで巧れを落とす 
旧臓 I 3 I ガラスク U —ナーか中性洗剤で洗;争後、十分な水で洗剤を洗い流す 
16311 ai 4 I をれいなやわらかい巧などで鏡面に付いた水をふを取る 

お aaiiS I 屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を已時間程度あてる 
( 巧れの量や種類により、回復時間は異なります） 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 


■洗車を ずるときは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると、車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■フ □ントウインドウガラスを清掃ずるときは（雨滴感知式ワイパー装着車） 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 
AUTO モードになっていると、なのよラな 
とさにワイバーび不意に作動し、指などを 
挟み重大な傷害を受けたり、ワイパーブ 
レードなどを損傷するおそれびあります。 

♦雨 ミ商センサー上部のフロントウインドウ 
ガラスに手でふれたとを 

♦水分を 含んだ巧などを雨滴センサーに近 
付けたとを 

♦フロン トウインドウガラスに衝撃を与え 
たとを 

♦車内から 雨滴センサー本体にふれるなど 
して衝撃を与えたとを 

■排気管に ついて 

排気菅は排気ガスにより高温にな D ます。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管びをめてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 

■後ち プリクラッシュセーフティシステムについて（をちプリクラッシュセーフ 
ティシステム装着車） 

U ヤバンパーの塗装に傷び付いたとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 迂意 

■塗装の 努化や車体-部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール-花粉-摘液.鳥のふん-虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙-油煙-粉じん-鉄粉-化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり-ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷びついた場合は、早めに補修してください。 

♦ホイール 保菅時は、腐食を防ぐためにちれを落とし、湿気の少ない場所へ保管 
してください。 

■ライトの 清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機を剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあ D ます。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ 自動洗車機を使用ずるときは（雨滴感知式ワイパー装着車） 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 

AUTO モードになっていると、不意にワイパーび作動してワイバーブレードな 
どを損傷するおそれびあります。 

■ 高圧洗淨機を使用ずるときは 

洗車時に高圧洗ミき機でカメラやカメラ周辺に直接水を当てないでください。強 
い水圧により衝撃び加わ0 、 装置び正常に作動しなくなるおそれびあ D ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る 

■ 本革部分の手入れ 

• 掃除機などでほこりや砂を取り除く 

• ラずめた洗剤をやわらかい巧に含ませ、巧れをふさ取る 

ウール用の中性洗剤を約已日/〇の水を液までラすめたちのを使用してくださ 
い。 

• 真水をひたした巧を固くしぼり、表面に残った洗剤をふさ取る 

参乾いたやわらかい巧で表面の水分をふき取り、風通しのよい曰陰 
で乾燥させる 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかなミちれを取る 

• スポンジややね日かい巧を使用して合成皮革部分に刺激の少な 
い洗剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてか日巧れを落とし、固 < しぼったされ 
いななで洗剤をふさ取る 


呂巨〇 



4-1. お手入れのしかた 


口知識 

■本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態をなつことをおすすめします。洗;争には、巿版の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、&を取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧やスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 

■スーパー UV カットガラス*について 

• ドアガラスび巧れているとさは、早めに水またはめるま湯を含ませた巧で軽 
くふいて清掃してください。 

• ドアガラスの巧れびひどいとさは、ドアガラスの開閉を繰り返さないでくだ 
さい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



261 






4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■ま 雨への水の浸入 

♦床- トランク内'駆動用電池;令却用吸入□など、車内に水をかけたり液体をこ 
ぼしたりしないでください。（一 P . 30) 駆動用電池や電気部品などに水びか 
かると、故障や車両火災につなびるおそれびあり危険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線をめらさないでください。（一 P .108) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフ□ントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ0ます。 


呂巨吕 





4-1. お手入れのしかた 


A 迂意 

■清掃ず るとを使用ずる溶剤について 

♦変色 •しみ•塗装はびれの原因になるため、なの溶剤は使用しないでください。 
-シートし U 外の部分：ベンジン-ガソ U ンなどの有機溶剤や酸性またはアル 
力 U 性のを剤-染色剤-漂白剤 

-シート部分：シンナー.ベンジン.アルコール-その他のアルカ1」性や酸 
性の溶剤 

♦麗 出しワックスや難出しク1」ーナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■まの 傷みを避けるために 

皮革の表面の劣化や損傷を避けるために;欠の警告をお守り < ださい。 

♦革に 付着したほこりや砂はすぐに取り除く 

♦直射日光に 長時間さらさないようにする 
特に夏場は曰陰で車をな管する 

♦ビニール 製•プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
に張0付<おそれびあるため、革張りの上に置かない 

■巧に 水がかかると 

水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび簡びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるときは 

•熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてくだ 
さい。 

♦熱線 やアンテナを引っかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
■スー パー UV カットガラスを清掃ずるときは 

ドアガラスを清掃するときは、コンパウンドまたは研磨剤入り用品（ガラスク 
U - ナ ー. 洗剤.ワックスなど）を使用しないでください。コーテイングを損 
傷させるおそれびあ D ます。 
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4-1 .お手入れのしかた 

タイヤについて 


タイヤの点検は、法律で義務付け5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を己,000 km ごとに巧ってください。 

■タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」を参照してください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷のち無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著しく異なるなど）のち無 

■ タイヤ□ーテーシヨンのしかた 

図でおす順にタイヤの□ーテー 
シヨンを行う 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ □ーテーシヨン 
をおずずめします。 
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4-1. お手入れのしかた 


口知識 

■タイヤ空気圧の数値 

20已/巨 OR 1巨92 H 

前輪： 230 kPa に.3 kg / cm う※ 

後輪： 210 kPa (2.1 kg / cm ろ※ 

21已 /45R18 89W 

前輪： 2已〇 kPa に.已 k 巨/ cm ろ※ 

後輪： 230 kPa に.3 k 巨/ cm ろ※ 

庇急用タイヤ：420 kPa (4.2 k 巨/ cm ろ※ 

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 

* タイヤび;令えているとさの空気圧 

■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談ください。 

■低偏平タイヤについて （2 1已 /45R 18 89W 装着車） 

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくらべてグ U ツプカび化下します。を用夕 
イヤかタイヤチェーンを使用し、道路状態に応じた速度で注意深く運転するよ 
ラにしてください。 

■お偏平タイヤの空気圧点検 （2 1 5/45R18 89W 装着車） 

ほ偏平タイヤは、走行性能を優先したタイヤです。特に空気圧は定期的に点検 
してください。2週間に1回（最化でも1ヶ月に1回）、または長距離ドライ 
ブの前には、必ず空気圧を点検してください。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦メーカー 指定サイズし U 外のタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ' バイアスベルテツドタイヤ'バイアスプライタイヤをミ居在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤをミ居在使用しない 

♦他の 車両で使用していたタイヤを使巧しない 
し i (前どのよラに使用されていたか不明なタイヤは使用しない 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すベ D する 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 


呂巨巨 





4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■タイヤ 交換時のま意 



>お ずテーノて一部を内側にして取り付けて 
ください。テーノて一部を外側にして取り 
付けると、ホイールび破損しはずれてし 
まい、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 


♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したりディスク 
ホイールび損傷するおそれびあ D ます。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあ0 
ます。オイルやグ U —スびねじ部についている場合はふを取ってください。 

I 異常があるホイールの使用禁止 

亀裂や変おなどびあるホイールは使用しないでください。 

走行中にタイヤの空気び抜けて、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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4-1 .お手入れのしかた 


A 迂意 

■ほ 偏平タイヤについてに1已/4已 R 18 89 W 装着車） 

ほ偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとを、ホイールに通常より 
大をなダメージを与えることびあります。そのため;欠のことに注意してくださ 
し、。 

♦適切な タイヤ空気圧で使用する 
空気圧びほすざると簡単に損傷することびあります。 

♦段差 や凹凸のある路面、路上に空いた巧、平らでない舗道•縁石や他の障害物 
を避ける 

タイヤおよびホイールびひどく損傷することびあります。 

■走 巧中に空気もれが起こった6 

走行を続けないで < ださい。 

タイヤまたはホイ ー j レび損傷することびあります。 

■悪路 走巧に対ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ- 
ホイール. 車体などの部品ち損傷するおそれびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 




STN42AL002 


ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットびみし浮を上び0ま 
す。 


レバーを引さ上げて、ボンネッ 
卜を開ける 


曰知識 


■補機バッテリーについて 



この車両の補機バッテ U —は、ラゲージ 
ルーム（運転席側）の カバー 内にあり、エ 
ンジンルームには搭載されていません。（補 
機バッテ1」一はノ（ッテ1」一液の補充び必要 
ないタイプのため、バッテ1」一液量等の点 
検は不要です） 


補機バッテ1」一びあびってしまったとを 
は、エンジンルーム内にある救援用端テを 
使用して、処置を行います。レ P . 3已 0) 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■バッテリー端テをはずずときは 

バッテ U - 端テをはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ1」一端子をはずすとさは、トヨタ販売店にご相談ください。 


A 警告 

■走 巧前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■修理- 車検-整備点検をずる場合は 

整備モードに切りかえる必要びありますので、必ずトヨタ販売店にご相談<だ 
さい。高電圧システムを使用しているため、取り扱いを誤ると、重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ D ます。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因になった D 、 また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびあ D を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあ0を険で 
す。 


■ 補機バッテリーの交換について 

交換する際は SAI 専用品を使用してください。専用品し U 外を使用すると、ガス 
(水素）び室内に侵入した D 、 引火して爆発するおそれびありを険です。 

補機ノ（ッテ U —の交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂意 

■ ボンネットやダン/ くーステーヘの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネットには、ボンネットを支えるためのダンパーステーび取り付けられて 
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため、なのことをお守り < だ 
さい。 

-ビニール片.ステッカー-粘着材などの異物をステーのロッド部（棒部） 
に付着させない 

-ロッド部を軍手などでふれない 

-ボンネットにトヨタ純正品しツがのアクセヴ U —用品を付けない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットして<ださい。 

正しい位置にセットしないと、車両び損傷したり、けびをしたりずる 
おそれがあ0まず。 

フ□ント側 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車 雨を持ち上げるとをには 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジャッキを使用して 
車両を持ち上げる 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しない 
車両び落下するおそれびあります。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ〇しない 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用する 

♦車両び ジャッキアップされた状態でノ V イブ U ッドシステムを始動しない 

♦平らで 硬い地面に停車させ、パーキングブレーキをかけ、シフトポジションを 
P にする 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする 
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 柔員びいるとをは車両を持ち上げない 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上または下にちのを置かない 




273 









4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジンルームカバー 


ヒューズや電球（バルブ）の点検•交換などを行うときに取りはずし 
まず。 


■エンジンルームカバーの取りはずし方 



■クリップの取り付けち 



ク U ップの中央部分を巧し上 
げ、挿し込みまず。 

ク U ップ中央部分を巧ず 


A 警告 

■けがを 防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"パワー"スイッチを OFF にしてく 
ださい。熱<なった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻を込まれて重大 
な傷害を受けるおそれびありを険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ;王意 

■エンジン ルームカバーを取り付けたあとは 

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認して<ださい。 



27已 





4-2. 簡単な点検.部品交換 

mm (バルブ）の交換 


巧に記載ずる電球は、ご自身で交換できまず。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確認してください。（一 P . 36日） 

■エンジンルームカバーの取りはずし 

一 P . 274 

■フ□ントのバルブ位置 
デイスチヤージへッドライト装着車 



27己 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 






























4-2. 簡単な点検-部品交換 


LED へツドライト装着車 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤのバルブ位置 



278 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


















4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


I ヘッドライト（八イビーム） 



ソケットを取りはずず 



電球を取0はずず 



電球を交換し、ソケットを取り付 
ける 

取り付け部と電球のツメ （3 か所）を 
合わせて挿し込みます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ソケットをまわして固定する 
ソケットを軽くゆさぶってぐらつを 
びないことを確認し、いったんヘッド 
ランプを点灯させ、ソケットの取0付 
け部からランプの光がちれていない 
ことを目視確認してください。 


■フ□ントち向指示兼非常点滅な 



ソケットを取りはずず 


電球を取0はずず 


igai « ii 3 i 取りがけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I 車幅な 



ソケットを取りはずず 



電球を取りはずず 


周画[可取りがけるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントフ オグ ライト* 



フォグライト下側のカバーの固定 
7 \ 1 ) し卜•ク U ップ对まずし、カバー 
をめ < る 


n 取りはずし 
0 取0付け 


ソケットを取りはずず 


電球を取0はずず 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 
































4-2. 簡単な点検-部品交換 





電球を交換し、ソケットを取り付 
ける 

取0付け部と電球のッ>< (3 か所）を 
合わせて挿し込みます。 


ソケットをまわして固定する 
ソケットを軽くゆさぶってぐらつを 
びないことを確認し、いったんフ□ン 
トフォグライトを点灯させ、ソケット 
の取0付け部からランプの光がちれ 
ていないことを目視確認してくださ 
い。 

ボルト-ク U ップでカバーを固定 
し、取り付ける。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ま号灯 



トランクを開け、ク U ップをはず 
し内張0をはびず 

作業びしにくい場合は化のクリップ 
を作業しやすいところまではずして 
<ださい。 



ソケットを取りはずず 


電球を取0はずず 


iHI 互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


リヤち向指示兼非常点滅灯-後退な/リアフオグライト g 







トランクを開け、カバーを取りは 
ずす 

傷び付くのを防ぐため、ドライバーの 
先端に巧などを巻いて保護してくだ 
さし、。 


ボルト-ストッパーゴムをはずし、 
ライト本体を取りはずず 


ソケットを取りはずず 
nu ア方向指示兼非常点滅な 
曰後退な/1」アフォグライト* 


電球を取0はずず 

nu ア方向指示兼非常点滅な 

0 後退な/ U アフォグライト* 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


国 M 司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

■ その他の電球 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 
♦ヘッドライト（□-ビーム） 

♦サイド方向指示兼非常点滅な 
♦尾灯 
• 制動打 


♦八イマウントストップライト 


E 知識 


■運転席側のへッドライト•フ□ントち向指示兼非常点滅なを交換ずるとをは 

ウォッシャー液補給□の固定ク U ップをは 
ずし、補給□の位置を移動させると、交換 
しやすくなります。 

交換後は、必ずウォッシャー液補給□をク 
1」ップで固定してください。 



■デイスチヤージへツドライトの作動 

作動電圧範囲をはずれると、ライトび消なしたり、点なしなくなります。 
電圧び正常にちどると再点なします。 


■ LED ライトについて 


へッドライト□ービーム （LED へッドライト装着車） • サイドち向指示兼非常点 
滅口. 尾な-制動な-八イマウントストップライトは数個の LED で構成されて 
います。ちし LED びひとつでも点なしないとをは、トヨタ販売店で交換してく 
ださい。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■レンス内の水滴と量り 

なのよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時 
的な曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
♦ライト内に水びたまつている 

■電球 （ バルブ）を交換ずるときは 

一 P. 29己 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライ トは消灯してください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、またはヘッドライト内部への浸水による故障や、 
レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦デ ィスチャージへッドライト装着車： 

□ー ビーム点な中および消な直後はへッ 
ドライト裏の金属部び高温となっている 
ため、さわらないで<ださい。 

やけどをすることびあ0ます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■デ イスチャージへッドライトについて 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点 好中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット-電気回路-および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0 
ます。 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 
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ライトがつかないとさや電気系統の装置び働かないときは、ヒューズ 
切れが考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 

国画！で"パワー"スイッチを OFF にずる 
厦里亚司ヒューズボックスを開ける 

エンジン ルー ム 

ツメを押しなび日、カバーを持 
ち上げる 


助手席足元 

足元のカパーを取りはずして、 
ヒューズボックスカノ（一を取り 
はずず 




4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画互故障の状況か日、点検ずべきヒューズを確認ずる（一 P . 291) 
I ミ3臓 I 4 I ヒューズを引さ抜く 


ヒューズはずしでヒューズを引 
き巧くことびできまず。 


ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 

0ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換しま 
す。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


t ヒューズの 配置と負荷 

エンジン ルー ム 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

OIL PMP 

10 A 

未使用 

2 

S-HORN 

10 A 

S - H 0 RN 

3 

ABS MAIN N 0.2 

7.5 A 

電子制御ブレーキシステム 

4 

AMP N 0.1 

30 A 

オーディオシステム、ナビゲーシヨ 

ンシステム 

己 

IGCT 

30 A 

PCU 、 IGCTN 0.2、 IGCTN 0. 吕、 

八イブ U ッドシステム 

巨 

PCON MAIN 

7.5 A 

P 制御システム、トランス5ッシヨ 
ン、八イフ U ッドシステム、スマー 
トエン ト 1」 一& スタートシステム 

7 

AM 2 

7.5 A 

スマートエント IJ 一&スタートシス 

テム、八イブ U ッドシステム 、 EFI 
システム、 P 制御システム、クルー 
ズコントロールシステム、レーダー 
クルーズコン トロールシステム 




291 






































































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

8 

ECU - 巨2 

7.5 A 

スマートエント U — &スタートシス 

テム、 EFI システム 

吕 

MAYDAY 

10 A 

MAYDAY 

10 

ECU - 臣3 

10 A 

エアコン 

11 

TURN & HAZ 

10 A 

ち向指示器、非常点滅な 

12 

ETCS 

10 A 

EFI システム 

13 

A 目 S MAIN N 0.1 

20 A 

電子制御ブレーキシステム 

14 

H-LP LH LO 

ISA 

ヘッドライト左側（□ービーム） 

1己 

H-LP HI MAIN 

20 A 

ヘッドライト（八イビーム） 

16 

AMP N 0.2 

30 A 

オーディオシステム、ナビゲーショ 

ンシステム 

17 

DOOR N 0.2 

2 己 A 

バワードアロックシステム 

18 

H-LP RH LO 

ISA 

ヘッドライトち側（口ービーム） 

19 

PCU 

10 A 

八イブ U ッドシステム 

20 

IGCTN 0.2 

10 A 

スマートエント U — &スタートシス 
テム、八イブ U ッドシステム、 P 制 
御システム、 EFI システム 

21 

MIR HTR 

10 A 

U ヤウインドウデフォッガー、ミ 

ラーヒーター 

22 

RAD N 0.1 

ISA 

ナビゲーションシステム、オーディ 

オシステム 、 ETC 

23 

DOME 

10 A 

ナビゲーションシステム、オーディ 

オシステム、室内灯 

24 

ECU - 臣 

7.5 A 

スマートエント IJ 一&スタートシス 

テム、エアコン、メーター、電動5 
ラー、電動チルト&テレスコピック 
ステアリング、シートポジションメ 

モ U —、非常点滅灯 

2己 

H-LP LH HI 

10 A 

ヘッドライト左側（八イビーム） 

26 

H-LP RH HI 

10 A 

ヘッドライトち側（八イビーム） 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

27 

EFI N 0.2 

10 A 

EFI システム 

28 

IGCTN 0.3 

10 A 

八イブ U ッドシステム 

29 

SPARE 

30 A 

予備ヒューズ 

30 

SPARE 

10 A 

予備ヒューズ 

31 

SPARE 

7.5 A 

予備ヒューズ 

32 

EFI MAIN 

20 A 

EFI N 0.2.フューエルシステム 

33 

目 ATT FAN 

10 A 

駆動用電池;令却ファン 

34 

IG 2 

20 A 

八イブ U ッドシステム、 EFI システ 
ム、 MET 、 1白 N 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


STN42AL035 


助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

I 

TAIL 

lO A 

車幅な、尾灯、番号灯、フ□ント 
フォグライト、 U ヤフォグライト 

2 

PANEL 

lO A 

ナビゲーションシステム、オーディ 
オシステム、エアコン、非常点滅な、 
ワイパーデアイサ ー、 シートヒー 
夕一、 P ポジションスイッチ、へッ 
ドライトク U - ナー、助手席シート 
ベルト非着用警告灯、パワーウイン 
ドウ、 AFS - OFF スイッチ 、 ECO - 
EV モードスイッチ、カメラ切りかえ 
スイッチ、グ□-ブボックスライト、 

U ヤサンシェード、 U モートタッチ、 

電動=ラー 

3 

に N 

lO A 

電子制御ブレーキシステム、 EFI シ 
ステム、スマートエント1」一&ス 

タートシステム、制動な 

4 

MET 

7.5 A 

メーター 

己 

WIP 

30 A 

ワィパー 

6 

WASHER 

I 己 A 

ウォッシヤー 


n 。 

n ご 

n9u 

n8u 

n7u 

n6u 

-\\\ - 

n5u 

-\\\ - 

n4u 

n3u 

n 2 u 

n 1 u 


n の u 

n3 

n^u 

n^u 

n 化 u 

n〔u 

n^u 

n 巧 u 

nu 

n^u 

n じ u 


n 如 u 
n の u 
n 挑 u 

ns 

-\\\ - 

n 託 u 
n 巧 u 

uu 


n の u 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

7 

A/C 

10 A 

ェアコン 

8 

GAUGE 

10 A 

AFS 、 ち向指示器、非常点滅灯 

9 

AFS 

10 A 

アダプティブフ□ントライティング 
システム 

10 

ECU - I 白 N 0.2 

10 A 

PCS 、 後ち PCS 、 LKA 、 レーター 
クルーズコント □ール、 エアコン、 

電動5ラー、ナビゲーシヨンシステ 
ム 

11 

ECU-IG N 0.1 

10 A 

AFS 、 電子制御ブレーキシステム、 
電動パワーステア U ング、ムーン 
ルーフ、雨ミ商感妊!式ワイパー、非常 
点滅灯、エアコン、電動へッドレス 
卜、ステア IJ ングスイッチ、シート 
ヒーター、電動チルト&テレスコ 

ピックステア U ング、 U ヤサン 
シェード 

12 

DOOR RL 

2 己 A 

U ヤ左側バワーウインドウ 

13 

DOOR RR 

2 已 A 

1」ヤち側パワーウインドウ 

14 

SHADE RR 

10 A 

U ヤサンシェード 

15 

D FR DOOR 

2 己 A 

運転席側パワーウインドウ、電動5 

ラー 

16 

P FR DOOR 

2 已 A 

助手席側パワーウインドウ、電動5 

ラー 

17 

Tl &TE 

30 A 

電動チルト&テレスコピックステア 

IJ ング 

18 

STOP 

10 A 

制動な、電子制御ブレーキシステム 

19 

A/C N 0.2 

10 A 

未使用 

20 

RR FOG 

7 .己 A 

U ヤフォグライト 

21 

FUEL OPN 

7 .己 A 

未使巧 

22 

0 巨 D 

7.5 A 

ダイアグノーシスコネクター 



29已 























4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

23 

FR FOG 

ISA 

フ□ントフォグライト 

24 

WELCAB 

30 A 

未使巧 

2己 

DOOR N 0.1 

2 己 A 

バワードア□ックシステム 

26 

SEAT HTR FL 

10 A 

助手席側シートヒーター 

27 

SEAT HTR FR 

10 A 

運転席側シートヒーター 

28 

RAD N 0.2 

7.5 A 

ナビゲーシヨンシステム、オーディ 

オシステム、エアコン、 U モート 

タッチ 、 ETC 

29 

PWR OUTLET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

30 

ECU-ACC 

10 A 

電動ミラー、 ETC 、 エアコン、才一 
ディオシステム、ナビゲーシヨンシ 

ステム 


口知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。（一 P . 
276) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■ 補機バッテリーか S の回路に過剰な負荷びかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 

■電球（バルブ）を交換ずるときは 

この車両に指定されているトヨタ純正品のご使用をおすすめします。 

一部の電球は過電流を防止する専用回路に接続されているため、この車両指定 
のトヨタ純正品し U がは使用でをない場合びあります。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守り < ださい。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量 lii がのヒューズ、またはヒューズ1；(外のちのを使用しないで<ださ 
い。 

• おずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

• ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 

■パ ワーコント□-ルユニット近くのヒューズボックスについて 

高電圧部位-高電圧の配線び近<にあるため、絶対に点検'交換を行わないで 
<ださい。 

取り扱いを誤ると感電し、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 


A 迂意 

ヒューズび切れた原因び電気の過剰負荷だと判明したとさは、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電子キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してくださし、。 


■用意ずるをの 

• マイナスドライバー 

♦ルさいマイナスドライバー 
• リチウム電池じ61日32 

■ 電池交換のしかた 




メカニカルキーを巧く 


カパーをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 


消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は、+極を上にして取 
り付けます。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



取り付けるときは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


口知識 

■リチウム電池 CR 1巨32の入手 

電池はトヨタ販売店-時計店およびカメラ店などで購入でをます。 

■ 電子キーの電池が消耗していると 

なのよラな状態になります。 

♦スマートエント U -& スタートシステム、ワイヤレス機能び作動しない 
♦作動距離び短<なる 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おテさまにさねらせないでください。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 


A 迂意 

■交換を、 正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

雜 めれた手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池し U がの部品に、ふれたり動かしたりしない 
•電極を 曲げない 
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タイプ A 



液面び LOW の位置に近付いたら 
ウォッシャー液を補充する 


4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の捕給 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


曰知識 


I ゲージの 使いち 
タイプ A 




ウォッシャー液の膜び張つているゲージの 
巧部の位置を確認して、ウォッシャー液の 
残量を判断します。 

残量びゲージの先端から2つめの巧部よ0 
下まわった （ LOW の位置まで化下した）ら、 
ウオッシャーあを補給してください。 


A 警告 


■ウォ ッシャー液を補給ずるときは 

八イブ U ッドシステムび熱いとをや八イブ U ッドシステム作動中は、ウォッ 
シャーあを補給しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含ま 
れているため、八イフ1」ッドシステムなどにかかると出火するおそれびありを 
険です。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 迂意 

■ウ ォッシャー液について 

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液のうずめ方 

必要に応じて水でラすめてください。水とウオッシャー液の割合は、ウオッ 
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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トラブルび起をた 6 5 


已 -1 .まず初めに 

故障したとさは . 304 

非常点滅な . 306 

発炎筒 . 307 

けん引について . 309 

己- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとさは . 314 

警告メッセージび 

表示されたとをは . 319 

パンクしたときは . 336 

八イブリッドシステムび 

始動でをないとさは . 34巳 

キーを無くしたとさは . 347 

電子キーび正常に 

働かないとさは . 348 

補機バッテリーび 

あびったとさは . 350 

オーバーヒート 

したとをは . 356 

スタックしたとをは . 360 

車両を緊急停止するには ..... 362 


303 

















已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってください。 




非常点滅な UP . 306) を点滅 
させなび5、車を路肩に寄せ停 
車ずる。 

非常点滅巧は、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知らせるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、なのことに従ラ 

• 同乗者を避難させる 

• 車両の已〇 m じ(上後方に発炎 
筒（一 P . 307) と停止表示 
板を置 < か、停止表示巧を使 
用する 

-見通しび悪い場合はさ5に後ち 
に置いてください。 

-発炎筒は、燃料ちれの際やトン 
ネル内では使用しないでくださ 
い。 

♦その後、ガードレールの外側 
などに避難ずる 
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已 -1 .まず初めに 


口知識 

■停止表ル板 • 停止表ルなについて 


停止表示板停止表示灯 



♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示好の表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

•停止表示板-停止表示なは、トヨタ販売 
店で購入することびでをます。 







己- 1. まずな]めに 

巧ち点滅な 


事故や故障のとさなどにお使い < ださい。 



スイツチを巧ずとすべての方向 
指示灯び点滅し、をラー度巧ず 
と消なしまず 


/?\迂 意 

■ 補機バッテリーあがりを防ぐために 

八イブ1」ッドシステム停止中に非常点滅なを長時間使用しないでください。 
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己- 1. まずな]めに 

発炎筒 


高速道路や踏切などでの故障-事故時に非常信号用として使用しま 
ず。 （ トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください） 

発炎時間は約5分でず。非常点滅灯と併用してください。 



助]手席足元の発炎筒を取り出ず 



本体をまわしなびら巧さ、本体 
を逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬で発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 

おず車外で使用してください。 
着义させる際は、筒先を顔や体に 
向けないで < ださい。 
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トラブルび起さたら 






























5-1. まず初めに 


口知識 

■発炎筒の有効期限 

本体に表示してある有効期限び切れる前に、トヨタ販売店でおホめ<ださい。有 
効期限び切れると、着火しなかったり、炎びルさくなる場合びあります。 


A 警告 

■発 炎筒を使用してはいけない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なった0、引火するおそれびあるためを険です。 

• トンネル内 

♦ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近づけたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 
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5-1. まずな]めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者に依頼ください。 

やむを得ず他車に□ープでけん引しても5ラ場合は、車両積載車まで 
の移動など、でさるだけ短距離にとどめてくだをい。 

巧の場合はパーキング□ックによ0、前輪び固定されている可能性びあるため、イ也 
車に□ープでけん引してもらうことはでをません。前輪を持ち上げるか、4輪と 
わ持ち上げて運搬してください。 

けん引を行ラ前に、トヨタ販売店へご連絡ください。 

-スマートエント U —&スタートシステムに異常びあるとき 
- P ポジション制御システムに異常があるとき （^ P . 32 0) 

-補機バッテリーがあびったとを 

■けん引されるとをは 

車体に傷が付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前進ち向でけん引してください。 

けん引フック取0付け巧は運転席 
側にあります。 


□ープの中央に白い巧を付ける 

布の大きさ： 

0.3 m 平ち （3 日 cm X 30 cm ) 
上 


眉！！互八イブリツドシステムを始動する 

八イブ U ッドシステムが始動しないとをは、"パワー"スイッチを日 N 
モードにして < ださい。 
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トラブルび起さたら 

























5-1. まず初めに 


固画互けん引される車両のシフトポジションを N にしてか日、パー 
キングブレーキを解除ずる 

けん引中は、前の車の制動なにを意し、□ープをたるませないよラにし 
て < ださい。 


[けん引ずる前に 


なの場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 

• READY インジケーターび点灯しているのに車び動かない 
• 異常な音びずる 

1緊急時のけん引 



U ヤの固縛用フックを緊急用フッ 
クとしてち使用でさます。 

雪の吹さだまりなどでスタックし 
て走行でをなくなったとをに累急 
的に他車に引っ張り出してを日ラ 
とさに使巧ずるをのでず。他車を 
けん引ずることはでさません。 


I けん引フックの取り付けかた 



マイナスドライバーを使って運転 
席側のフタをはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナスドラ 
イ バーの 先端に テープな どを巻いて 
保護してください。 
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已 -1 .まず初めに 



けん引フックを巧に挿し込み軽く 
締める 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取0付ける 


曰知識 


■補機バッテリーびあがったとき 

シフトポジションび P で、補機バッテ U - びあびった場合は、バーキングロッ 
クにより前輪び固定されている可能性びあるため、他車にロープでけん引して 
ちらラことはでをません。その場合は、前輪を持ち上げるか、4輪とち持ち上 
げて運搬してください。 

■けん引フックの使巧目の 

けん引フックはけん引されるとをに使5ものであり、他車をけん引するための 
ちのではありません。 

■けん引フックの収納位置 

-^ P . 336 
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5-1. まず初めに 


A 警告 

■車 雨を運搬ずるとをは 

必ず4輪とち持ち上げた状態で運搬して < ださい。 

車輪び接地した状態でけん引すると、駆動系部品び破損したり、モーターから 
電気び発電され、故障や破損の状態によっては漏電による火災のおそれびあり 
を険です。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのを意を仏ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進や間違った車両操作は避 
けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあたり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦"パワー" スイッチを OFF にしないでください。 

パーキングロックびかかり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

• けん弓 I される車は、慎重に運転してください。 

八イブ U ッドシステムび停止しているとブレーキの効きび悪くなったり、八ン 
ドルび通常より重くなります。 

■ けん引フックを車両に取り付けるとを 

指定の位置にけん引フックをしっかりと取り付けてください。 

指定の位置にしっかり取 D 付けないとけん引時にはずれてしまい、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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已 -1 .まず初めに 


A 汪意 

■車の 損傷を防ぐために 

• けん弓 I するとをはなのことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 

-速度は30 km / h し U 下、距離は車両積載車までの移動など、でさるだけ短 
距離にとどめる 
-前進方向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦この 車両で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 
駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 






己- 2. 緊急時の対処法 

警告なびついたとをは 


警告'灯が点：0または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のよラに対 
処してください。なお、点！打•点滅しても、その後消'灯ずれば異常で 
はありません。ただし、同じ現象び再度発生した場合は、トヨタ販売 
店で点検を受けてください。 


(ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して < ださい。 


警告打 

警告打名-警告内容 


ブレーキ警告な（警告ブザー）^ 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとさち点打します。 

解除後、消なすれば正常です。 

(©) 

馈色） 


《 ブレーキ 警告 ブザー： 

ブレーキの効をほ下につなびる異常びあると、警告なの点なと同時にブヴーび鳴0ま 
す。 

) (ーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

-^ P . 323 


(ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめを険を招<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告打 

警告打名 • 警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告打 

警告打名 • 警告内容 


高水温警告な 

-点滅：エンジンオーバーヒート気味です、ミち意して走行して< 
ださい。 

•点灯：エンジンオーバーヒートです。車両を止城て<ださい。 
-^ P . 3已6 


I "ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずるとシステムび正しく働かず、思わめ危険や故障を 
招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


警告な 

警告な名-警告内容 


(©) 
横色） 


電子制御 ブレーキ 警告な 

-回生ブレーキシステムの異常 
-電子制御ブレーキシステムの異常 


tO 


エンジン 警告な 

•八イブリッドシステムの異常 
-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

•八イブ U ッドトランスミッシヨン電子制御システムの異常 


か 


SRS エアバッグ/プリテンシ ヨナー 警告 巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンシヨナー付をシートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS & ブレーキアシスト 警告な 

• ABS の異常 
-ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング 警告な（警告 ブザー） 

EPS の異常 
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トラブルび起さたら 











































5-2. 緊急時の対処法 


警告な 警告な名-警告内容 

PCS 警告巧* 

プ U クラッシュセーフティシステムの異常 
システムの異常時!^:^外にち、警告打び;欠のよラに作動します。 
-システムの作動時には、速い点滅でお知らせします。 

(一 P . 214) 

(点滅） •プ U クラッシュブレーキを OFF にすると点口します。 

UP. 215) 

-システムが一時的に使用でをないときに点灯します。 


PCS 


(^ P . 323) 


AFS 

OFF 


(点滅) 




国 


LKA 

(点滅） 


AFS OFF 表示巧* 

AFS (アダプティブフ□ントライティングシステム）の異常 


へッドライトオートレべリング警告な 

自動光軸調整システムの異常 

スリップ表示な 

• S - VSC システムの異常 
• TRC システムの異常 

-ヒルスタートアシストコント□ールシステムの異常 


LKA 表示巧* 

レーンキーピングアシストの異常 


(点嫩 


クルーズコント□ール 表示な 

クルーズコント□-ルシステムの異常 


ぶ 

(点滅) 


レータークルー ズ コント□—ル 表示巧* 

レーダー クルーズコント □ー ルシステムの異常 
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* :グレードなどで異なる装備やオプション装備 








































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

次の警告はそれぞれの対処ち法に従って処置し、警告打が消打するのを 
確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 
(警告ブザー)※ 1 

いずれかのドアまたはトラン 
クび確実に閉まっていない 

全ドアおよびトランクを閉める 


の 


燃料巧量警告な 

燃料の残量び約8 Ll ；! 下になっ 
た 

燃料を補給する 


A 

:運転齡 


運面席シートベルト 
非着用警告な 
(警告 ブザ—）※ 2 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


A 

谢手瞄 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告 ブザ—）※ 2 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用する 


ム 


マスターウォーニング 

システムの異常時にブヴーと 
共に点灯-点滅しマルチイン 
フォ > (ーシヨンディスプレイ 
上に警告;> (ッ セージを 表示し 
ます。 

-> P . 319 


1半ドア走行時警告ブザー： 

-^ P . 323 

2運転席*助手席シー S ベル S 非着用警告ブザー： 

運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速が約20 km / h 政上になると警告ブ 
ヴーが30砂間断続的に鳴0ます。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用の 
ままだと、ブヴーの音がかわ0 9日秒間鳴ります。 
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トラブルび起さたら 




































5-2. 緊急時の対処法 


口知識 

■助手席 シートベルト非 着用警告な の 柔員検知 センサーの 作動に ついて 

♦柔員びいなくてち、シートに荷物などを置くと、センサーび重量を検巧して 
警告巧び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび柔員を検巧せず警告なび作動しないことび 
あります。 


■パワーステアリング 警告む/警告 ブザーについて 

補機バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に 
警告灯び点灯し、警告ブヴーび鳴ることびあります。 

■速度警報 ブザーについて 

速度警報ブヴーを設定することびでをます。詳しくはトヨタ販売店にお問い合 
わせください。（一 P . 371) 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告むび点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。 

八ンドル操作び通常より重いとさは、パンドルをしっかりと持ち、通常より強 
く操作してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

警告メッセージび表示されたとまは 


マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示さ 
れた場合は、落ち着いて;欠のように対処してください。 

n マスターウォーニングライト 
マルチインフォメーションディス 
プレイに警告メッセージび表示さ 
れているとを、点な•点滅します。 

曰マルチインフォメーション 
ディスプレイ 



処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 


ただちに停車してください。 


警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告は、お車へ 
の損傷や思わめ危険を招くおそれびあることを意味しまず。ただちに安 
全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


エンジン 油圧不足 


ム 


エンジンオイル圧力の異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

エンジンオイルの圧力が異常に低いと表示されます。 


ハパリ、ンド. 
システムチェック 


八イブリツドシステムの異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 


ム 
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トラブルび起さたら 












































5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに点検を受けてください。 

警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告は、放置ず 
ると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障を巧くおそれびある 
ことを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


警告メッセージ 


警告内容 


田□ッウ是巧 
な動がま掩実にが-キンク'' 
フ''レーキをかけて下さい 


ム 


P ポジシヨン制御システムの異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

この場含は、ノ（ーキング □ ック機構が働かない可能性が 
あ0まず。 

駐車時は平坦な場所を選び、パーキングブレーキを確実 
にかけてください。また、"パワー"スイッチを日 FF に 
でをなくなることびあ0ます。この場含はパーキングブ 
レーキをかけると OFF にすることびでをます。 


ヘッドランブ 
システムチェック 


LED へッドライトシステムの異常* 

警告ブヴーび鳴0ます。 


(点滅) 


PCS 

システム于エック 


PCS (プリクラッシュセーフテイシステム） * の異常 


pno 1(点滅） 警告ブヴーび鳴りまず。 


ム 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 






























5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 



クリアランスソナー*の異常 

警告ブヴーが鳴0ます。 

異常のあるソナーが点滅して表示されます。 


クルーブ 
システムチェック 


の 


(点滅） 


レーダー クルーズコント □ー ルシステム*の定速制御 
モード異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

メインスイッチを一度日 FF にし、再度設定してくださ 
し、。 


ム 


クルーブ 
システムチェック 


(点滅） 


レーダー クルーズコント □ー ルシステム*の車間制御 
モード異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

；><インスイッチを一度日 FF にし、再度設定してくださ 
し、。 


ム 


ナビ•ブレーキアシスト 
システム于エック 


ム 


ナビ- ブレーキ アシストの異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

ナビ•ブレーキアシストについては「ナビゲーシヨンシ 
ステム取扱書」を参照してください。 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さたら 






































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


バワーステアリング 
システム于エック 


五 


パワーステアリングシステムの異常 

警告ブヴーび鳴0ます。 

八ンドル操作が通常より重いときは、八ンドルをしっか 
りと持ち、通常よ0強く操作してください。 


322 















5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

警告ブヴーと共に警告メッセージび表示されまず。次の警告はそれぞれ 
の巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確認してく 
ださい。 


警告メッセージ 

警告内容 

対処ち法 

を 


各ドアび確実に閉まってい 

ない 

"パワー"スイッチが日 N 
モードのとを、開いてる 
ドアが表示されます。 

各ドアが確実に閉まって 
いない状態のまま、車速 
び已 km / h をこえたとき 
にはブヴーが鳴0ます。 

各ドアを閉める 

r ンネット A 


ボンネットが確実に閉まっ 

ていない 

"パワー"スイッチが日 N 
モードのとき、表示され 

ボンネツトを閉める 
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トラブルび起さたら 




















5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 



ムーンルーフが 
開いています 


ム 


(点滅） 


バー キングブレーキを 
お除して下さい 


(©) 


PCS 


トランクが確実に閉まって 
いない 

"パワー"スイッチが日 N 
モードのとき、表示され 
ます。 


ムーンルーフ*び確実に閉 
まつていないげ態で"パ 
ワー"スイッチを OFF に 
して運転席ドアを開けた 

警告ブヴーが鳴0ます。 

パーキングブレーキが解除 
されていない 

パーキングブレーキをかけ 
たまま、車速が己 km/h 
をこえたとをには 


ム 


が点滅しブヴー 


PCS 

現を使用できません 


が鳴0ます。 

PCS (プリクラッシュ 
セーフティシステムまたは 
後方プリクラッシュセーフ 
ティシステム） * び現在機 
能していない 
•グリル、後方の専用力 
バーまたはセンサーがミち 
れている状態 

-システムの過熱保護のた 
め一時的に機能していな 
い状態 


トランクを閉める 


ムーンルーフを閉める 


パーキングブレーキを解除 
する 


’グリル、後方の専用力 
バー UP . 216, 221) 
またはセンサーの巧れを 
取0除< 

通常温度になるまでしば 
らく待つ 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 





































警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 



レ'—ター)ちれ 
清掃必要 


(点滅） 


クリアランスソナー#のセ 
ンサー部分のミちれ、かなど 
の付着 

警告ブヴーが鳴0ます。 
異常のあるソナーと車両 
マークが点滅して表示さ 
れまず。 


レーダークルーズコント 
□ール*のセンサー部分の 
巧れ、かなどの付着 

警告ブヴーが鳴0ます。 


巧れおよび氷などを取り除 

< 


ミちれおよび氷などを取り除 

< 


ム 


クルー ブ 

谓を巧用できまけん 


(点滅） 


レータークルーズコント 
□叫いの車間制御の測定 
不可 

警告ブヴーが鳴0ます。 


’走行モードを通常走行 
モードにかえる 
■ ワイパーを止がるか、 
オートまたは低速作動に 
かえる 


ム 




PCS (点滅） 


衝突の可能性び高い、また 
はプリクラッシュブレーキ 
* び作動している（プリク 
ラッシュ セーフ テイシステ 
ム *) 

警告ブヴーび鳴0ます。 


ブレーキで減速する 


:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 



(レーダークルー ズコント 
□ール=>=の車間制御中）衝 
巧のを険性 

警告ブヴーび鳴0ます。 


ブレーキを踏む 


し K 冉 

ソステムチェ、ンソ 


LKA * の異常 

LKA 卜点滅） 警告ブヴーび鳴ります。 


ま全な場所に停止後、八イ 
フ U ッドシステムを始動し 
直し、レーンキーピングア 
シストを再起動する 


ム 


LKA 

現な使用できません 


LKA 


LKA * の一時停止 

警告ブヴーが鳴0ます。 

-白線認識カメラび作動範 
囲外の高温状態 
■パワーステア U ングシス 
テムの作動制限中 


レーンキーピングアシスト 
を再起動する 



(LKA #制御中）車線離脱 
警報 

警告ブヴーが鳴0まず。 
白線または八ンドルマー 
クが点滅して表示されま 


道路状況を確認して安全な 
八ンドル操作で車両を車線 
内にちどす 


す。 


ハイブリッド 
システム過熱 


ム 


八イブリツドシステムの過 
熱 

警告ブヴーが鳴0ます。 


車両を停車して点検する 
UP . 3己目） 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


































警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


おか用を;せ巧を量ほ下 
G ) レンジ W 外で 
巧をします 


五 


駆動用電池の巧量がほ下 

警告ブヴーび断続して鳴 
0ます。 


(点嫩 


シフトポジションび N の 
状態では充電でさないた 
め、長時間停車するとをは 
シフトポジションを P に 
する 


おか用を;'也な譲モード 
凸レンジで 
S 化かして下さい 


五 


(点嫩 


長時間シフトポジションび 
N になっているため駆動 
用電池の巧量がほ下 

警告ブヴーび連続して鳴 
0ます。 


車両を動かす場合は、八イ 
ブ U ツドシステムを再始動 
する 


な幸時は百レンゾに 
入れて下さい 


五 


(点嫩 


A イブリツドシステムが始 
動している状態でシフトポ 
ジシヨンが P 1•ソがのとき、 
運転席ドアを開けた 

警告ブヴーび連続して鳴 
0ます。 


シフトポジションを P に 
する 


( B にジてづ 


五 


(点滅） 


シフトポジションが N の 
とさ、アクセルペダルを踏 
んだ 

警告ブヴーが連続して鳴 
0まず。 


アクセルペダルから足を離 
し、シフトポジションを D 
または R にする 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 


EV モードに現な 
切替できません 


EV ドライブモードに切り 
かえでをないが巧2にいる# 

警告ブヴーが鳴0ます。 
EV ドライブモードを使用 
でさない理由（暖機中/ 
電池充電不足 / EV 速度域 
超過/アクセル踏み過ぎ） 
の表示がでる場合びあ0 


EV ドライブモードが使用 
でさる状況になつてから使 
巧する 


ます。 


EV モードが 
解除されました 


<51!^ (3 回点滅) 


EV ドライブモードび自動 
解除されたX’ 

警告ブヴーが鳴0ます。 
EV ドライブモードを使用 
でさない理由（電池充電 
不足 / EV 速度域超過/ア 
クセル踏み過ぎ）の表示 
びでる場合があ0ます。 


しばら<走行する 


*^ EV ドライブモードの作動条件については、 P . 14目を参照してくださ 


い。 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 














5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置してください。 

次の警告は巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確 
認して < ださい。 


警告メッセージ 警告内容 


給油して下さい 


燃料の残量び 
約8 L し U 下になった 


対処方法 


の 


燃料の残量び 
約日 L しソ下になった ’X 


航 I 売巧旨 g 距離 

残りわずかです 


約12 L 政上燃料を補給する 
(^ P . 98) 


の 


マルチインフォメーシヨンディスプレイに航続巧能距離び表示され 
ている場合、メッセージび表示されまず。 





















5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置してください。 

八イプリツドシステム始動操作を行ったとを、次の警告び表おされた場 
合は、警告メッセージの表示状態に従ってそれぞれ処置してください。 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


補犧バッテリー 
(始動用）巧電不足 
职そ及害 sii 忍下さい 


補機バッテリーが巧電不足 


数秒後勺こ表示び消えたと 
さは 

約1日分！;|上、八イブ 
リツドシステムが作動し 
た状態を保持し、補機 
バッテリーを充電してく 
ださい。 


表示が消えないとさは 

「補機バッテ U —があびつ 
たとをは」 （^ P . 3已 0) 

の手順で八イブリツドシ 
ステムを始動してくださ 
し、。 




約6秒間表示されます。 


A 迂意 

■ r 補機バッテリー（始動用）巧電不足」びひんぱんに表示されるときは 

補機バッテ U —が劣化している可能性があります。その状態で放置してお<と、 
補機バッテ U —あがりを起こすおそれがあるため、トヨタ販売店で補機バッテ 
U 一の点検を受けて < ださい。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置してください。 

それぞれの巧処方法に従って処置し、警告メッセージび消なずるのを確 
認して < ださい。 


警告内容 

対処方法 

電モキーを携帯し 
ていないか、電テ 
キーび正常に作動 
しない状態で八イ 
ブ1」ツドシステム 

を始動しようとし 
た 

電子キーを携帯し 
て八イブ U ツドシ 
ステムを始動する 

"ノの一’’スイッ 
チび OFF 化外の 
状態で運転席外 
のドアび開閉され 
同柔者び電子キー 
を持ち出した 

電テキーを車内に 
ちどす 

シフトポジション 
び P の状態で 
"パワー"スイッ 

チを OFF にせず 

にキーを持ち出し 
たまま運転席ドア 
び開閉された 

"パワ ー" スイッ 

チを日 FF にする 

または電子キーを 
車内にもどす 


車内 車外 

唆化 敢化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告 ><ッ セージ 


1回 なし 



1回 3回 



キーが 

見つかりません 


キーが 

見つかりません 

























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車外 

敢化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


1回連続 


キーが 

見つかりません 

電源を 

OFF して下さい 


"パワー"スイッ 
チを日 FF にせず 
に、電子キーを外 
に持ち出してドア 
を施錠しようとし 


"パワ ー" スイッ 
チを日 FF にした 
あと、再度施錠す 
る 


(交互に表示） た 


(点滅) 


1回 なし 


キーが 

見つかりません 


(点滅) 


正規の電子 キーが 
車室内に無い状態 
で走行をはじめた 


車室内に電子キー 
びあるか確認する 


連続音なし 


百レンゾに 
入れて下さい 


(点滅) 


シフトポジション 
び P し U がの状態 
で、"パワー"ス 
イッチを OFF に 
せずに運転席ドア 
び開いた 


シフトポジション 
を P にする 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 車外 

草化 敢化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


連続音連続音 


百レンゾに 
入れて下さい 


キーが 

見つかりません 


(交互に表示） 
(点滅） 


ム 


1回連続音 


車室内に 
キーが あります 


ム 


(点滅） 


なし 連続音 


車室内に 
キーが ありまず 


ム 


(点滅） 


シフトポジション 
び P ながの状態 
で"バワ ー" ス 
イッチを OFF に 
せずに キーを 持ち 
出したまま運転席 
ドアび開閉された 


車内に電テキーを 
置いたまま、ス 
マートエント U - 
&スタートシステ 
ムでドアを施錠し 
よラとした 

車内に電テキーを 
置いたまま、フロ 
ントドアを開を、 
□ックレバーを 施 
錠側にしてドア八 
ンドルを引いたま 
まドアを閉めて施 
綻しよラとした 


シフトポジシヨ 
ンを P にする 
電子 キーを 車内 
に入れる 


車内から電テキー 
を取り出したあ 
と、再度施錠する 


車内から電子キー 
を取り出したあ 
と、再度施錠する 
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トラブルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車外 

敢化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 対処方法 


• カニカルキー 
で解錠して"パ 


1回 なし 


ブレーキをおみなげら 
キーでバワースイッチ 
に邮れて下さし1 


(点滅) 


ワー"スイッチ 
を 押した隙、車 
室内で キーを 検 
出でをなかった 
"パヮ ー" スイッ 
チを押したとを 
車室内で キーを 
検出でをないこ 
とが2回連続で 
続いた 


ブレーキを踏みな 
がら電子 キーで 
"パヮ ー" スイッ 
チにふれる 


1回 なし 


始動時は田レンゾに 
入れて下さい 


(点滅) 


シフトポジション 
び N の状態で八 
イブ U ツドシステ 
ムを始動しよラと 
している 


シフトポジション 
を P に入れてか 
ら八イブ U ッドシ 
ステムを始動させ 
る 


な回八イブ U ッド 


なし なし 


バ，ソデト保譲の為 
自資)電源 OFF しました 


自動電源 OFF 機 
能び作動した 


システム始動時に 
エンジン回転数を 
少し高めにし、約 
已分間その回転数 
を保持し補機バッ 


1回 なし 


牛'—パ、ン了ゾー 

残りわすか 


電子 キーの 
量び少ない 


テ U —を充電する 


電池残新しい電池と交換 
する（一 P . 298) 


ム 
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5-2. 緊急時の対処法 


車内 車外 

草化 敢化 

言口 言口 

ブヴーブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 

対処方法 

"パヮ ー" スィッ 
チが OFF の状態 
で運転席のドアを 
開閉してから八イ 
ブ U ッドシステム 

を始動せずに"ノく 
ワー"スイッチを 

アクセヴ U —モー 

ドに2回した 

ブレーキを踏んで 
"パワー"スイッ 

チを押す 

電モキーび正常に 
働かないとさの八 
イブ IJ ッドシステ 

ムの始動の方法で 
(一 P ' 348)"パ 
ワ ー" スイッチに 
電モキーをみれた 

フヴーが鳴ってか 
ら1日秒じ(内に 
"パワ ー" スイッ 
チを押す 


1回 なし 


化 巧巧は ブレーキを おみ 
なげら )りースイッチ 
を巧して下さい 


ム 


(点滅） 


白知識 


■ レーダークルーズコント□-ル =•= の車間制御中の警告表示について 

車間距離び短<てち、なのよラな場合は警告メッセージび表示されないおそれ 
びあ0ます。 

♦先行まと自車の車速び同じか先行車のちび速いとを 
•先行車び非常に低速で走行しているとを 
♦速度を設定した直後 
♦アクセルび踏まれたとを 


グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さたら 


















己- 2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。 

(タイヤについての詳しい説明は P . 264を参照<ださい） 

■ ジャツキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 

• P ポジシヨンスイツチを巧して、シフトポジシヨンを P にずる 
♦八イブ U ツドシステムを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 

■ 工具とジャッキ位置 
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5-2. 緊急時の対処法 


ジャッキと応急巧タイヤの取り出し方 



ラゲージマツトを持ち上げる 



フックを使ってラゲージマットを 
固定ずる 


こ —ジャッキの留め具を取りはずず 



ツールトレイを取0出ず 
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トラブルび起さたら 















































































5-2. 緊急時の対処法 





輪止め’ X をずる 


パンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪ラし 
ろ 

ち側 

左側後輪ラし 
ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


^輪止めは、トヨタ販売店で購入ずる 
ことびでをまず。 

ホイールキャップをはずず。 X ’ 

^1日インチアル云ホイールのみ 

傷び付くのを防ぐため、図のように巧 
などをきいて保護してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 



ナツトを少し（約]回転)ゆるめる 



ジャッキの曰部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける 



タイヤび地面か5少し離れるま 
で、車体を上げる 



ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取0はずず 

タイヤを直接地面に置くときは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にしまず。 
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トラブルび起さたら 































5-2. 緊急時の対処法 


[応急用タイヤの取り付け 



ホイール接触面のミちれをふさ取る 
ホイール接触面びミちれていると、走行 
中にナツトがゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれびあ0ます。 



STN52AL015 



応急用タイヤを取り付け、タイヤ 
びびたつかない程度まで手でナツ 
卜を仮締めする 

ナツトのテーバー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまでまねず。 


車体を下げる 
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5-2. 緊急時の対処法 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 巳0 k 有 f • cm ) 


周画[可 ずベての工具-ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 


巨知識 


■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
み使用してください。 

♦空気圧を必ず点検してください。 (^ P . 368) 

■雪道- 凍結路で前輪がパンクしたときは 

旧 HM I 後輪を応急用タイヤと交換する 


I 巧"团に I パンクした前輪をはずした後輪と交換する 
旧111 3 I タイヤチェーンを前輪に装着する 


A 警告 


■応急 用タイヤを使用ずるとをは 

♦お客様の おま専巧になっているため、他のまには使用しないでください。 
♦同時に 2つしツ上の応急用タイヤを使用しないでください。 

♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください。 

♦急 加速、急ブレーキ、急減ま、急旋回は避けて<ださい。 

■応急 用タイヤを収納ずるときは 

ボデーと応急巧タイヤとのあいだに、指などを挟まないよラに注意してくださ 


し、。 
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トラブルび起さたら 

















5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 

正確な車両速度び検出でをない場合びあ0、なのシステムび正常に作動しな< 
なるおそれびあります。 

•ABS 

♦ブレーキ アシスト 
• S-VSC 
•TRC 

♦クルーズ コント□ール* 

♦レーダー クルーズコント □ー ル* 

• レーンキーピングアシスト* 

•AFS * 

♦ク U アランスソナ ー* 

♦プ U クラッシュセーフテイシステム* 

♦ナビ ゲーシヨンシステム 
♦バック ガイドモニター 

■ 応急用タイヤ使用時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km / h しツ上の速度で走行しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高ま走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
びありを険です。 
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:グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 





A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取0扱いを誤ると、車び落下して重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

なのことをお守り < ださい。 

♦ジャ ッキはタイヤ交換-タイヤチェーン取り付け' 取りはずしし i (がの目的で使 
用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため、他の車に 
使ったり他の車のジャッキをお客様の車に使用した D しない 

• ジャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャ ッキで支えられている車の下に体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、八イブ U ッドシステムを始動させたり走ら 
せない 

♦車内に 人を乗せたまままを持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にちのを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さし i (上に上げない 
♦まの 下にちぐり込んで作業する場合は、ジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラ注意してくださ 
い。 





5-2. 緊急時の対処法 



A 警告 

■タイヤ 交換について 

♦走行 直後、ディスクホイールやフレーキまわりなどには触れないでください。 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦なの ことをお守りいただかないとナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

-ホイールの交換後はすぐに103 N ■ m (1 0已0 k 巨 f . cm ) の力でナット 
を締める 

-タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 
-ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異 
常びある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 
-ナットを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P . 2己 7) 


/?\迂 意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でも、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着時にくらべ車高び化くなっています。段 
差を柔りこえるとをはま意してください。 

■応急 用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

八イブリツドシステムが始動でをないとまは 


八イブリッドシステムび始動できない原因は状況によって異なりま 
ず。巧のことをご確認いただき、適切に対処してください。 

■正しい八イブリッドシステムの始動ち法 (^ P . 144) に従っ 
ても始動でをない 

次の原因び考えられまず。 

• 電モキーび正常に働いていない可能性びありまず。* 

(一 P ' 348) 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。給油してください。 

• イモビライヴーシステムに異常びある可能性びありまず。* 

(一 P ' 102) 

• P ポジション制御システムに異常びある可能性びありまず。* 
(一 P . 147, 320) 

• 電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びあり 
ます。異常の種類によっては、八イブ U ッドシステムを一時的な 
処置で始動することびできまず。（一 P . 289) 

* P ポジションから切りかえることびできない可能性びあります。 

■室内 I 灯-へッドライトび暗い/ホーンの音びルさい、または 
鳴らない場合 

次の原因び考えられまず。 

♦補機バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已 0) 

♦補機バッテ U - の夕ーミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■室内な-へッドライトが点なしない/ホーンが鳴5ない場合 

次の原因び考えられまず。 

• 補機バッテ U —のター S ナルびはずれている可能性びありまず。 
♦補機バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 3已 0) 

対処のち法びねか日ないとき、あるいは対処をしてち八イブ I 」ッドシステム 
び始動でをないとさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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トラブルび起さたら 



5-2. 緊急時の対処法 


I "緊急始動機能 

通常の八イブ U ッドシステム始動操作で八イブ U ッドシステムび始動し 
ないとさは、次の手順で八イブ U ッドシステムび始動ずる場合びありま 
す。緊急時じ(外は、この方法で始動させないで< ださい。 

l £3 M 1 1 I パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固圆[司"パワー"スイッチをアクセサ U —モードにずる 
屋团！司ブレーキペダルをしっかり踏んで"パワー"スイッチを約]已秒 
じ(上巧し続ける 

上記の方法で八イブ U ッドシステムび始動してを、システムの故障び考 
え5れます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンパープ レー トに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 
(一 P - 44) 



5-2. 緊急時の対処法 

電子キーが正ちに働かないとまは 


電子キーと車両間の通信がさまたげ5れたり（一 P. 已2)、電子キーの 
電池び切れたときは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンび使用できなくなりまず。このような場合、巧の手順 
でドアやトランクを開けたり、八イプリツドシステムを$台動したりず 
ることがでさまず。 


I ドアの砲綻-解錠、キー連動操作 

ドア 



メカニカルキー（一 P . 44) を使つ 
て次の操作びでをまず。（運転席ド 
アのみ） 

n 全ドア施錠 

曰ドアガラス- ムーンルーフび閉 
まる（まねし続ける）* 

且全ドア解錠 

□ ドアガラス- ムーンルーフび 開 
く（まねし続ける）* 


卜3夕販売店での設定びお要です„ 
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5-2. 緊急時の対処法 


モードの切りかえ、八イブリツドシステム始動の方法 


旧 HI 1 I ブレーキ ペダルを踏む 



電子キーのトヨタエンブレム面で、‘‘パ 
ワー"スイッチにふれる 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント U — &ス 
夕ートシステムび"バワー"スイッチ 
にふれた電子キーを正しく検知でを 
ず警告音び鳴0ます。 


店3111 3 I モードの切りかえ： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルから足を離し 
て"パワー"スイッチを巧しまず。スイッチを巧ずごとにモード 
を切りかえることびでさまず。（一 P .145) 

八イブ U ッドシステム始動： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかりと 
踏み込んで、"パワー"スイッチを巧しまず。 

処置をしてを作動しないとさは、トヨタ販売店にご連絡ください。 


曰知識 


イブリッドシステムの停止ち法 

通常の八イブ U ッドシステム停止のしかたと同様に、パーキングブレーキをか 
け、シフトポジションを P にして"パワー"スイッチを押します。 

I 電池 交換について 

ここで説明している八イブ1」ッドシステムの始動方法は一時的な処置です。電 
池び切れたとさは、ただちに電池の交換をおすすめします。 (^ P . 298) 
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己- 2. 緊急時の対処法 

補機パッテリーびあがつたとをは 


補機バツテリーびあがった場合、巧の手順で八イブリツドシステムを 
始動ずることびでさまず。 

ブースターケーブルと 12 V のバツテ U —付さ救援車びあれば、次の 
手順に従って、八イブ U ッドシステムを始動させることびでさまず。 



ボンネッ h を開けて、ヒューズボッ 
クスのカバーをはずす 

ツメを巧しなび5、フタを持ち上 
げてはずします。 


ヒューズボックス内の救援用端テ 
のカバーを開ける 

ツメを軽く引きなび5、カバーを 
開けます。 


3已〇 






























5-2. 緊急時の対処法 



n ホ色のブースターケーブルを自車の救お用端モにつなぐ 
0赤色のブースターケーブルのをラー方の端を救援車のバッテリー 
の+端テにつなぐ 

且黒色のブースターケーブルを救援車のノ（ッテ U —の一端テにつな 
ぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端を未塗装の金属部（図に 
おすよラな固定された部分）につなぐ 
国画互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車の補機バッテ U —を充電ずる 

居画1司救援車のエンジン回転を維持したまま、"パワー"スイッチを 
いったん ON モードにしてか b 八イブ U ッドシステムを始動 
する 

周画で READY インジケーターび点灯ずることを確認ずる。 

点なしない場合はトヨタ販売店にご連絡ください。 

国画で八イブリツドシステムび始動したら、ブースターケーブルを 
つないだとさと逆の順ではずず 


3已1 


トラブルび起さたら 


















































5-2. 緊急時の対処法 


国画互救援用端モカバーを閉じ、ヒューズボックスのカバーをちと 
どおりに取り付ける 

八イブリツドシステムび始動してを、早めにトヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 


口知識 

■ 補機バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■補機バッテリーあびりを防ぐために 

♦八イブ U ッドシステムび停止しているとをは、ライトやオーディオの電源を 
切って< ださい。 

♦巧おなどで長時間止まっているとをは、不必要な量装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■ 補機バッテリーげはずされたり、あげってしまった場合は 

"パワ ー’’ スイッチを OFF にしてすぐにバッテ U - 夕ーミナルを取りはずすと、 

ディスプレイ（ナビゲーシヨンなど）に関連する一部のデータび八ードディス 

クに正常に保存されないことびあります。詳しくはトヨタ販売店にお問い合わ 

せ < ださい。 

■ 補機バッテリーびあびったとをの留意事項 

♦補機バッテ1」 一 びあびった直後はスマートエント U - &スタートシステム 
によるドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワ 
イヤレス U モコン、またはメカニカルキーで解錠 • 施錠を実施してください。 

♦補機バッテ1」一びあびったあとの、最初の八イブ1」ッドシステム始動は失敗 
することびあります。2回目じ(降の八イブ1」ッドシステム始動は正常に動作 
しますので、問題ではありません。 
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5-2. 緊急時の対処法 


♦車両は常にパワースイッチの状態を記憶しています。補機バッテ U —あ 
びり時、補機バッテ U- 脱着後は、バッテ U- 包まずす前の状態に車両は復 
帰します。補機バッテ U- を脱着する際は、"パワ ー’’ スイッチを OFF にし 
てからおこなって<ださい。 

補機バッテ U —あびり前の"パワー’’スイッチ状態び不明の場合、補機バッ 
テ1」一接続時は特にミ主意してください。 

♦シフトポジションび P の状態で補機バッテ U —びあびった場合は、シフトポ 
ジション P から切りかえることびでをません。この場合ノキング□ックに 
より前輪び固定されているため、前輪を持ち上げないと車両の移動びでをま 
せん。 

♦補機バッテ U —を再接続したとさは、八イブ U ッドシステムを始動させ、ブ 
レーキペダルを踏み、シフトポジションびすべてのポジションに切りかえら 
れることを確認してください。 

I 補機バッテリーについて 

^P. 乙己9 

I 補機バッテリーの充電について 

補機バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品によ 
る消費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長 
期間放置すると、補機バッテ U —びあびって八イブ U ッドシステムを始動でを 
なくなるおそれびあります。（補機バッテ U —は八イブ U ッドシステムの作動中 
に自動で充電されます） 


トラブルび起さたら 


3 

已 

3 



5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの引义または爆発を防ぐために 

救援車のノ（ッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびあり 
危険ですので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブースターケーブルは 正しい端子しがりこ接続しない 

♦+ 端テに接続したブースターケーブルの先を付近のブラケットや未塗装の金 
属部に接触させない 

♦ブースター ケーブルは+側と一側の端子を絶巧に接触させない 

♦バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■ 補機バッテリーの取り扱いについて 

補機バッテ1」一内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関 
連部品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのこと 
を必ずお守りください。 

♦補 機ノ（ッテ U -を取り扱うときは保護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • 効民- 
車体に付着しないよラにする 

♦必要し:! 上、顔や頭などを補機ノ くッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の 
水で洗い、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の診断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあててお 

< 

♦誤って バッテ1」一液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察 
を受ける 

♦補 機バッテ1」一の支柱' ター=ナル' その他の関連部品の取り扱い後は手を洗 
ラ 

• お子さまを補機バッテ1」一に近付けない 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ 補機バッテリーあびりの処置をしたあとは 

早めにトヨタ販売店で補機バッテ U —の点検を受けてください。 

補機バッテ U —び劣化している場合、そのまま使い続けると補機バッテ U —か 
ら異臭ガスび発生し、乗員に健康障害をおよぼすおそれびありを険です。 

■ 補機バッテリーの交換について 

一 P. 270 


/?\迂 意 

■救援 用端子について 

この 車の救援用端テは、他の車から応急的に補機バッテ U —を充電するための 
ちのです。この救援用端テを使用して、他の車のバッテ1」一あびりを救援する 
ことはでをません。 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、冷却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分注意してください。 


トラブルび起さたら 


己 

已 

3 







己- 2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


巧のよラなとを、才ーパーヒートの可能性びありまず。 

• 高水温警告灯び点滅または点な：エンジンびオーバーヒートしてい 
る可能性びありまず。 

• 「八イブリッドシステム過熱」びマルチインフォメーションディス 
プレイに表示：パワーコント□ールユニットび過熱している可能性 
びありまず。 

手順にしたびってご対処ください。 


f 対処方法 

■ 高水温警告'灯び点滅または点なしたとを 

国圆[で車を安全な場巧に止め、ェアコンを止める 
周 画 [可 ェンジンルームから蒸気び化ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

八イブ U ッドシステムを停止ずる。蒸気び出な<なったら、注意 
してボンネットを開け、八イブ U ッドシステムを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

READY インジケーターび点巧した状態のまま、注意してボン 
ネットを開ける 

周 画 巧1 ラジェーター冷巧用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

高水温警告巧び消なしてから八イブ U ッドシステムを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐに八イブ U ッドシステムを停止して、トヨタ販売店に連絡ず 
る 
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5-2. 緊急時の対処法 



八イブリツドシステムび十分に;令 
えてから、冷却水の量やを却水ち 
れを点検ずる 

エンジンルームカバーを 取0はずす 
には UP . 吕 74) 



、ム 

/で 


;令却水び不足している場合は、 

却水を補給ずる。 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給してください。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■「 A イブリツドシステム過熱」びマルチインフオメーシヨンディ 
スプレイに表示されたとき 

柜311 11 I 巧をな場所に停車ずる 

國祖互八イブ U ッドシステムを停止し（"パワー"スイッチを1回巧し）、 
ボンネットを開ける 



八イブリツドシステムび十分に;令 
えてから、 ラジエーター コア部（放 
熱部）の冷却水ちれを点検ずる 
を量の;令却水われびある場合はただ 
ちにトヨタ販売店に連絡して<ださ 
し、。 
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トラブルび起さたら 

























































5-2. 緊急時の対処法 


パワーコント□ール ユニッ トの;令 
却水の量び U ヴーバータンクの 
" FULL " 让限）と " LOW " (下限) 
の間にあるかを点検ずる 

n " FULL " 让限） 

B " LOW " (下限） 


パワーコント□ール ユニッ トの;令 
却水び不足している場合は、冷却 
水を補給ずる 

冷却水びない場合は、応急措置として 
水を補給します。 


图 H 互八イブ U ッドシステムを再始動ずる（ブレーキペダルを踏みなび 
ら"パワー"スイッチを1回巧ず）。「八イブ U ッドシステム過 
熱」び消えていることを確認ずる 

消えていない場合は、八イブ U ッドシステムを停止して、トヨタ 
販売店に連絡ずる。 

早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 


0知識 

■才ーパーヒートとは 

オーバーヒートのとさ、お車に次のよラな症状が現れます。 

♦高水温警告口が点滅または点灯したり、八イブ U ッドシステムの出力が低下 
する 

♦エンジン ルームから 蒸気が出る 




♦マルチインフオメーシヨンディスプレイに「八イブ U ッドシステム過熱」が 
表示された 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ェンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦ェンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。ェンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦"パワー" スイッチ上のインジケーターと READY インジケーターび消灯して 
いることを確認してください。 

♦八 イブ U ッド車は、ガソ U ンェンジンび自動的に動を出したり、ガソ U ンェン 
ジンび停止していてち、を却フアンび急にまねり出すことびあります。ベルト 
やフアンなどの回転部分にふれたり、近付いた D すると、手や巧服'工具など 
び巻を込まれたりして、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦八 イブ U ッドシステムおよびラジェーター.補助タンクび熱いラちはラジェー 
夕ーキャ ップを開けないで < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重大な傷害を受け 
るおそれびあ〇を険です。 


/?\迂 意 

■を 却水を入れるときのま意 

八イフ1」ッドシステムび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

八イブ U ッドシステムび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、八イブ U ッ 
ドシステムび損傷するおそれびあります。 

■を 却系統の故障を防ぐために 

なのことをお守0< ださい。 

♦異物 用みやほこりなど）を;令却水に混入させない 
♦市販の; 令却水用添加剤を使巧しない 
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トラブルび起さたら 







己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けな 
くなったとさは;欠の方法で脱出してください。 

周画 m パーキングブレーキをかけ、シフトポジションを P にして八 
イブ U ッドシステムを停止ずる 
国画 互タイヤ前後の±や雪を取り除< 

周画 巧1 タイヤの下に木や石などをあてびラ 
国画互八イブ U ッドシステムを再始動ずる 

国！!互シフトポジションを確実に D または R にし、パーキングブ 
レーキを解除して注意しなびらアクセルを踏む 


口知識 

■シフトポジションを切りかえるとをは 

ブレーキペダルを踏み、車び完全に停止している状態で行ってください。 

U ジェクト機能び働き、シフトポジションの切りかえを無効にする場合や、自 
動的に N ポジションに切りかわる場合びあります。 


A 警告 

■脱出ず るときは 

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車、ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるとさは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびあ0を険です。 


360 








5-2. 緊急時の対処法 


A 迂意 

■ハイブリッド トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、必要しツ上にアクセルペダルを踏まないで<ださ 
い。 

♦上記の ち法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 





己- 2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車が止ま6な<なったとさの非常時のみ、む下の手順で車両を 
停止させてください。 

国画でブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける。 

ブレーキペダルを繰0返し踏まないでください。通常よ0強い力び必要 
とな0、制動距離わ長くな0ます。 

国画互シフトポジションを N にずる。 


シフトポジションび N になった場合 

国画!]減速後、車を安全な道路協に停める。 
固！！互八イブリツドシステムを停止ずる。 


シフトポジションび N にな5ない場合 

国画互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる。 



"パワー"スイッチを3秒 LU 上 
巧し続けて八イブ U ッドシステ 
ムを停止ずる。 


[ m 互車を安全な道路協に停める。 


A 警告 

■走 巧中にやむを得ず A イブリツドシステムを切るときは 

ブレーキの効をび悪くなると共に八ンドルび重くなるため、車のコント□ール 
びしにくくなりを険です。八イブ U ッドシステムを切る前に、十分に減速する 
よラにしてください。 
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ま両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンスデータ 
(指定燃料、オイル量 


など） . 364 

6-2. カスタマイズ機能 

ユーヴーカスタマイズ 
機能一覧 . 371 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（指定燃料、オイル量など) 


使用ずるオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左ちされま 
ず。トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類のご使用をお 
ずずめしまず。トヨタ純正オイル•液類む外を使用される場合は、卜 
ヨタ純正オイル-液類にホ目当ずる品質のものをご使用ください。 




指定燃料 

容量 [L] 慘考値） 

無給レギュラーガソ1」ン 

已已 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 




容量 [ L ] (参考値^1) 

銘柄 

エンジン 

オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 0 W -20 ^ 2 
一 API SM ， EC/ILSAC 白 F -4， 

SAE 0 W -20 

トヨタ純正モーターオイル SM 己 W -3 日 
一 API SM ， EC/ILSAC GF -4. 

SAE 己 W -30 

2 AZ 

-FXE 



トヨタ純正モーターオイル SM lOW -30 
一 API SM ， EC/ILSAC GF -4. 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 已 W -20 
——API S し EC SAE 已 W -2 日 

トヨタ純正モーターオイル SL 1日 W -30 
一 API S し EC SAE 1 日 W -3 日 

4.1 

4.3 


^1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンの暖 
機後に八イブリツドシステムを停止し、已分しツ上経過してか日レベルゲージで行つ 
て < ださい。 


^2 0 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルでず。 


車両仕様 


36已 












■指定エンジンオイル 

API 規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イルサッ 
クサーテイフィケーシヨン）マークびついていまず。 



□API マーク 

0 ILSAC CERTIFICATION マー 
ク 


■エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のオイルをご使巧ください。 


SAE 0W-20( 推奨 ) -X 


irrr 


rr 


SAE 10W-30 


-30 -20 -10 0 10 20 30 40 

外気温(で） mnii 


※〇 W -20 は新車時に充慎されている、最も省燃費性に優れるオイルで 


す。 


オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

• 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易になりまず。 

• 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。粘度の高い（数 
値び大さい）オイルは高速または重負荷走行に適していまず。 
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6-1 .仕様一 


1^7ソ 1— 夕— 


銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

ガソリン 

エンジン 

インバーター 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度3日％ -1213 
濃度己日％ -3 己て： 

7.3 

2.9 


I トランスミッション 


銘柄 

容量 [ L ] 

(参考値 X ') 

トヨタ純正オートフルード WS 

4.1 


* 交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


[ブレーキ 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜目 

踏み込んだとをの床板とのすを間' X 1 

82 


^1八イブ U ツドシステムび作動している巧態で、196 N (20 k 有りの踏力をかけたと 
さの床板とのすを間の最ル値 


■ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇 0 H 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力3日日 N (31 k 旨りのとさのノッチぶ2数 

8〜11 


2ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


I ウオツシヤー 


容量 [ L ] (参考値） 

へッドランプク U - ナー 

非装着車 

寒冷地仕様車を除く 

2.己 

寒冷地仕様車 

4.8 

へッドランプク U —ナー装着車 


I タイヤ • ホイール 


タイヤサイズ 

ホイール 

サイズ 

タイヤが;令えているとさの 
空気圧 

kPa ( k 旨/ cm 2) 

前輪 

後輪 

標準 

タイヤ 

20己/ 60 R 16 92 H 

16 x 61/2」 

230 (2.3) 

210 (2.1) 

21己/4己 R 18 8目 W 

18 x 7」 

250 (2 .己） 

230 (2.3) 

応急巧 
タイヤ 

T 1 吕己/ 70 D 17 102 M 

17 x 4 T 

420 (4.2) 
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6-1 .仕様一 


[電球（バルで 



電球 

W (ワット）数 


ヘッドライト（ディスチャージヘッドライト装着車） 
八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ー ビーム 

吕已 


へッドライト （ LED へッドライト装着車） 

八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ー ビーム 

LED * 


車幅な 

己 


フロントフォグライト（バルブタイプ； H 11) 

己己 

車外 

フ□ント方向指示兼非常点滅灯 

21 

サイドち向指示兼非常点滅な 

LED * 


U ャち向指示兼非常点滅な 

21 


制動な 

LED * 


尾灯 

LED * 


後退灯 

21 


U ヤフォグライト 

21 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号打 

己 


バニティライト 

8 


フ□ントインテ1」アライト/パーソナルライト 

8 


U ヤインテ U アライト 

8 

車内 

U モートタッチ照明 

LED * 

ドアカーテシー照明 

己 


トランクライト 

3.8 


足元照明 

LED * 


グ□ーブボックスライト 

LED * 


&に□は 、 Light Emitting Diodes (発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子 


です。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[車両仕様 


名称 

型式 

エンジン 

電動機型式 

駆動方式 

SAI 

AZK 10 

2 AZ-FXE 
(2.4 L ガソ U ン） 

2 JM 

FF (前輪駆動） 
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6-2 .カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覽 


お車には、設定を変更ずることび可能な数をくの装備がついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご蒂望の設定に変更ずることがでさま 
ず。 

また、ワイヤレスリモコン、ドライビングポジションメモ U - スイッ 
チ、マルチインフオメーションスイッチや、ナビゲーションシステム 
の画面操作^により設定を変更ずることびできる機能ちありまず。 

機能によっては、他の機能と連動して設定びかわるわのわあ0ます。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い合わせください。 

* ナビゲーションシステム画面でのカスタマイズ設定操作は、別冊「ナビゲーショ 
ンシステム取扱書」を参照ください。 


I ワイヤレスリモコンで車両カスタマイズ設定をずる 

ワイヤレス U モコンを使用して、スマートエント U -& スタートシステ 
ムで解錠でさるドアの設定を切り替えることびでさまず。切り替えの操 
作は車外（車両から ImLU 内）で行ってください。 

固画田"パワー"スイッチを OFF にずる。 

1631811 21丰 一 表面のインジケ ー タ ー び点滅していないのを確認後、 Q ボ 
タンと同時に3または 一 のいずれかを約已砂巧し続け 
る。 

操作を行ラごとに次の表のよラに設定び切り替りまず。（続けて切り替え 
操作を行ラ場合は、ボタンから手を離したあと、已砂じ(上間隔をあけて 
から手順2を行ってください。） 


車両仕様 
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日- 2. カスタマイズ機能 


マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ表示 

解錠でをるドア 

ブヴー音 


i 

1 


運転席のドア八ンドルを 
握ると運転席のみ解錠 

助手席のドア八ンドルを 
握ると全席解錠 

ま外："ピピッ" （3 励 
車内：。ポーン "（ 1回） 



B 


いずれかのフロントドア 

八ンドルを握ると全席解 
錠 

車外："ピピッ" （2 刚 
車内："ポーン "（ 1回） 


オートアラームの誤作動防止のため、設定切りかえ後はいったんワイヤ 
レス U モコンで解錠し、ドアを開閉してください。 （3 ボタンを巧して 
30 秒し U 内にドアを開けなかった場合は、ドアび再び施錠されオートア 
フーム設定されまず。） 

オートアラームび作動し警告び鳴ってしまったとさは、作動を停止ずる 
操作を行ってください。（一 P .103) 


I ドライビングポジションメモ U - スイッチで車両カスタマイズ設定をずる 

ドアの解錠とドライビングポジションメモ U —を連動させるには、お巧 
みのポジションをあらかじめドライビングポジションメモ U —スイッチ 
の1または2のいずれかのボタンに登録しておさまず。 

登録させたいキーのみ携帯してください。車内にキーび2つじ(上あると、 
正確に登録でさません。 

固圆[でシフトポジションを P にし、運転席ドアを閉めて、"パワー"ス 
イッチを ON モードにずる。 
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日- 2. カスタマイズ機能 



1または2のラち連動させたいボ 
タンを巧してポジションを呼び出 
す。呼び出したら、そのボタンを 
巧しなびら、ドア□ックスイッチ 
の施錠側または解錠側をブヴーび 
鳴るまで巧ず。 

スマ ー ト エン ト|」 一&スター トシス 
テムまたはワイヤレス U モコンでド 
アを解綻して運転席ドアを開けると、 
ドライビングポジシヨンび呼び出さ 
れます。 


曰知識 


I ドアの解錠との連動を解除ずるには 

お Ml 1 I "パワー"スイッチを ON モードにし、運転席ドアを閉める 

お Ml 2 1 " SET " ボタンを押しなびら、ドア□ックスイッチの施錠側または解錠 
側をブヴーび鳴るまで押す 


マルチインフ オメーシヨ ンスイッチで車両カスタマイズ設定をずる 


マルチインフォメーションスイッチを操作して、お車の装備の設定を変 
更することびでさまず。 

機能の設定変更を行ラ前に、安全に操作ずることびでさる場所に停車し 
て、パーキングブレーキをしっかりとかけ、 P ポジションスイッチを巧 
してシフトポジションを P にずる。 



DISP ボタンを巧して、マルチイ 
ンフオメーシヨンディスプレイに 
「セッティング」画面を表示ずる 
(一 P ' 1日日） 
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日- 2. カスタマイズ機能 



DISP ボタンを押し続ける 

設定項目の選択画面が表示されます。 


Ieco インソ クーター I 


戻る 


に C 0 インジケーター」を選択し、 
DISP ボタンを押し続ける 

D に P ボタンを押すたびに、カーソル 
び次の項目へ移動します。 


STN62AL002 


iSSf 


0 ON 
み OFF 



設定を変更する 

D に P ボタンを巧すと カーソルび 移動 
します。 

目的の項目に カーソルを 含わせ、 
D に P ボタンを押し続けると、設定が 
変更され、 null] の画面にちど0ま 
す。 

「戻る」を選択して DISP ボタンを 
巧し続ける 

leaiiai11 の画面にちどります。 


STN62AL004 
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日- 2. カスタマイズ機能 


t 車両カスタマイズ設定 一覧 

n ナビゲーシヨンシステムの画面操作で設定変更可能 
0車両のスイツチ操作で設定変更巧能 

(それぞれの設定操作については P . 371を参照< ださい。) 
且トヨタ販売店で設定変更巧能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

旦 

且 

ドア□ック 

UP . 60. 

348) 

メカこカルキーによる 

解錠 

1回で全 
ドア解錠 

1回で運 
転席ドア 
解錠、連 
続2回で 
全ドア解 
綻 

〇 

— 

〇 

車速感応式自動ドア 
□ック 

あ 0 

なし 

〇 

— 

〇 

シフトポジションを 

P じ1がにしたとさの 
全ドア施錠 

なし 

あ 0 

〇 

— 

〇 

シフトポジションを 

P にしたとさの全ド 

ア解錠 

あ 0 

なし 

〇 

— 

〇 

運転席を開けたとさの 
全ドア自動解錠 

なし 

あ 0 

〇 

— 

〇 

スマートエント 

U —&スタート 
システム、ワイ 

ヤレスドア□ッ 

ク （^ P . 47， 

己 8) 

作動の合図（非常点滅 
灯） 

あ 0 

なし 

〇 

— 

〇 

半ドア警告 ブヴー 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

作動の合図音量 
(ブヴー音量調整） 

レベル 7 

日 FF 〜 
レベル 6 

〇 

— 

〇 

解錠後、ドアを開けな 
かったとをの自動施錠 
までの時間 

3 日 秒 

6 日 秒 

— 

— 

〇 

12 日 秒 
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日- 2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

B 

B 

スマートエント 

U —&スタート 
システム 

UP . 47) 

解錠ドアの選択 

全席 

運転席 

〇 

〇 

〇 

スマートエント U — Si 

スタートシステムの作 

動 

あ0 

なし 

〇 

— 

〇 

連続してでさる施錠操 
作の回数 

2回 

無制限 

— 

— 

〇 

ワイヤレスドア 
□ック 

UP . 己 8) 

ワイヤレスの作動 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

解綻時の操作 

1回で全 
ドア解錠 

1回で運 
転席ドア 
のみ解錠、 
連続2回 
で全ドア 
解錠 

〇 

— 

〇 

トランクを開ける 

長押（短） 

短押し 

— 

— 

〇 

2回押し 

— 

— 

〇 

長押（長） 

— 

— 

〇 

禁止 

— 

— 

〇 

ライト自動点 
口 -消灯システ 
ム 

UP . 172) 

ライトセンサーの感度 
調整 

標準の） 

-2 〜2 

〇 

— 

〇 

暗さを検ミ日してからラ 
イトを点灯するまでの 
時間 

標準 

長め 

— 

— 

〇 
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日- 2. カスタマイズ機能 


:グレードなどで異なる装備やオプション装備 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

B 

B 

イル5ネーシヨ 

ン （^ P . 230) 

消打までの時間 

1已秒 

OFF 

〇 

— 

〇 

7. 已秒 

吕日秒 

"パワー"スイッチ 

OFF 後の照明の点灯 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

解錠時の照明の点な 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

接近時の照明の点灯 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

足元照明の点な 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

U モートタッチ照明の 
点な 

あ 0 

なし 

— 

— 

〇 

メーター 
(一 P .161) 

メーターなどの明るさ 
を、周囲におわせ自動 
減光するセンサーの感 
度 

標準 

-2 〜2 

〇 

— 

〇 

自動減光したメーター 
などの明るさを元にも 
どすセンサーの感度 

標準 

-2 〜2 

〇 

— 

〇 

速度警告ブヴー 

なし 

あ 0 

— 

— 

〇 

エコ ドライブ 
モード 
(^ P . 1己 4) 

エコ ドライブモード時 
に暖房/;令房の作動を 
抑无る 

する 

しない 

— 

— 

〇 

フ□ントシート 

UP . 67) 

降車時の運転席シート 
移動量調節* 

少なめ 

OFF 

〇 

— 

〇 

標準 
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日- 2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

且 

且 

エアコン 

(ナビゲーシヨン 
システム取扱説 
明書参照） 

AUTO スイッチが日 N 
のとさ、連動して外気 
導入と内気循環を自動 
的に切りかえる 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

AUTO スイッチを日 N 
にしたとを、 A/C (エ 
アコン）スイッチが連 
動して ON になる 

する 

しない 

〇 

— 

〇 

エコドライブイ 

ンジケーターラ 
ンプ 

UP. 168) 

エコドライブインジ 

ケーターランプの作動 

ON 

OFF 

— 

〇 

〇 

ク U アランスソ 

ナ ー* 

(ナビゲーシヨン 
システム取扱書 
参照） 

ブヴー音量設定 
(ブヴー音量） 

3忡） 

1(ル） 
〜已（大） 

〇 

— 

〇 

ソナー表示 

(ノーマルク U ソナ時 

表示の切0か文） 

すべて 

表示 

ソナー 
表示なし 

〇 

— 

〇 

画面表示ブヴータイ 

5ング （ U ヤセンター 
センサー報知距離） 

遠い 

近い 

〇 

— 

〇 

障害物との距離び3 
秒間し U 上変化しないと 
をの合図（ブヴー） 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

シフトポジションを N 

にしたとさの合図 
(ブヴー） 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

シフトポジションび P 
または R1； (がのとを 
に作動するセンサーの 

変更 

フ〇ント 
コーナー 

1」ヤ 

センター 

U ヤ 

コーナー 

— 

— 

〇 
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:グレードなどで異なる装備やオプション装備 



















日- 2. カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

□ 

且 

且 

パヮーウインド 
ウ (^ P . 90) 

ドアキー連動開閉機能 

なし 

あ0 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン連 
動開閉機能 

なし 

あ0 

— 

— 

〇 

ワイヤレス1」モコン連 

動作動合図（ブヴー） 

あ D 

なし 

— 

— 

〇 

ドライビング 

ポジション 

メモ U -* 

(一 P ' 72) 

スマートエント U — Si 

スタートシステムでド 

アを開けたとさのドラ 
イビングポジションの 
呼び出し対象ドアの選 
択 

運転席 

全席 

— 

〇 

〇 

ムーンルーフ* 

UP . 93) 

ドアキー 
連動開閉機能 X ’ 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

ドアキー連動作動時の 
開閉部位 

スライド 

のみ 

チルトの 
み 

— 

— 

〇 

ワイヤレス U モコン連 
動開閉機能 ’X 

あ0 

なし 

— 

— 

〇 

ワイヤレス1」モコン連 

動作動時の開閉部位 

スライド 

のみ 

チルトの 
み 

— 

— 

〇 

U ヤサンシエー 

ド* 

UP . 248) 

U バース連動機能が作 
動するまでの時間 

日.7秒 

OFF 

— 

— 

〇 

0秒 

— 

— 

〇 

0.目秒 

— 

— 

〇 

1 .2 秒 

— 

— 

〇 

1」バース連動機能 

あ D 

なし 

— 

— 

〇 

ドア5ラー 

UP . 85) 

オート電動格納作動* 

ドアの施 
錠.解錠 
と連動 

なし 

— 

— 

〇 

"パヮ ー" 
スイッチ 
と連動 


& :ワイヤレス U モコンまたはドアキーでのパワーウインドウ開閉が可能なときのみ設 
定できます。 


本 


グレードなどで異なる装備やオプシヨン装備 
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日- 2. カスタマイズ機能 


曰知識 


■ま雨カスタマイズについて 


• r 車速感応式自動ドアロック」と「シフトポジシヨンを P 1；(州こしたときの全 
ドア施錠」を両方とも「あり」にした場合なのよラに作動します。 

•シフトポジシヨンを P 1；(外にすると全ドア施錠されます。 

-全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応式自動ドアロックは作動 
しません。 

-発進前にいずれかのドアロックを解錠してから発進した場合は、車速感応 
式ドア□ックび作動します。 

♦スマートエント U —&スタートび「しない」の場合、「解錠ドアの選択」の 
設定はでさません。 

♦解錠後、ドアを開けなかったとさの自動施錠び作動したとさの合図は、「作 
動の合図（非常点滅な)」-「作動の合図音量（ブヴー音量の調整)」の設定に 
依存します。 


■次の状態になるとマルチインフォメーシヨンスイッチ操作でのカスタマイズ 
モードび自動のに終了しまず。 

♦カスタマイズモード画面表示後に警告メッセージび表示された。 

♦"パワー’’スイッチび OFF になった。 

-カスタマイズモード画面表示中に走行し始めた。 


A 警告 

■カスタマイズを 行うときの警告 

八イブ U ッドシステムを始動した状態で操作を行5ため、車庫内など囲まれた 
場所では、十分に換気をして<ださい。換気をしないと、排気ガスび充満し、排 
気ガスに含まれる一酸化炭素 （C0) により、重大な健康障害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 
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6-2. カスタマイズ機能 


A 汪意 

■カスタマイズを 巧うときは 

補機バッテ U -あびりを起こす可能性びありますので、確実に八イブ U ッドシ 
ステムび作動している状態で実施してください。 
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6-2. カスタマイズ機能 
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さ < いん 


略語一覧 . 384 

五十音順さくいん . 38己 

症状別さくいん . 399 

八イブリツドさくいん . 402 


次の装備は、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をお読み<ださい。 

- GPS ボイスナビゲーシヨン 
-オーディオ&ビジュアル 
-エアつン 

- U ヤウインドウデフ ォッ ガー 
• ラーヒーター 
- バックガイド モニター 
-ワイド ビュー フ□ント モニター 
-ク U アランスソナー 
- ETC システム 
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略語一覧 

アルフアベツト略語一覧 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

ABS 

アンチ□ックブレーキシステム 

AFS 

アダプティフフ□ントライティングシステム 

ECO 

エコノ 5— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコントロールユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

ETC 

エレクト□ニックトールコレクション 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

LKA 

レーンキーピングアシスト 

PCS 

プ U クラッシュセーフティシステム 

SRS 

ヴプ u>< ンタルレストレイントシステム 

S-VSC 

ステア U ングアシステッドビークルスタビ U ティ 
コント□ール 

TRC 

トラクションコント□-ル 

VSC 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


^ア-ムレスト 

運転席アームレスト ............... 23目 

U ヤセンターアームレスト .... 247 

アウターミラー 

調整 . 85 

S ラーヒーター . 88 

アクセサリーソケット . 244 

アクティブへッドレスト . 69 

足元照明 . 230 

アダプティブフ□ントライティング 

システム （ AFS ). 173 

アンチ□ックブレーキ 

システム （ A 巨 S ). 208 

アンテナ . 49, 2曰3 

の EV ドライブモード . 149 

イグニッシヨンスイッチ 

パワースイッチ . 144 

イベントデータレコーダー 

( EDR ). 20 

イモビライヴーシステム . 102 

イル S ネーテッドエントリー 
システム 

作動について...……………………23 ] 
点丹する部位………………………230 
ユーヴーカスタマイズ機能.…37已 

インジケーター . 164 

インテリアライト（室内'な） 

W 数 . 369 

スイッチ . 231 

インナー S ラー . 84 


巧 ウインカ-访向指示灯） 

W 数 . 3曰9 

スィッチ . 158 

電球の交換 . 276 

方向指示レバー . 158 

ワッ t ' 数 . 369 

ウインドウ 

ウオッシヤー . 179 

パヮーウィンドウ . 90 

ウインドウ□ックスイッチ . 90 

ウオーニングライト（警告巧）.…314 

ウオッシヤー 

液の補充 . 300 

スィッチ . 179 

タンク容量 . 368 

冬の前の準備-点検 . 226 

運転 

環境に配慮した運転 . 136 

寒;令時の運転 . 226 

正しい姿勢 . 106 

手順 . 134 

運転席アームレスト . 吕3巨 

運転席シートベルト 

非着用警告丹 . 317 

運転席トレイ . 241 

運転席横小物入れ . 240 

白ェァコン※ 

エァバッグ 

一般的な警告 . 113 

SRS エァバッグ . 108 

おモさまのためのミ主意 . 113 

カーテンシールドエアバッグに 
関する警告 . 113 
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五十音順さ < いん 


カーテンシールドエアバッグの 


作動条件 . 110 

改造-廃棄について . 116 

警告な . 315 

サイドエアバッグに 

関する警告 . 113 

サイドエアバッグの 

作動条件 . 110 

作動条件 . 109 

正しい姿勢… ............................ 106 

配置....……….......…………….......108 

フ□ント SRS エアバッグの 

作動条件 . 109 

エコドライブインジケーター ..... 136 

エネルギーモニター . 34 

エレクトリックパワー 

ステァ IJ ング (EPS). 208 

エンジン 

イグニッシヨンスイッチ ........ 144 

エンジンびかからない . 34巳 

エンジン警告な . 315 

エンジンスイッチ . 144 

エンジンルームカバー…………274 
オーバーヒート ....................... 3已目 

かけち..……. . 144 

警告な……………… ............... … 3] 已 

八イブ U ッドシステムの 
始動方法..… ... 144 

パワー（イグニッシヨン） 

スイッチ ... 144 

ボンネット . 吕巨9 

エンジンイモビライザー 
システム . 102 


エンジンオイル 

冬の前の準備-点検 . 226 

油圧警告表示…… . 319 

容量...….... ... 吕巨已 

エンジンスイッチ 

操作方法 . 144 

なオィル 


油脂類の容量と銘柄 ........ 

........ 吕色已 

応急巧タイヤ（スペアタイヤ） 

空気圧 . 

368 

収納場所 . 

........ 336 

取り化しち . 

337 

スペアタイヤ . 

336 

オーディオ* 


オーディオ&ビジュアル※ 


オートアラーム . 

........ 103 


オートレべリングシステム 

作動について . 174 

才ーバーヒート（エンジン） ........ 356 

オープナー 

給油 □. 98 

トランク . 63 

ボンネット . 269 

オープントレイ . 241 

お子さまの安全のために 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 曰0 

エアバッグに関する警告 ........ 113 

おモさまのシートベルト着用 ...79 
おモさまを乗せるとさの 

警告 . 62, 79 

キーの電池に関する警告 ........ 2曰曰 

シートベルトに関する警告 ....... 80 

子供専用シート . 117 

チャイルドシート . 117 
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五十音順さ < いん 


チャイルドシートの固定.. ...... 126 

チャイルドプ□テクター.……….目] 
電子キーの電池に関する 

警告 . 2曰9 

トランクに関する警告 . 巨已 

発炎筒の取り扱いに関する 

警告 . 308 

バッテリーに関する警告 ........ 3已4 

パワーウインドウに 
関する警告.. .............................92 

ムーンルーフに関する警告. ...... 96 

オドメーター（積算距離計） ....1 S 1 

が 力-テンシ-ルにアバッグ ..... 108 

外気温表示 . 168 

回生ブレーキ . 26 

買い物フック . 253 

カスタマイズ機能 . 371 

ガソリンスタンドでの情報 . 404 

カップホルダー . 237 

ガレージジャッキ . 272 

環境に配慮した経済的な運転の 

しかた . 136 

善を時の運転 . 2吕6 

白キ- 

イ グニッションスイッチ... 
エンジンスイッチ...……….. 

キー . 

キーナンバー . 

キーナンバープレート ....... 

キーの構成 . 

キーの電池び切れた . 

キーレスエント U — . 

キーレスエント U — 

(ワイヤレスドア□ツク） 


キーを無くした . 347 

電子キー . 44 

電モキーび正常に働かない….348 

電モキーの作動範囲 . 50 

電モキーの電池び切れた . 348 

電池交換 . 2曰8 

；><カニカルキー . 44 

ワイヤレスドア□ック . 已8 

ワイヤレス U モつン . 已8 

給油 □. 98 

緊急時の対応 

イベントデータレコーダー ....... 20 

エンジンびかからない . 34已 

オーバーヒートした . 3已日 

キーの電池が切れた . 348 

キーを無くした . ………….347 

緊急用フック ....310 

警告なびついた ... ..314 

警告メッセージび 

表示された . 319 

けん弓 I . 30曰 

故障したとさは . 304 

車両を緊急停止する . 362 

スタックした . 360 

電モキーび正常に働かない….348 

電モキーの電池び切れた . 348 

八イブ U ッドシステムび 
始動でをない ......................... 34已 

発が筒...…………………… . 307 

パンクした . 33日 

非常点滅灯 . 30日 

補機バッテ U —びあがった… .3 已〇 

緊急停止システム . 30 

緊急ブレーキシグナル .2 Q 9 


144 
144 
44 
44 
44 
44 
348 
巳8 


巳8 

^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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五十音順さ < いん 


Q 空気圧（タイヤ） . 368 

区間距離計 

(トリップメーター） . 161 

駆動用電池冷却巧吸入 □. 30 

量り取りスイッチ& 

クリアランスソナー ’X 
クルーズコント□ール 

クルーズコント□ール . 185 

レーダークルーズ 

コント□—ル.. . 189 

グ□ーブボックス . 234 

ra 計器（メ-夕-) 

マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ..……………....…168 

メーター . 161 

警音器（ホーン) . 160 

警告な 

A 巨 S .3] 已 

ABS &ブレーキアシスト ...... 315 

AFS OFF . 315 

LKA 表示灯 . 31巳 

PCS 警告口 .3] 已 

SRS エアノくツグ . 315 

S-VSC .3] 已 

アンチ□ックプレーキ 

システム （ ABS ).3] 已 

エンジン . 315 

エンジン冷却水温 . 315 

クルーズコント□ール .3] 已 

高水温警告な . 315 

シートベルト非着用 . 317 

充電 . 314 

水温 . 3 ] 已 

ス U ップ表示灯 . 31巳 

燃料残量 . 317 


パワーステアリング 

( P / S ). 31已 

半ピア . 317 

半ドア警告灯 . 317 

プ U クラッシュセーフテイ 

システム . 吕1已 

プ U テンシヨナー . 31已 

ブレーキ . 吕1已 

ブレーキアシスト . 31已 

マスターウオーこング . 317 

レーダークルーズ 

コント□ール .3] 已 

警告表示 

EV ドライブモード ....... ……….323 

LED へッドライト . 320 

LKA . 323 

エンジンオイル圧力 . 319 

キー . 331 

ク U アランスソナー ..... 320, 323 

ピア . 323 

トランク . 323 

ナビ-ブレーキアシスト ........ 320 

八イブ U ッド 

システム . 31日，323 

パーキングブレーキ . 323 

バッテ U -. 330 

パワーステアリング . 320 

プ U クラッシュセーフテイ 
システム ( PCS ).......320. 323 

ボンネット . 323 

ムーンルーフ . 323 

レーダークルーズ 
つント□-ル .320. 323 
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五十音順さ < いん 


警告ブザー 

シートベルト非着用……………317 
パーキングプレーキ 

未解除走行時 . 314 

パワーステアリング .3] 已 

半ドァ . 317 

ブレーキ . 314 

U バース .] 已已 

化粧用（バニテイ）ミラー . 243 

けん弓I . 309 

曰交換 

キーの電池.…………………………2日8 
タイヤ…….…….…………………… . 33巨 

電球 . 276 

電子キーの電池 . 298 

ヒューズ . 289 

工具（ツール) . 336 

航続可能距離 . 168 

後退灯（バックアップライト） 

W 数 . 369 

電球の交換 . 278 

ヮット数…. ............................... 3巨9 

高電圧部位 . 29 

固縛用フック . 310 

後方プリクラッシュセーフテイ 

システム . 221 

コーションラベル . 29 

子供専用シート . 117 

ル物入れ . 240 

コンソールか物入れ . 241 

コンソールボックス . 23曰 


巧 サ-ビスプラグ . 29 

サイドエアバツグ . 108 

サイドターンシグナルライト 

W 数……..………………. . 369 

電球の交換 . 276 

レノく一 . 158 

ワット数 . 369 

サイドち向指示兼非常点滅巧 

W 数 . 369 

レノく一 . 158 

つット数 . 369 

サイドち向指示灯 

W 数………. .. 369 

スイッチ . 1已8 

電球の交換 . 276 

レノく一.………… . 1已8 

方向指示レバー . 1已8 

ワット数 . 369 

云角表示板収納スペース . 254 

サンシェード 

U ヤ . 248 

ルーフ . 94 

サンバイザー . 242 

n シ-卜 

シートヒーター . 24已 

シートの調整 . 67 

シートの調整に関する警告 ..... ..71 

正しい姿勢 . 106 

チヤイルドシートの固定 ........ 126 

調整 . 67 

調整に関する警告 . 71 

手入れ . 260 

ドライビングポジション 
メモリー . 72 
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五十音順さ < いん 


フ□ントシー .. 

...67 


ジャッキ 


フ□ントシートの調整 . 

...67 


ガレージジャッキ . 

…272 

フ□ントシートの調整に関する 


車載ジャッキ . 

…336 

警胃 . 

...71 


タイヤ交換 . 

.....336 

へッドレスト . 

...74 


ジャッキ八ンドル . 

.….336 

シートヒーター . 

24己 


車幅打 


シートベルト 



W 数 . 

…369 

お子さまの着用 . 

...79 


電球の交換 . 

…27巨 

緊急時シートベルト固定機構 

...79 


ライトスイッチ . 

…172 

シートベルト警告な..……. ...... 

317 


ワット数 . 

..... 369 

シートベルト 



車両カスタマイズ機能一覧.… 

.….37已 

プ U テンショナー .. 

...78 


車両型式 . 

.….370 

清掃-手入れ ..... 

260 


車両仕様（スペック） . 

…364 

高ホの調整 

77 


車両接近通報装置 . 

. 25 

正しい着用...……………..........… 

...77 


車両データの記録 . 

.…….19 

チャイルドシートの固定 ........ 

126 


収納装備 . 

.….吕33 

mm . 

...77 


瞬間燃費 . 

.….169 

妊娠中のでの着用 . 

...79 


助手席シートベルト 


非装着^告巧 . 

317 


非着用警告巧 . 

.….317 

プ U クラッシュシートベルト 

...78 

旦 



プ U テンショナー警告な ........ 

3] 已 

スイッチ 


事故が発生したとさは . 

...32 

AFS OFF. 

…173 

室内巧（インテリアライト） 



OPEN' CLOSE * 


(ルームライト） 



TILT* 


W 数.……… .. 

369 


アウター = ラー . 

8巳 

インテ1」アライト . 

23] 


イグーッシヨン . 

…144 

パーソナルライト.……………… 

23] 


ウインドウ□ック . 

90 

スイッチ…. .. 

23] 


ェァコン※ 


ワット数 . 

369 


エンジン . 

…144 

シフトレバー（チェンジレバー) 



オーディオ*^ 


トランスミッション . 

]已2 


ク U アランスソナ ー** 


車速 



クルーズコント□-ル ...... 

…]8已 

スピードメーター . 

161 


車両接お通報一時停止 ...... 

2已 

平均車速 . 

169 


電話& 

ドァ□ック . 

60 
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五十音順さ < いん 


卜ーク※ 

ノ、ザード'ライト . 306 

パヮーゥィンドゥ . 90 

J の一 (イグニッシヨン） ...... 144 

パーソナルライト .23] 

非常点滅灯 . 306 

フォグライト . 175 

プ IJ クラッシュブレーキ 

OFF . 215 

フ□ントフォグライト ............ 175 

S ラーヒーター※ 

ラィト . 172 

U ヤウインドウデフォッガー& 
レーダークルーズ 
コント□ール..……………....…189 
ワイドビューフロント 
モニターメイン X ’ 

ワイパー&ウォツシヤー . 179 

スタック 

スタックした . 360 

ステアリングアシステッドビークル 
スタビリティコント□ール ....... 208 

ステアリングホイール（八ンドル） 

liM ............................................. 82 

パワーステア U ング警告灯... .3] 巳 
ストップライト 

W 数 .. . . . . 3巨曰 

電球の交換………………………… . 28目 

ヮット数 . 369 

スピードメーター（速度計） ....... 161 

スペアタイヤ（応急巧タイヤ） 

応急用タイヤ . 336 

空気圧 . 368 

収納場所 . 33日 

スペアタイヤ . 336 


スペック（車両仕様） . 364 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンスイッチ . 144 

エンジンの始動 . 144 

カスタマイズ機能 . 37已 

作動範囲 . 已〇 

スイッチ . 144 

正常に働かない . 348 

節電機能 . .....己] 

ドアの施錠-解錠 . 47 

トランクを開ける . 47 

八イブ U ッドシステムの 
始動. ... 144 

ち清掃 

が装…. . 2已巨 

シートベルト . 261 

内装 . 260 

制動灯 

\N 数 . 369 

電球の交換 . 286 

ヮッ t ' 数 . 369 

積算距離計（オドメーター） ........ 161 

節電機能 . 已1 

洗車 . 2已曰 

前照灯（へッドライト） 

W 数 . 369 

スイッチ . 172 

デイスチャージへッドライトに 

関する警告 . 28ス288 

電球の交換 .276. 286 

ライト消し忘れ防止機能 ........ 173 

ライトセンサー . 173 

つット数 . 36曰 
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五十音順さ < いん 


巧 速度計（スピードメーター) ....... 161 

巧 夕-ンシグナルライト 

W 数 . 369 

スイッチ .] 已8 

電球の交撰 . 276 

方向指示レバー .] 已8 

ワット数 . 369 

タイヤ 

応急巧タイヤ………………………33目 

空気圧.….. ... .….3巨召 

交換 . 336 

スペアタイヤ.…………… ...........33 目 

チェーン . …………..226 

点検 .......................................... 2巨4 

パンクした . 336 

冬用タイヤ . 226 

□ーテーション . 264 

巧 チェ-ン（タイヤチェ-ン） ....... 226 

チェンジレバー（シフトレバー） 

トランスミッション .] 已2 

チャイルドシート 

侶 OFIX バーでの 固定 . 127 

シートベルトでの固定..…....…] 27 

チャイルドプ□テクター . 61 

駐車ブレーキ 

(パーキングブレーキ） . 159 

己 ツール 江具) . 33日 


b DC/DC コンパ’一夕一 . 29 

ディスプレイ 

警告メッセージ . 31日 

トリップ 

インフオメーシヨン . 169 

レーダー クルーズ 

コント□ール .] 扫日 

手入れ 

外装 . 2已巨 

シー h ベ J レト . 2巨] 

内装 . 260 

テールライト 

W 数……… ... 369 

スィッチ . 172 

電球の交換 . 286 

9ット数 . 369 

テールランプ（尾打） 

W 数..……. ... 369 

スィッチ . 172 

電球の交換 . 286 

ワット数 . 369 

電気 モーター . 吕 4 

電球（バルブ） 

W 数 . 369 

交換 . 276 

ヮット数 . 369 

電子 キー 

作動範囲 . ...........己0 

正常に働かないとを . 348 

節電機能 . ......................己] 

電モキーの電池び切れた ........ 298 

電池び切れた . ....298 

電池交換 . 2曰8 

電話スイッチ& 
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五十音順さ < いん 


因 


ドア 


囚 

燃費 


ドアカーテシー照明..……… 

...230 


瞬間燃費 .. 

.169 

ドアガラス . 

…… 90 


平均燃費 . 

.169 

ドアカーテシーライト ........ 

… 230 


燃費画面 . 

… .34 

ドア巧一 . 

...... 扫已 


燃料 


ドア□ック . 47, 已 8, 日 0 


ガソ U ンスタンドでの情報.. 

.404 

半ドア警告な . 

...317 


を□油 . 

… .目扫 

ドアガラス . 

90 


残量警告灯 . 

.317 

ドァ巧一 



ネ重類 . 

.364 

胃整………….. ........................ 

.…. .8 已 


燃料計..…… . 

.161 

=ラーヒーター.…………. ..... 

88 


補給. ........................................ 

....98 

盗難防止システム 



龍...….......…...........…..……… 

.364 

エンジンイモビライヴー 


巧 



システム.…………............… 

... 102 

バーキングブレーキ 


オートアラーム .. 

... 103 

(駐車ブレーキ） . 

.1 已 9 

1 クスイッチ* 



パーソナルライト 


時計& 



W 数 . 

.369 

トップテザーアンカー . 

... 127 


スイッチ . 

.231 

ドライビングポジション 



ワット数 . 

.369 

メモリー . 

7 吕 


A イブ U ッドシステム 


トラクションコント□ール 



インジケーター . 

.161 

(TRC) . 

... 208 


ハイブ U ッドシステムについて 

… .24 

トランク . 

63 


八イブリッド車運転の 


オープナー . 

…… 63 


アドバィス . 

… .42 

トランクオープナー . 

63 


八イ 7 ウントストップライト 


トランス云ッシヨン . 

... 1 已吕 


W 数……… ... 

.369 

トリップメーター 



ワット数 . 

.369 

(区間距離計) . 

...161 


八ザードライト 


ナビゲーションシステム& 

--エァバッグ . 



W 数 . 

.369 



スイッチ . 

.30 日 



電球の交換 . 

.276 

... 108 


ワット数 . 

.369 

荷物 



バザー ドライトスイッチ . 

.30 日 

積むとさのを意 . 

… 224 




トランク . 

…… 63 





W :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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五十音順さ < いん 


挟み込み防止機能 

運転席ドアガラス………….... ...... 91 

ムーンルーフ . 曰4 

発炎筒 . 307 

バックアップライト（後退打） 

W 数 . 369 

電球の交換 . 278 

ワット数 . 369 

バックガイドモニター& 

バッテリー 

バッテ U —あびりを 
防ぐために.………………………232 
バッテ U —びあびった…………3已〇 
冬の前の準備-点検……………22目 
バッテリー（補機バッテリー） 

冬の前の準備点検 . 226 

補機バッテ U —びあびった… .3 已〇 

バニティ（化粧用）ミラー . 243 

バニティ S ラー天井照明 

W 数 . 369 

作動について . 243 

ワット数 . 369 

バニテイライト 

W 数.………. . 369 

バニテイライト..…………………243 
ワット数..……………………………3巨9 

バルブ请球） 

\ Nm ... . 369 

交換 . 27巨 

ワット数 . 369 

パワー- r ージーアクセス 

システム . 69 

パワーウインドウ . 90 

パワーコント□ールユニット ........ 29 

パワースイッチ . 144 


パンク 

パンクした . ....336 

番号口（ライセンスプレートランプ） 

W 数 . 369 

スィッチ . 172 

電球の交換 . 278 

ワット数 . 369 

半ドア警告表示 . 317 

バンドル（ステアリングホイール） 

調整 . 82 

ノくワーステア U ング警告灯... . 3 ] 已 

Hi ビ-クルスタビリティ 

コント□-ル ( VSC ). 208 

ヒーター 

シートヒーター . 24已 

S ラーヒーター . 88 

非常点減灯 

W 数 . 369 

スイッチ . 306 

電球の交換 . 276 

9ット数 . 369 

尾巧（テールランプ） 

W 数 . 369 

スィッチ . 172 

電球の交換 . 286 

ワット数 . 369 

ヒユーズ . 289 

表示灯 . 164 

ヒルスタートアシスト 
コント□ール . 21吕 
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五十音順さ < いん 


回 


フォグライト 



フ□ントフォグライト 


wiii ... 

369 


W 数 . 

.369 

スイッチ . 

175 


スイッチ . 

.17 已 

電球の交換 . 

27巨 


電球の交換 . 

.276 

ワット数 . 

369 


ワット数 . 

.369 

フック 



フ□ントち向指を兼非甫点滅打 


買い物フック . 

2已3 


W 数 . 

.369 

緊急用フック . 

310 


電球の交換 . 

.276 

けん引フック . 

309 


レバー . 

.158 

冬巧タイヤ . 

.226 


ワット数 . 

.369 

プリクラッシュシートベルト.… 

… .78 


フ□ントち向指示灯 


プリクラッシュセーフティ 



W 数 . 

.369 

システム （PCS). 

214 


スイッチ . 

.1 已8 

ブレーキ 



電球の交換 . 

.276 

^告な ...................................... 

314 


レバー . 

.1 已8 

パーキングプレーキ . 

]已9 


ち向指示レバー . 

.1 已8 

ブレーキ付近から 



ワット数 . 

.369 

キーキー音び聞こえる ........ 

. 139 

H 



メンテナンスデータ . 

367 

平ち車速 . 

.169 

ブレーキアシスト （BA). 

208 

平均燃費 . 

.169 

フ□ァマット . 

.2已1 


へッドライト（前照丹） 


フ□ントシート 



W 数 . 

.369 

醒. . 

...67 


スイッチ . 

.172 

フ□ントシートの調整に関する 


電球の交換 . 

.276 

警胃 . 

...71 


ライトの消し忘れ防止機能.. 

.173 

フ□ントターンシグナルライト 



ライトセンサー . 

.173 

W 数 . 

369 


ワット数 . 

.369 

電球の交換 . 

27色 


へッドレスト 


レバー . 

]已8 


醒 . 

… .74 

ワット数 . 

369 


ヘルプネットスイッチ/ くネル* 


フ□ントパーソナルライト 





W 数 . 

369 




スイッチ . 

231 




ワット数 . 

369 





^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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五十音順さ < いん 


巧 ホイール . 264 

ホイールナットレンチ . 33巨 

方向指示灯（ウインカー） 

W 数 . 369 

スイッチ .] 已8 

電球の交換 . 276 

方向指示レバー .] 已8 

レノ（一 .] 已8 

ワット数 . 369 

ボトルホルダー . 23日 

ホーン（警音器) . 160 

補給 □ (燃料) . 98 

ボンネット . 2曰9 

曰 マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 168 

マルチディスプレイ . 168 

因 ミラ- 

アウターミラ~ . 扫已 

イン ナー S ラー . 扫4 

ドアミラー . 扫已 

バニティ（化粧用）ミラー…. 243 
S ラーヒーター※ 

巧 ムーンルーフ . 93 

^3 メ—夕 — （計器） 

表示切0かえボタン . 162 

マルチインフオメーシヨン 

ディスプレイ . 168 

メーター . 161 

メーター照度調整 . 162 

メモリーコール機能 . 73 

メンテナンス 

メンテナンスデータ 


^ユ-ザ-カスタマイズ . 371 

ユーザーカスタマイズ機能 . 371 

油脂類 . 364 

la ライセンスプレートライト（番号巧） 

W 数 . 369 

スイッチ . 172 

電球の交換 . 278 

ワット数 . 369 

ライト 

W 数..…… .. . .. 369 

足元照明 . 230 

インテ U アライト . 231 

室内打..… . 230 

車幅打..… . 172 

電球の交換 . 276 

ドアカーテシー照明 . 230 

八ヴードライト . 306 

ノ くニティ S ラー天井照明 ........ 243 

バこテイライト . 243 

パーソナルライト . 231 

非常点滅口 . 306 

フ□ントインテ U アライト…. 23] 
フ□ントパーソナルライト....231 

フ□ントフォグライト . 17已 

フ□ントち向指示灯 . 1已8 

フォグライト .. 17已 

へッドライト（前照な）..........172 

で向指示灯（ウインカー）…… ] 已8 

U モートタッチ照明 . 230 

U ヤフォグライト . ]7已 

U ヤ方向指示灯 . 158 

ワット数 . 36曰 

ライト消し忘れ防止機能 . 173 

ライトセンサー . 173 
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五十音順さ < いん 


巧 リモ-トタッチ& 

リ中 アーム レスト . 247 

リヤウインドウデフォッガー 
スイッチ X 

リヤサンシ I ー ド . 248 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 369 

電球の交撰 . 278 

レノ（一 .] 已8 

リャち向指示打 

\ Nm ... ... 369 

スイッチ.…… ......] 已8 

電球の交換……… ....... ……………278 

方向指示レバー .. 1已8 

レノく一 ..] 已8 

ワット数 . 369 

リャち向指示丹兼非常点減打 

W 数 . 369 

電球の交撰 . 278 

レノ（一 .] 已8 

ワット数 . 369 

リヤフォグライト 

\ Nm ... . 369 

スイッチ.……………………….......17已 

電球の交換… ..... …………………..278 

ワット数..……………………………3巨9 

巧 ルームミラー . 84 


QI 冷却水 

冬の前の準備-点検 . 226 

容量 . 367 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 356 

レーダークルーズ 

コント□ール . 189 

レーンキーピングアシスト . 202 

巧 □ッッ 

ウインドウ□ック . 90 

チャイルドプ□テクター ....61 

ドア□ック . 60 

0ワイドビ a- フ□ントに夕-.》 

ワイパー 

スイッチ . 179 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 . 2曰8 

リモコン . 已扫 

ワイヤレスリモコン 

電池交換 . 2曰8 

リモコン . ...........己8 



^ :別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照ください。 
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五十音順さ < いん 


凸 




ABS (アンチ□ックブレーキ 


システム） . 208 

AUX 端子& 

BA (ブレーキアシスト） . 208 

EDR. 20 

EPS (エレクトリックパワー 

ステア IJ ング） . 208 

ETC システム& 


GPS ボイスナビゲーシヨン& 

IS □円X ノ て一 . 126 

□PEN • CLOSE スイッチ※ 

PCS (プリクラッシュセーフテイ 


システム） . 214 

SRS エアノ V’ ジグ . 108 

TILT スイッチ※ 

TRC 


( トラクシヨンコント□ール）... 208 


Q VSC (ビ-クルスタビリティ 

コント□—ル） . 208 
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症状別さ < いん 

症が別を<いん 


タイヤびパンクした 


八イプ U ッドシステムび 
始動しない 


高水温警告好び点滅 
または点打した 


エンジンルームから蒸気び 
立ちのぼった 


キーを な< した 


補機バッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P . 336 

パンクしたときは 


P .34 巳 

八イブリッドシステムが始動 
でさないとさは 

P . 102 

イモビライヴーシステム 

P . 350 

補機バッテリーびあびったときは 


P .3 日目 

オーバーヒートしたとをは 


P . 吕 47 

キーを無くしたときは 


P .3 日日 

補機バッテリーびあびったときは 


P .47 

P . 巳 8 

P . 60 

ドア 


ホーンび鳴り出した > 

P . 103 

オートアラーム 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P . 360 

スタックしたとをは 


警告打び点灯、点滅した \ 

P .314 

警告なびついたとをは 













































症状別さくいん 



■警告好一覧 


(©) 


ブレーキ警告口（ホ 


色） 


P. 314 


口 

巧電警告口 

P. 314 


局水温警告口 

P. 31 已 


電モ制御フレーキ警 

(©) 

告灯横勒 P. 31 已 

to 

エンジン警告口 

P. 31 已 

か 

SRS エアバック/プ1」了ン 

シヨナー警告な P.31 已 

(©) 

ABS & フレー キアシス 

卜警告な P'31 已 

@! 

パワース了アリング 

警告灯 P. 31 已 

PCS 

PCS 警告口 

P. 31 巨 

AFS 

AFS 日 FF 表术 

OFF 

P. 316 


7^ヘッドライトオートレべ 
尋 D U ング警告な P.316 


固 

ス U ップ表加了 

P. 316 

LKA 

LKA 表术口 

P. 316 

の 

クルーズ コント □ール 
表示口 P. 316 

巧 

レーダー クルーズコント 
□ール表示灯 P. 316 

を 

半ドア警告口 

P. 317 

の 

燃料残量警告口 

P. 317 

み 

運転席シートベルト非 
着用警告灯 P.317 

ぶ 

助手席シートベルト非 
着用警告灯 P.317 

ム 

マスター ウ オーこ ンクと警 
告メッセージ P. 317 
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症状別さくいん 


警告音び鳴った 


■警告打の点な、点滅、またはマルチインフォメーションディス 
プレイの警告メッセージを確認ください。 

♦警告巧び点灯、点滅している（一 P . 314) 

• 警告メッセージび表示されている（一 P . 319) 


■警告巧の点灯、点滅や、マルチインフォメーションディスプレ 
イに警告メッセージの表示びないとさ、または車外で警告音び 
鳴つたとさは、じ(下のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとさ 

P . 己1，319 

車外に出たとを 

スマートエント IJ 一&スタートシ 
ステムで□ックセンサー部にふれ 
たとを 

ワイヤレスリモコンでドアを施錠 
しにとを 

P. 己8 

シフトチェンジ操作を行ったとを 

P . 1己4 

走行中 

シフトポジシヨンを R にしたとを 

P . 1已已 

シフトチェンジ操作を行ったとを 

P . 1己4 

ブレーキを踏んだとを 

P . 139 
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八イブ u ツドさ<いん 

八イブリツドを<いん 


■八イブリッドシステムについての解説 

■ハイブリッドシステムの特徴 .P. 24 

■八イブリッドシステムについてのま意事項 

■ ご使用になるにあたって 

(高電圧.高温について） .P. 29 

(駆動用電池冷却用吸入□について） .P. 30 

I 運転のしかた 

■運転にあたって .P . 134 

■ハイブリッドシステムの始動ち法 .P . 144 

■ トランスミッション .P . 1已2 

I 環境に配慮した経済的な運転 

■八イブリッド車運転のアドバイス .P. 42 

1事故が起きたときは 

■事がび発生したとさの警告 .P. 32 
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八イブ u ッドさ<いん 


I 八イブリッド特有の説明びある項目 

■車両接近通報装置 . P . 2已 

■計器類 . P . 161 

■表示巧/警告な . P . 164 

■マルチインフ オメーシヨ ンデ イス プレイ . P . 168 

■ボンネット . P . 269 

■エンジン ルー ム カバー . P . 274 

■けん引について . P . 309 

■八イブリッドシステムび始動でをないときは . P . 34已 

■補機バッテリーびあびったとさは . P . 350 

■才ーパ‘ーヒートしたとをは . P . 356 
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ガソリンスタンドでの情報 

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてありまず。 


ボンネットフック I トランクオーブナー給油 □ 


P. 269 P. 63 P. 98 



燃料の容量 
(参考値） 

已已し 

燃料の種類 

無給レギュラーガソリン P . 己巨4 

タイヤが;令えている 
とさの空気圧 

16インチタイヤ 

前輪： 230 (2.3) kPa ( kg / cm ご） 

後輪： 210但 .1 )kPa ( kg / cm 2 ) 

]8インチタイヤ 

前輪： 250 (2.5) kPa ( kg / cm ^) 

後輪： 230 (2.3) kPa ( k 呂 / cm ご） 

応急用タイヤ： 420 (4.2) kPa ( kg / cm ^) 

エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時： 4.1 L 
オイルとフィルター交換時： 4.3 L 

エンジンオイルの種 
類 

トヨタ純正モーターオイル 

- SM 日 W -20( A 円 SM 、 E 仁 / ILSAC 白 F -4 、SAE 0 W -20) 

- SM 已 V \/-30 (API SM 、 E 仁 / ILSAC 白 F -4 、SAE 5 W -30) 

- SM 1 日 W -30( A 円 SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1 OW -30) 

- SL 已 W -2 日 （ A 円 SL、EC SAE 已 W -2 日） 

- SL ] 0 W -3 日 ( A 円 S し EC SAE 1 OW -30) 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたします。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

踊0800 -700-7700 

オープン時間 3 日日曰 9: 弧〜 18: 朋 

所在地〒化0 - 0002 名古屋市中村区名駅四 T 目1日の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http ;// WWW . toyota . cojp にて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧ち社: 

http://toyota.Jp 
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